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。 近代感覚の先端をゆく
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井 j謁 換 気 扇

光 灯 電 気 設 備

風 機
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/ " p 凍 機

フ タ ム ウ 工 ー タ

エ ス 力 レ ー タ

大 阪 歌 舞 伎 座 納 ヱ ス 力 レ ー タ
自 主 裟 他 府
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地下鉄道、高架鉄道の如き激し

い震動箇所でも弊社製品は完壁

の防水効果を発揮して居ります
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事至- ｊｦｾ＠重量 ZZ 

耐 俊、耐風の不燃: 刻I築が出来ます。

・適当な材暫定によっ て耐火構造に卒、 1-1¥宍ます。

. 騒誌なため施工がf ! 1i・単で工慢が1氏fXf( です。

・乾 弐 桝i告 が 可 能 で ほ 践 に 適 し 工Jtll が 賂 絡 で き ま す。

構 造 品 極 が 鎧 官 な た め 合 理 的 な 設 計 が 出 来 ま す 。

鋼 材 の 使 用 震 が ぐ ん と 節 約 出 来 て 仕 上 に寸サ子費用を

かけられます。

- 盃 ず み の 予 算 で、 舗 に も犯 さ れ な い 耐 地築 が

ます。

・外 観 が;1霊 快 優 美 で 近 代 的 な 建 築 に な り ます。

…ー 主 要 製 品 一一一一一一' "

i軒 量 形 銅 簡 易 鋼 矢 板 1

1デ y キ プ レ ー ト ガ ー ド レ ー ル 1

" ナ' ; 1 i / パ ー サ' ; 1 i / フ レ ー ム l

ＺＱ 豆一 ー ー号 ｌ ー・ー第一ー・ー管ーーーＮ旦之さ，ピごｾ，ＧＡＺＮ三ご［ＱＺ

③ 中 之 島 製 鋼 株 式会 ネ+

本社 ・工場 大 阪 市 東 区 弁 天 田IJ 4 暗暗5031- ，
京事務所 東京都中央区西入丁娼4ー 10 電@ 1515- 6

{ S) 八 幡 製 銭 株 式 会 社

築

し

建

‘Ｇｊｾ‘ ｊｾ ・ ｡ ‘
皆様の設計と 施工に 東洋の床材

IJ ｾｉｔ Ｍｲ＠ JIT 

1: : 号ートタイル

ヌボシヂシート

リユーム株式会社

兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電話伊丹( 代)3531 ・大阪 (48) 4490

東京都中央区銀臨 4 丁目三和ピル

電 話 京 橋 @.l 7 0 1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 丁目三和ビノレ

電話北浜 @ 0 3 7 5 - 0 3 7 9

東洋リノ

本 社 工 場

。ソフトな感触

。優秀な耐久力

。美 しい 色 彩

東 京 支 庖

カ

タ

ロ

グ

進

目玉

大阪事務所



建築JBセメダイ γ を用いて路工される

ノソ;:<.リ ァブ ( 大阪・ 東映 会 館)

施 工 法 を 一 変 し た

/ 1液イ本のクギグ

セ メ ダ イ ン

N O.  1 9 5.・ ・ 木 レ ン ガ ・ノ ン ス リ y プ

テ ッ ク ス ・ ハ ー ド ボ ー ド 等

を コ ン ク リ ー ト 又 は 木 部 へ

N O.  6 0  I … 合 板 ・内 装 化 粧 板 ・ク ロ

ス 類 の 接 着

N O .  I  5 0 0・・・ 金 属 ・ガ ラ ス ・プ ラ ス チ ッ

ク ス の 接 着

建 築 田

ＱＺ ｾＷＱ ＮＭＮｲ＠ .... 
発 売 元 東 京 セ メ ダ イ ン商事 株式 会 社 東京 都千代田区神田五軒町 3 悦1) 3131

大 阪 セメ 7 イ ン商 事締式会社 大 阪市 防区 大宝 寺 町東 之T 41 (21) 3456  

名古屋セメタイ ン商 事 株式会 社 名 古 屋 市 中 区 上 前 部 町 伽，) 0845

⑩ 
特 許

経費節減527万円ρ

利益を生も

司 ｾｊｉ ト ｍｐ ボイラ
煙管式ボイラの革命児現るノ

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

伝

2  
株式曾枇平川鉄工所

fiE盈7Ｎ ｾ 時 ｉ ァ て
右手匹、}

m刀ス温度 1Q7

0

C

女 高 性 能
.  

福 射 型

女 石炭・オイル・刀ス焚

女 1年間 (7200時間)の燃料節約額

7' x  30' ランカ ν ヤボイラ と

比較して

本 社 ・工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 仁西2のl 電話福島@ 1 9 7 5 - 8

東 京 営 業 所 東京 都 中 央 区 八重 州6の7 包括 ⑧ 5 8 8 3 ・7 7 8 7- 8

九 州 出 演Wr 沼 岡 県 小 倉 市 首 野545 電 話 小 倉 ⑤ 1 3 6 2
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技 術 ・ 性 能 ・信 用 を 誇 る

安 全 度 の/ 高 い

/  I  

ア ム ス ラ ー 油 圧 式 償 型 引 張 試 験機

( 日本書軍事協会検定No. 3788)

駁 品 は 本 機 に よ って試験す
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' レール接続の革命!

新 製 品 完 全 防 錆

::-;?-I 、ュ....11-

種 目

トラ ックレール ガイドレール カープレール

F E用 G: とよ心土入) 複 車 ・ 単 車ハシガー

経 50協， 60務， 70協

プ ラ ケ ッ ト 附 属 品 一 切

ム

他

! . 三 谷 製 作 所 ? ? ? : ロな

のそ

御用命は全国各地有名建築金物庖へ御! 照会願， )ま す



長る進歩心た建築 ｌｾＯＣ 長三進歩した夜枚

ｅ 二 ｬＱｱｾＯｾＲｭｊ Ｉ
語 科 ー

③ 

ｱ ィ ｉｾ

イ ｉｾ
建 材 株 式 会 社

東 京 都 中 央 区 日 本 情 通 l ノ 2 ( 大倉ピノレ)

電 話 東 京 @ 6 4 3 2 - 5

大 阪 市 西 区 土 佐 婦 通 1 - 1  ( 大同 生 命 ピノレ内)

電 話 大 阪 @ 1 6 23 ・37 9 8 ・8 4 6 1 - 4

福 岡 市 薬 院 大 通 2 ー 7 3 電 話 沼 岡 0 1 9 4 5

森

大阪 出張所

藤

本

1 L 州出張所

格威看三びっくり乙た

ヲイケン吸音板
ザ

'-

法 吸 音 率

No.  5 9  0  0  6  4  

昭和34年 2 月11 日測定ダイケン吸音板

::l_ l _  

3受 0，1

1高音は勿論，低 音 もよく吸収

正確なカ ット

軽くて丈夫

施工が簡単

値段が安い

交

交

交

交

交

最高級と折紙付崎

面取り30. 3c m角

200 100 

0.1  

0  

; 0 

さねはぎ 1寸

大建ウオールボード工業株式会社

本 社 大 阪 市北区中之島 2 ノ22 ( 新朝日 ピル9階)

電 話 大 阪 ( 26) 代 表 5 1 0 2  

東京都中央区日本縮小舟町2ノ l (小企 ピノレ)

電 話 東 京 (66) 9  0  0  0 ・ 7 0 0 0  

30. 3cmf与

東京支社
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カ ラ イ ジ ン グ

下 地 に 赤 外 線 焼 付 加 工

。

J 、

ド ル ベ ア リ ン グ

使 用 に 依 る 軽 快 な 開 閉

. ( カタログ進呈 ) .

様式 ｾｊｪｴ :.IO;;"' lIf・I fSll
本 社 尼 崎 市 久 々 知 字 コ ヱ 二 三 電話 大阪 ⑩ 5 3 4 1 . 2 9 5 9

車 京 東 京 都 新 事 区 西 大 久 樺 - T 自 三 七 O 電信東京 ｾ 2  4  7  8 ・9 6  7  8  

札 幌 札 幌 市 南 九 条 酉 六 丁 目 電 話 札 幌 ③ 1 3  6  8①4. 8 .7  8  

仙 台 仙 台 市 土 桶 一 一 二 電 醤 仙 台 ③ 3 2  9  6  

名 古 屋 名 古 屋 市 中 村 区 広 井 町 二 丁 目 四 五 電 盤 名 古 屋 31 2 8 4 6  

代 行 高 雄 内 留 萌 士 別 網 走 北 見 釧 路 帯 広 函 館 青 森 弘 前 盛 岡 秋 固 山 形

福 島 幸 連 若 拾 喜 多 方。白 河 前 橋 宇 都 宮 本 戸 千 葉 憤 ;兵 甲 府 長 向 富 山

金 沢 福 井 松 本 恒 車 規 連 軍部 一宮 四 日 南 京 都 幸 良 和 歌 山 西 島

岡 山 連 山 福 山 . 広島 宇都 島E 松江。高松 E豊 島 高 知 松 山 八幡 福岡

久 留 米 伊 万 里 佐 世 保 長 崎 熊 本 大 骨 別 府 E 岡 鹿 児 島



l同 l恥驚異的近代感覚の吸音壁貼材料

新 製 品
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東京営業所

東京都千代田区仲間猿楽町 2 の 7

T  E  L ⑧ 9  3  7  5  

名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

フじ

式 会 社

T E L大 阪@) 1351- 3

発 売

株

:四

製 造

河 津 装 飾

本社 大 阪 市北区堂砧上 ーノ 所張出
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堅室、議勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

Ｘｾｩ ヌー ｉｦＭ ｩＧ ｉｾ ソイド
日jJii ｝Ｇｾｉ ｉＭ ｔ ン ｉｌＭＷ イ〉タ

伸 縮 白 地 紋 工 牟 ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク本会 シー ル セ 〆 ン ト

日 施 化 学 工 業 株 式 会 組

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 州1- 3

T  E  L  (27)  ＷＰＰＰ ・ ＵＴＶＳ ｾ Ｕ

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T  E  L  (807) 代表016 Ｑｾ Ｕ＠

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区掘上通り 3 - 3 9

T  E  L  Ｈ Ｓ Ｙ Ｉ ＰＹＲＴｾＵ ・ ＲＰＴＵ ・ Ｒ ＰＷＹ



の街生陶器ヒ付属金具

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

ピル・アパー トは もとよ り一般住宅

ミフ句5おたL 御 愛 用 頂 い て い た 製 品 し - 9 2  

定 価

陶 器 ( 1級 ) L  220 ￥ 2 ，750 

金 具 ( ‘ 罰事由U 印)

立 水 伐 T 2 0 5  Y  

@￥ 600 ( 2f国) ￥ 1，200

止 水 後 T 4 A Y

@ ￥ 670  ( 2f 国) ｾ＠ 1，340 

排水金具 T 6 P ￥ 1，210  

パ y クハンガ

ｾイ寸 木ネジ ｔ L  220D￥ 200 

言十 ￥ 6 ，700 

参 考 定 価

陶 器( 並級) L  220 ￥ 2 ，200 

東 洋 陶 器 株 式 会 社

金 具 ( ，7.・. 7K. . En)

立 水 段 K 2 0 5  Y  

@ ￥ 引o ( 2個) ￥ 1，020

ー本 社 茅ケ崎工場

小倉市篠崎町 4 5 8 大阪営業所 大阪市東区高E官級 5 - 32  T  E  L ぬ4518- 9 神奈川県茅ケ崎市

T E L ⑤ 2481 - 5  各地営業所 東京 ・名古屋 ・小倉 ・広 島 ・4 松 ・札 幌 T E し 2105- 8  

止 水 伐 K 4 A Y

@ ￥ 570 ( 2 f閏) ￥ 1，140

排水金具 K 6 P C ￥ 1，030 

い つ も 新 しい 感 覚 で清 潔 感 の あ る

[  扇面言ムム正三づレ建枝 I  

硬 質 塩 化 ビ ニ ー ル の 波 板 ・ 平 板l 採光屋根 ・間 仕 切 ・壁 体 ・天 井 ・装飾用等 に好適な近代建材です 。

。η レ・ト → 1  

Ｐ 刀イｾ

日月る〈美しい . ，経〈て強い . 燃えない . 安 い

ｊ Ｎ ｾＺ＠ 1. 1.5 ，2. 3. 

透 明 ・ 不 透 明 ・舵 i肖し・曇リ 平語。巾91聞 I:i RI 'x品182酬 (6尺}

型押・網入 ・4翼線 板 各 種 皆川2聞」i212} ( 7員!82酬 (6尺}

( 品尺描柑) 140聞 (' .6尺) x 品10m(33尺J

r ピ 二 ー ん が 簡 単 に 貼 れ た '; J

ーー令

これを解決したのがロンフイ ッフ スです。

どA 屯 糊 で も 誰 に で も 符 易 に 11占れ { 特鰍加工) 、どんな汚れ も

石 鹸 水 か 、期発 II 11で き れ い に と れ て 変 質 せ ず 半 永 久 的 に 新 鮮

で、雌松な新製品です 。Ｈ実 用新ｾｾ，ｽ ｾｪ 皇宮 ｜ ＴＶＹＵＵＰ 号Ｉ

単色 ・二色 ・フラノ 巾 96em(3.17尺 ) X l8m ( 5 坪 巻)

床 材 料 の 決 定 版 メ
6 尺 巾 長 尺 の 床 材

標 準 寸 法 厚 さ 2.5mmx 巾 183cm ( 6 尺 ) x 長27，45m ( 15坪 巻} ‘ 園 田 園

i見切開

路 心 地 が よ 〈 疲 れ な い 、 面;1踏 粍 性 は 極 め て 俊 秀 、 色 彩 優 美 、

手入れは水択さでよく清潔 ・経済的、暑気 ・寒気 ・薬品 ・油

)1旨等に変質しな い。

⑩ 

巌 高 級 ビ ニ ー ル タ イ ル

( 尺角 ) 30;3cmx 30，3c mx 2 mm 

ジヤ ス ベ 12色

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

東京 r. m飾 1:<: . -1、川同 y 木町 5 4  電 ｊ ｾ 葛飾 Ｈ ＶＹ Ｉ .1946- 9  

全国有名内記J : il刊行に御開会下さ い 。

カタロ グ進呈

h  
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昭 和 3 4 年 6 月

通 常 総

. 6.  

"'" 

通 常 総 会 開 催 御 通 知

司、J I三度迎7i1・総会を下記のとおり開催致します。御多忙中恐踊ri l C存じま

すが，何zt- お総合せ多数会員の御出席をお願い けl し上げます。

以上公告ql します。

H付利134年 6 rJ 1 11 

社| 卦法人 ｌｉ ，Ｑ＾［ｾｾ協会会長尼崎久助

記

1. 日 時 6  J-J16"  (火) 午後 3 11寺

1  場 所 大阪ｾ設会館 Ｖ 階集会室Ｈ大ｼ坂東区点続 Ｓ 丁目 Ｗ Ｐ Ｉ

1  .  会議の目的事項

( 1) ＱｉＨｬ羽 ＱＳＳ Ｑ， ド度 Ｎ ｊ ｾ 業報告

(2)  ＱＱ 付和 ＳＳ Ｑ Ｑ ・度決ｾ Ｇ［ｉＺ報 告ポ訟の 件

(3) 1I!l有1
34"1二度収文予算承認の件

以 上

『新 し い 鉄の 時 代』 と 『中尊寺 』の 映 画 を 見 る 会

前記通常総会後同所で文化映画会をfl l 1します。乙の好機IC会員おさそ

い合せの上ど山席下さい。

1  と き 6 片16" ( 火) 午時 4 11与- 5 11寺

1.  ところ 大阪建設会館 6 階集会室( 天神橋)

1  . 映 画

「新しい鉄の時代」 提 供 社 団 法 人 鋼材倶楽部

イースト 7 ンカラー 4 巻 製 作 株 式 会 社 岩 波 映 画 社

( 私達の身近にある「平和の鉄」についての存在とその役割を，映画

の画面のテンポと音楽と現実音との結びつきで表現されている)

「中 尊 寺」 製 作 株 式 会 社 口 |決新社

( 藤原氏四代』ζ 渉る平泉文化のあとをたどる武重な記録映画で， ミイ

ラの主貌がよく 怖かれている)

乙の映画会開催について，ネ上凶法人鋼材倶楽部から絡別の ど協力をい

ただきました。



昭 和 33 年 度 決 算 報 告

一 般 勘 定

貸 借 対 照 表

財 産 目 録

収 支 内 訳 表

近畿建築会館特別勘定

貸 借 対 照 表

収 支 内 訳 表

会 告 2

昭 和 33 年 度 決 算 報 告

|- 般勘定 |

貸 借 対 照 表

H討和 34 年 3 J:l 3 1 日 現 在

方

11 

貸 方

科 口
額 l 科 目

| 金
額

現 ・
J虫ヘL  94，311 fi 総 償 却 酪 備 金 28，839 

当 座 預 金 43，116 IIT 入 金 400，∞o  

通 預 金 28，983 米 払 金 2，025，378 

郭色ｾ振停貯金 33，724 仮 受 金 52，幻5

定 j凶 官l 金 20，∞o  米 経 過 収 入 金 117，400 

未 収 入 金 757，221 1占 本 金 47，672 

仮 払 金 27，641 事 業 構 備 金 347，3∞ 

未 経 過 支 払 金 427，291 放 日 高 Ir F 民事業資金 209，408 

什 出+ 299，789 

会 館 111 資 金 1，000，0ω 

前 期 繰 越 金 243，486 

収 支 制j
ii! 252，710 

ｾ＠ J t  
1  3，228，272 11 合

3，228，272 

財 産 目 録

11付和 34 年 3 月 3 1 EI 現 在

fi 産 之 部 負 似 之 部

摘 'il! 金 額 摘 要 金 稼i

固 定 資 産 299，789 引 当 勘 定 臼3，219

什 量詩 主邑 本 金 47，672 

流 動 資 産 220，134 事 業 m 備 金 347，300

当 座 預 金 43，116 付 機 償 却 司直備 金 28，839 

普 通 預 金 28，983 放日高Irr . 氏事業資金 209，408 

定 期 預 金 20，000 流 動 負 似 2，477，653 

郵 [ 記 録 傍 貯 金 33，724 入 金 400，∞o

現 金 94，311 仮 受 金 52，275 

雑 凶J iI! 784，862 米 払 金 2，025，378

仮 払 金 27，641 未 経 過 収 入 会 117 ，4∞ 

未 収 入 金 757，221

未 経 過 支 払 金 427 ，291 

前 畑l 繰 越 金 243，486 

近畿ru築会m:1II ¥資金 1，000，0ω 

本年度収支勘定 252，710 

"  

合 計

28，

272

11 

d口h  
計 3，228，272 

ｾ＠

H  

‘  
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会 告 3

|一般 勘定|

収 支 内 s R一一室

1111 f11  34 1，下3 ) j  31 IJ 現 伝

収 入 の 部

H  目 'I'l n  | 決 算 期 | 予 算 傾 I Jm ｾ 減

1[ 会 1E1計問2  2  2  

2. 913. 500 3.036. 000 ｉｾ＠ 122. ωo 

地団 方体 会会

2. 736.ω o  2. 880.∞0 ム 143.1∞ 
会 'I'l 収 入 180. 総 8 163. 200 17.総 8

m 会 214.435 216. ωo ｉｾ＠ 1.お5

6. 似 5. 723 Ｖ Ｎ ＲＹＵＮＲ ∞ ｾ＠ 249. 477 

窓雄量彊型通部J拙的官講事占習審完売会収恨上上査阪続収 入 9  包8. 8同

7. 3')0.ω o  2. お8，830

入入 355.  筋。 回O. ωo ｉｾ＠ 144. 340 

763. 310 475. ∞o  お8. 310

ｾ ｬ＠ :r. 収 入

料 102. 000 1ω ，∞o  2. 0∞ 
入 225. 0∞ 180. ∞o  45.000 

1. ω0. 0∞ 39.429 

維 652.497 1∞. 000 552. 497 

4、日 l' 1  13. 396. 726 10. 255. 000 3. 141. 726 

維 収
入 | 34. ω4 

| 収 入 合 引 I 20.076.333 I 川 2.926. 333 

支 出 の 部

科 目 'I'l 口 | 決 算 額 | 予 算 額 I Jm ｾ 減

会 会Z E E Z 1 2E  T  

107. ω3 1∞，ω o  ｉｾ＠ 7. 093 

2. 470 20. ∞o  17. 530 

部委 只 会
176.218  150. 0∞ム 26. 218 

可I II ｊｾ＠
維 誌 72 10. 122. 390 7. 520.000 ム 2. 602.390

1z図m11aii i溝 会 句 会 11費2  2  

340. 551  530.000 189. 449 

865.452 ω0. 000 ｉｾ＠ 265. 452  

:咋 先 行 1. 144.304 1.100.000 ｉｾ＠ 44 .304 

犠 1. 106.643 330. 000 ｉｾ＠ 776.643 

小 骨十 13. 865.121  i  10.350.∞o  ｉｾ＠ 3. 515. 121  

質| 委譲議 131
22.507 

支 部 62. 335 1∞，∞o  
37.“5  

2鈎 . 828 3ω .0∞ ω .172 

238. 823 240. ∞o  1. 177 

通旅 'I'l 信交 通

22. 325 30.0∞ 7.675 

106. 335 1ω. 0∞ 73 飴 5

耳I 務 'I'l 集日I  金Jil IJ  

617. 127 540. ∞o  ｉｾ＠ 77. 127 

93. 655 72. ∞o  ｉｾ＠ 21. 655 

文 1i J .!l 42.229 42. 0∞A  229 

雑 134 . 316 120. 0∞ム 14. 316 

小 計 1.お4. 810 1. 224. ∞o  ｉｾ＠ 30. 810 

2 1 28952∞| 2 9叶 29. 8∞ 

ｾ ｭ＠ 給

手 鈎 .3ω 100. ∞o 640 

ω7. 0∞ 610. 0ω 3.∞o  

小 計'手 3.ω 1. 5ω 3.臼5. 000
33.440 

!?i 保持

ＱＳＲＮ Ｐ ∞ ｾ＠ 1. 215  

43. 755 43. 000 ｉｾ＠ 755 

原 11， 里l

30. 000  816 

6. 251 5. 000 ｉｾ＠ 1. 251 

験 以 福 荊l 7.454 20.∞o  12. 日6

219.859 230. 000 10. 141 

JI l 鼠 2.310 

会 館 繰 入 金 |
。

予 t組 政 | 2ω. 825 

| 支 111 合 計 I ＲＰ Ｎ 肌闘 い ＷＮ 肌蜘 ｉｾ 3.肌

収 支 差 引 表

差号 l収入不足金 252. 710  

収支不足金処分

収 支 不 足 金 252.710を次即IJ IC繰越す
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2 玄

近 畿 建 築 会 館 特 別 勘 定

表照対借貸

昭 和 34 年 3 月 31 日 現 在

‘  

，除

，ー

t王

139. 4ω 

982. 350 

570. 531 

130. 740 

180. 0∞ 

1. 0初，0∞

230. ∞o  

303. 083 

方

1. 000 ，000 

309. 415 

16.655. ∞0  

631. 532 

441，086 

目

建 築 会 館 基 金

砲 物

u ! 物 償 却 司 自 備 金

低 活 設 備

什 探

銀 行 'f! i 金

引 金

有 価 証 券

米 収 入 金

一 般 会 計 総 入 金

滞 附 金

fl ' l 入 金

未 払 利 息

収 支 I ! I J 定

科定仰j

16. 547.095 

JJ 

19. 570.116 計
A  

"'  

19.570. 116 

表訳内支収

昭 和 3 4 年 3 月 31 日 現 在

入

ll'l d. 減

。

。

16. 076 A  

予 n 制

9ω ，蜘

1，020. 。∞

1∞.000 

決 算 額

使苅 .000

1，020，。∞

83. 924 

第二，一 般 会 計 緑 入 金

u : 進 料

維 収 入

目科

16. 076 骨十

出支

、

目 ll'l d. 減

0  

8，962 

21， 381 

3. 477 

48. 716 

1， 1∞ 

17 ，240 

15. 730 

910 

39. 128 

d. 

d. 

d. 

予 算 額

832. 7ω 

96. ∞0  

171.∞0  

9，ω 0  

49，0ω 

19. 8∞ 

151，520 

50. 000 

126. ∞0  

78，∞o  

決 算 額

833. 7ω 

104 ，962 

149.619 

6，123 

97. 716 

20. ω0 

134. 280 

34. 270 

125. 090 

117. 128 

子

料

代

代

料

料

課

質

問

質

利

険

金

付

哨

斯

辺

地

保

翌日

件

入

災

科

帥

川

氾

瓦

水

仙

川

火

公

修

人

維

1，6， 四 I 1 珂3. 670 I  d. 39. 168 

J主引収入組過 44]，086 

320. ∞0  

121. 086 

d. 

計

恕物償却司自備金

次 JPl i締 結 金

ー型金金笠生

昭 和 34 年 度 収 支 予 算

本誌 5 Ｉｾ号 会 告 に ｭ ， ｬ 車しでありますの で 御 参 照下 さ い 。
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会 員 の 受 賞

d・
， 

会 館 基 金 の 寄 附 金 受 領

委 員 追 加 委 嘱

‘' 

受 表 影 候 補 者

推 薦 委 員 会 委 員

4

2

 

の
ｾ＠
Jι 

賞員

下記会員諸氏は， 5 月 3 日の;芯i法記念 臼Ic Rt t 設関係功労者として大阪

府知事から表彰を受けら れました。

乙乙 』ζ 誌 してその栄誉をお腹び t:j -I し上げます。

記

石川純一郎官 今 西 末 宵 羽 川的 感 治 ぉ 柴 原 信lえ n

ｾ ｬ 池藤 Ｍｬｴ 鈴木末尼I t l・T尼 九 自[11: t

会 館 基 金 え 寄 附 金 受 領

さきに 近級建築 会館ｾ設 資金の伯用金の一部償還を行いましたが，そ

の内下 ｉｾｃ のとおりその伯 ｩ 送金を会飢基金え街 ｬ 苦手 ｉｾ ， ｴ 放さました。本会の五七

艇を愈々強固な らしむるものとま ζ とlζ 感 謝 1 0，甚えない次第で， 乙乙 lこ

誌してj写く御礼申上げます。

￥ 200，000 

￥ 100，000 

ct L  

株 式 会 社 大 林 組 殿

1I 池 設 計 工 務 株 式 会 社 殿

委 員 会 委 員 追 加 委 嘱

五 月 Ｑ Ｓ 日のま盟事 会に 於て下記の方々 ｋ そ れ ぞ れ委員を術 ｬ 委 ｬｵｾ ｱ ｟ Ｑ し上げ

ましたのでと乙 K 術l氏れを掲載致します。

( 1; 放約時)

法規委員会委員 大塚 | 盗( 市主II 築局)

災官委員会委員 企|ι 回 定 男 (、|乙問機造研究所)

受 表 彰 候 補 者 推 薦 委 員 会 委 員 氏 名

去る 4 Jj 8 日の恕事会』ζ 於て，下氾の方々に上記委員会委員を街l委 l恥

申し上げましたのでこ乙 lζ 御氏れを掲載致します。

( 敬称時 ・五十音) 1m

青 木 友 一 ( 東 洋 々 瓦 ) 岡 橋 作 太 郎 ( 円 ur設計工務)

桐 本 楠 雅 ( 11 m策同) 佐 ii 長 太( 近音色沼長( t : ill)

行谷 三郎( 大阪低気暖房商姿) 銭高野f < 之( 銭高組)

竹内 成夫( 府滋織潔) 中 沢誠 一郎( 中沢事務所)

三 国 利道( 安井事務所) 森 忠 一 ( 村野 ・議' l l&i9i )

n尾 九郎( 竹中工務広)



昭和 34 年 度 第 1 回 古 建 築 見 学 会

奈 良 の 古 建 築 を 見 る 会

1  . と き 6月14EI ( 口) 午前10時( 集合) - 5 時( 解放)

1  . 集 合 所 近鉄奈良駅Ll : ' ， 口市l右の交蒋附近

1.  申 込 6 月10日までに会' l ' 1 ( 150 円 ・拝観料その他) を添え

ておrt 込みのとと。

1. 交通1 l _ 1 は各自負担，昼食は各自持参の ζ と。( 昼食は元興寺極楽妨

の予定)

1. 現地解説者 浅野 清氏( 大阪市立大学教授〕

1.  コース: 興福寺一〉元興寺純:JIai;)i →十愉院本営→今西l ¥l 1:[H涜→新薬師

寺→春日大社→奈良駅前解散の予定

興福寺，元興寺，新 薬師 寺，春 日 見 学 の 菜

奈良古守めぐりの表通りは東大寺であり，薬f: 市与，唐 招 捉 !f である

が，それに圧倒 されて，忘れられているのが，乙れらの寺々である。

興福寺lζ は奈良時代の建築は一つも残らないが，鎌倉時代に再処され

た傑作である北円堂を始め，同宝回線( 三屯椛，北円堂，東金: 1 1 : ，五重

塔) を持ち，奈良時代のilt 跡をよく残している。さすがに藤原氏の氏寺

であっただけ f( ，中111: 末近くまで，繁栄し，その勢力は東大寺を渇かIζ

しのぎ，大和一国の領主として君臨していた。最近宝物収蔵庫が完成

し，奈良から鎌倉K 至る日本彫刻の粋を- : i l i : に集めて展示している。

元興寺は中| 仕まで尚寺のJR: 観を相当残していたのであるが，寺の哀微

するにつけて， 民家におかされて しまい，五豆地は江戸時代の末lζ 焼失

し，今は? ?の僧房の- J ; i li を?"Jt し伝えて，元興寺極楽房と呼んでいる守が

残っている。 ζ の! 菌反で智光が極楽を感得して，極楽浄土図をtmかせた

というので有名であるが，今はＡ自房の一部が ｾｾζ 改造されたものを木堂

とし，僧日の一部が鎌倉H寺代lζ 再建されて( 事ii 室) 今に残されているの

は1' 1重である。 何れも国宝。十輪院も| 日元興寺境内にあるが，簡素な四

脚門と，本堂を持つ。本堂はruちの低い，風格のある建物で，元来は礼

掌である。ささやかな蛍であるが，特lζ 閃宝lこ指定されている。 ζ の近

くにある今西家の書院は絡式の高い興福寺のi i J ! 燃の建物を移したもの。

中111の邸宅を偲ばせるものである。

初智院* 堂も鎌倉時代の主n築であるが，下回が新しく，余り絡好もす

ぐれ な い。通りすがりに眺めれば足りる。新主ｾ師、 Ｕ ・は奈良時代 ｬζ 自 ｉｊ Ａ￭ｬｬさ

れ た寺であるが ， 今本ｾのみが奈良 ＱＱ 寺代のＡ￭ｬｬ築である。乙の堂のｊｬＺ来の

用途は不明であるが，現在は円形仏極上に薬師と十二布11将をまつってお

り， 簡素な務付いた建物である。建ちが低く， ｾ主が多い乙と等と相まっ

ておかし難い風絡を作っている。乙の国宝の本堂の他lζ 鎌倉11寺代に属す

る四棟の重喜E文化財を持つ。何れも小品であるが，棟門である東門は他

に類例少い存在であり ，鍬楼，地蔵2Eとも可憐な建築である。乙の他K

正門になっている四閥l門がある。

春日神社は藤原氏の氏事11として興福寺と共lこ南部の大勢力であった。

興福寺が廃仏鍍釈のいたでをうけたの [ζ 対し，乙ちらはよく保存されて

いて， 深い森の中lζ f } 土もあざやかにはえ1 1 ' ，ていて，王朝時代のおおら

かな気分を卜分味わせる。尤も式年造林で! i l l 物は比較的新しし、が. J彰式

はかなりよく伝えられている。

. d.  

Z コE 告 6

奈 良 の 古 建 築 見 学

第4回建築写真コンクール

6 月末締切，多数ど応募下さ

い。今岡の入選作品の内から

「建築と社会」表紙lこ採用され

る乙とになっております。募集

規定は ＴＩ ｐ ｾ 会合品 Ｎ￯､ｬ こ掲 ､ 車して

おりますからど参照下さい。

民

、.

、
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大 阪 市 中 央 体 育 館

見 学

{ 立 也 大 阪 市 東 区 法 円 坂 6

m 総 本 町 { 地 階 317.52平Jj 米

1  11 4.236. 98平方米

2  11 1. 510.74平方米

3  11 1. 197. 36平方米

パルコン 445.40平方氷・

合 計 7.828.00平方米

附胤家( 儲械室) 120.00平万米

構 造 R .C造 大 属 製 鉄 骨 ア ー チ 傑 僧

(P . D 式)

高 サ 段 南 部 前 サ 21. 00m 

軒 高 10.42 m 

践校場天井商 16.20m 

工 JoJ Ｑ 昭和 ｾ 年 ＱＱ 月 ＲＱ 日 ＭＳＴ 年 Ｕ 月 ＳＱ 日

新 刊 図 書

「床の仕上」発行

以上図書が新刊発行されましたの

で，希望者は本会事務局へお申込

下さい。

昭 和 34 年

1 級 建 築 士 試 験

体 育 館 の 見 学 と 座 談 の 会

( 大 阪 市 中 央 体 育 館 )

1  . と き 6月22 11 ( ) J ) 午後 4時集合

1  と こ ろ 大阪市 l ド央体育館正 l面玄関( 大阪市馬場町大阪中央

歓送局向側)

1. 申 込 屯請で20 日までにi綴います。

1  . 見 学 会 午後 4 1時- 5 時

1.  座 談 会 午後 5 時- 6 時( 見学会終了後参加者有志と設計 ・胞

工者を閲んで同体育館食堂で催します)

基本設計 大阪市建築局営繕課 工事監理大阪市建築局官給諜

設 計 施 工 株 式 会 社 大 林 組

日 本 建 築 協 会 新 刊 図 書

「床の仕上J A5版 150頁 定価220円 会員特価200円 送料32円

編 集 出 版 委 員 会

静監修並びに執筆者 ( 50管)1民)

大井弘治郎氏 (FI! l ! ; 設計工務技師)

奥島 正一氏( 大阪大学教授 ・工伺)

北山二十三氏( 竹中工務広絞術部長)

斎 藤 阿郎氏例外木材工業取締役)

後川 春雄氏( 大限強築部諸所取締役)

竹内 孝氏{ 近俄日本鉄泡拙策部長)

武 F 政治氏( 0: [ 1織物)

谷口 尚武氏( 大林組工: t l 5J ' . 1 ! 反)

中西 政一氏( 日本漉白工業)

炉 目 次

第 1 部 猿 り も の

ヨ11 章 木 材 系 統

ｾｮ＠ 2tt 石材系統

第 3 i主 ゴム ・樹)1旨系統

第 4 立 繊 維 系 統

第 2 部 塗 り も の

第 1 :草 ポノレトランドセメン

ト系統

第 2 f，'i  " ? グネシヤセメント

系 統

第 3 章 滋 背 系 統

第 4 ' 1 立合成樹脂系統

第 3 部 特 殊 ほ

ｭ ｬ ｾｩ ・ 特殊川ミ

ｴｦｾ＠ 2  i戸電気屯導性! ふ

第 3 常 滑 り 止 め 塗 仕 上

附 録

日本建築学会主. l ! 築工事標準仕 綴

書

] ASS19 内装工事( 彼移)

材料名別業者案内

特別資料欄

昭 和 34 年 1級 建 築 士 試 験 に つ い て

111:3和34年 1級建築士試験は，下記のとおり 8 月22. 23 日の両日実施さ

れる。 111込Jgl 日 は 例 年 よ り 約 1 ヶ月早く 6 月22 日から 7 月 7 口までで

ある。

1. 試験地 札幌市，背森市，仙台市，新潟市，東京i i ! 1. 総浜市，金

沢市，静岡市. : ? " 宵屋市，大阪市，神戸市，松江市， Jよj為市，高必市，

制岡市，熊本市，鹿児島市

2. 試験期日・ 時間割

8 月22日( 土) 午前 9 11寺ー11 11与

午前 11 11寺45分一午後 111寺45分

午後 2 1時一午後 4 1時

8  f.l 23 日( 1 - 1 ) 午前 9 11与一 11 時

午前 1111寺45分一午後 5 1時15分

3 .  受験 申込書提出期間 6 月22 日- 7 月 7 日

建築計画

建築施工

i l ; 築法規

正s築構造

i l ; 築設; 11製 図

4.  受験申込書提出場所 住所地の郎道府県i l ; 築主務課

5.  受験 申込書等の交付 Ｖ 月 Ｑ Ｕ 日から各侃道府県五ＮｬＡｾ主務課で交付

6 ， 合格発表 12月上旬の予定

7 ， 建築設計製l立| の設計課題は 6 月22 日付官報で公告。
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第 3 回 現 場 管 理 講 習 会 要 項

1. 目 的 学校を卒業し新たに採用された技術者を対象として学校教育における一般知識の不足を補い，現湯実務

において商ちに役立つ実際的知識を，各方面におけるそれぞれのエキスパートによる一連の系統的講習によって会

得せ しめ，従来の長期を要した経験的知識の習得191閲を短縮し，かつ確実に犯援せしめる乙と によって，より有用

な技術者を主主成しようとするものである。

2.  対 象 本年および昨年高校を卒業したもの。

3. 会 期 昭和34年 6月16日- 7月14 日毎週( 火曜 ・木曜 ・土曜) 3 日

毎日 ・4 1時間( 午前 8 時30分一12時30分) 延 13日間 ( 50時間)

4.  会 場 大阪建設会館 6 階集会場( 大阪市東区京橋 3 丁目)

5.  申 込 6  )i 10日までκ 申込書κ 受 講 料 ( ￥ 2，000) を添えて本会事務局( 大阪市東区北浜 3 - 37 ・但し市包北

浜 Ｒ ・ Ｓ 了固定千七中間北 ￼ｬ ｬｊＩ へ ｉｾｉ 込の乙と 。 尚会場の都合 に より定員 Ｈ ＱＲＰ ＱＢ，Ｉ 1 ( 達した際は締切り ます。

6  月日 ・科目・議師

)J 日 科 自 話l flili ( 敏称断)

6 月16 日
建築の事工務事手の続着工か ら竣) 工迄の業務総論( 契約， 支払な

大阪市制度諜係長田中 三 郎

ど を含む

6 月16 日・6 月18 日 現場K 関する諸法鋭とその手続 TE) 大 路 林 器 浅 野 繁 雄

6 月18 日・6 月20 日 建築労務者の管理 実 阪 望 臨 む 話 線 野 村 増 治

6 刈20 1: 1 ・6 )-j 23 日 現場における危険防止，災害防止とその的程
労( 株) 竹必中工課務脂長 弛!日

東一郎

6 月23 口・6 月25 日 仮設物と仮設材料の管理 r) 松 査 村 程 政 同 法 次

6 凡25 11 ・6 月27 日 機械器只，工具類の管理 史信 ｦ 協議品自楠瀬泰 ｢￭ｾ

6 月27 1l ・6 )=j 30 日 材料の検収とその管理 gt) 梁 鴻 所 生 器 横 山 裕

6 月30 日・7 月 2 日 土工事，法礎工事，排水工事の施工と 管理 r  J 課 雲 渡 辺
男

7  )'1 2 日・7 月 4 日 鉄筋コンクリート工事，鉄什工事の施工と管理 皇官I m主 ( 乍 鬼 演 寿 良[1

7 月 4 口・7 月 7 口 木工事，屋根工事，金属工事，雑工事の施工と 管理 建 主 建 若 ( 型 ・岩 下 久 哉

7 月 7 日・7 )3 9 日 石工事， タイ J レ工事，プロック工事の施工と管理 p-) も 木 王 宮 務 長 矢 野 監 作

7 月 9 日・7 月 11 日 防水工事，左官工事，塗装工事の施工と位理
付 喜 望 七 日 三

7 月11 日・7 月 14 日 設備工事の施工と管理 r) 築大部九〈 E 高 橋 誠 義

7.  現場見学 を予定しております。

ト 6 月16 自には開講式 ・7 月14 日には終議式を挙行して終了託書を受講者lζ お渡しますo

b  秘習 ｩ 時間 ［Ａ［ｾ ｊ は受講お申込の際お渡しします 。

ｾ＠ ! 鉄筋コンクリート飽工指針」および各講義毎に項目別のテキストをお渡しします。

4
一
品

費 払 込 願み お

6 月10 口付1(. て本年度上半期会vl の御前求申し上げますので，本) = j 号挿入の振替用紙御利用の上，

至急，お払込み下さいますようお願い rt し上げます。

ｾ＠.  

、
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木同好会は日 本建築協会会員のゴルフ同好者で紡

l点いたしております。創立総会は11(1和33{1-' 8 月 6 i l  

f C. 似して会則そ の他を決議しました。爾後 会の4 ft燈

も ［ ｩ ｱ 々と整えられ ， 本年』 ζ 入 っ て 会のＩ ， ｾ金 ・ 優 勝 カ

ァプ ・レプ リカ の製作のため，会員千} 志各社よ り容

附を募り 右掲の優勝 カ ップ ・レプ リカ を製作して続

投会の俊勝者に俊 勺しております。本年mτ の通常総

会は 4 月25日開催して下記の新役日を選出し ，より

- J¥' 'I 会の発展を区lることにな っております。

・入会希il 者は事務局へ B 円切手間封申込下さい ・

ユ

ｾ＠

=  

. 6.  

=  

協

好

築

同

建

フ

本

}(... 

日

コ.

，‘  
d  

昭和34年度 日本建築協会 ゴルフ 同好会役 員氏名

伊 東 沢郎氏( 大阪i I 噛策局長)

梶本秀尾氏Ｈ 八ｲＭ ｦ ｾｭ 設 社長〕

今 村 JJ 章 氏 ( 中央沼気工業担長〉

尾 f弘 治 凶 郎 氏 ( 三兆illi 会 常務)

馬 場 善 雄氏 ( 大阪大下助教授〕

渡辺 道 輝 氏 ( 渡辺t . l ! 策事務所副所長〕

( 会計 )

( /0'1 )  

会 長

代表幹事

幹 事

同

情l

1百l

.‘ 

‘  

( 庶務)

( /0'1 )  

1  0  I  I  G  I  H  I  N  1  R  

諌!i' - li1)ミ 46 45 91  27 64 1  

渡 辺 辺鰍 41 47 88 24 64 2  

問辺 iE雄 47 42 89  25 64 3  

勢E主 I.'j 
44 46 90 24 66 4  

野中 身体;111 39 43 S2 14  68 5  

木村 (r1- 45 49 94 24 70 6  

永 怖 羽 l己 51  48  99 29 70  7  

南 長12f 47 49 96 14  82 B . B  

?-，II野 tJ'tー 48 51  99 29 70  

河 野 正 兇 50 50 100 29 71 

井 上 伶 夫 45 51 96 24 72 

神 JII iE平 46 48 94 22 72 

武井 {宇治 46 55 101 29 72 

山口 吾郎 46 47 93 20  73 

井原 厳 47 45 52 18  74 

伊ょl! 正也 51 44 95 20 75 

梶 本 秀)6 41 44 85 10 75 

谷 山 俊 輔 50 55 105 29 76  

ZJ 住 欣一 45 46 91 14  77 

新 谷 羽l夫 52 55 107 29 78 

大山 ffH典 52 58 110 29 81  

陶 浪 )'l 彦 56 64 120 29 91 

第 2 回 4 月241=1 スタ ート 12時

オ フγ アルハ ンデイの 8 掛を判 1; のハンディとした。

茂 夫 氏 ww州l IJ W長)

正也氏{ 伊市t . l ! 築事務所長}

信 夫 氏 (22M公団大阪支所)

正 平 氏 (枝 川 γ ター製円所)

長 吉 氏 ( 芥 久T. : l 陸大阪支山長)

吾 郎 氏 ( 不二t.l! 設社長〕

義 樹 氏 ( 銭口組取締役)

村 一 氏 ( 目 前 線 大 阪 支 庖 )

李 男氏 (郊 椴 大 阪 支 応 )

秀 夫氏 ( [1 本住吉公団大阪支所〉

【50音順〕

(謀者ム) 浅iti

( /0'1 ) 伊 東

諒号1

( 岡 ) 笹川

(  Idl ) 村上

木村

( 1<11  ) 利 回

(  1日1) 南

〔 同 ) 山 口

( /0'1 )  山本

( 同 )

( 会誌)

問

問

同

|百l

問

防l

問

問

問

|古l

餓 技 会 ( 第 1回 ・第 2 回) 成 績 表

会場く ずはゴノレフ場

競技法18ホーノレズ ・メダノレプレ ー

第 1 回 3 月10日 ス タ ート 1111寺

一

一

一

一

一

一

一

R  N  

， 

(i比) 諌早 ・3地辺 ・m辺 3 氏のN は/0'1点になったが ，Hを小数点 l 位まで出 し，

次 IC より順位を決めた 。なお 他の順位で問 点の場合は年令順 とした 。

G H N  G H N  G H N  

91- 27. 2= 63. 8 椛辺氏 88- 24. 0= 64.0  回辺氏 89- 24. 8= 64. 2  

・3 回からのハンディ |諌早氏お|渡辺氏261ff l辺氏281藤原氏281野中氏 161

諌早氏
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対 li ‘ よ り 望 ん だ 全 景

チキ ビ ノレ プ イ
ン グ

設 計 株 式 会 社 横 河 工 務 所 、

施 工

株 式 会 社 竹 中工 務 庖

井 建 設 株 式

. o.  

τ'" 
ネ土



鉄 骨 処 方 r!，の写 真

井 ピ ノ レ デ ィ ン グ

鉄 骨 工 事 施 工 株 式 会 社 片 山 鉄 工 所



電 気 設 備 栗 原 工

4  

業 株 式

冷 暖 房 換 気 設 備

4 ぉ.

コz ネ土

一 井 ビ ノ レ デ ィ ン グ

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

キャリア 17M述。心冷ik機 350T



=: :J I-- ビ ノ レ デ ィ ン グ

給 排 水 衛 生 設 備

株 式 会 社

iG 以 室 1詮 視 指t

電 気 設 備 機 工 業 株 式

. 6.  

コヨZ
社

大

大

阪

阪

- ' = 

ヌL 商

商

電
. 6.  

τ'" 

暖 房
. 6.  

=  

'  



井

東 示 鋼

ピ l レ デ
イ

カ ー テ ン ウ オ ー ル

材 質 ア ル ミ ニ ウ ム

ス テ ン レ ス

板 工 業 株

、ノ

式

. 6.  

=  

'  

グ

ネ土
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一 井 ピ ノ レ デ ィ ン グ

特別食堂床 りノタイル

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

東 洋 オ ー チ ス エ レ ベ ー タ 株 式 会 社

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

l 隅 エ レ ベ ー タ ホ ー ノレ暗 . M< 虫!l. 7{ j  : 外| 司必大. P J l 万

c:ヨ・;;:;:ー• 
. L. 吉三r 干

雪ｾＺ［‘

名 階 エ レ ベ ー タ 壁

銀 行 関 係

'::¥' ［長室 住 ・ 壁 ｮ ， ｾ り Ｎ 大 J'1.l 7{':: j  

営業カ クソタ ー ｉｰ 似 ＱＱ Ｇ位 。 御 ｊ［ｾＱｴｽ え大酒Ｅ

も: H11 り 比 六FJ l : : r i 乱日占り現研



シ ヤ タ ア 工 事 株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

JI '，o;¥' 1  Ｑ ＱＺ 梓 Ｑ ｊ，ｩＺ ＱＺ ， ｩ ＧＮ ｉＨｬｩｱｾＪＧＱ コスミゴ ー ト

i土び ア コ ー デ オ ン ド プ ー

亀 井 株

.6ー

コヨZ
社式

コ 井 ビ ノレデ ィ ン グ

， 
.  

エレベ ー タホール ・ ｉｾ 寺 ｬ 支塗装工リ ト

木 庖塗 装
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一 井 ビ ノ レ デ ィ ン グ

タイＩｾ

株 式 会 社 平 田 タ イ ル

サ ッ シ

株 式 会 社 不 製 作 所

小 野 田 セ メ ン ト 小 野 田 セ メ ン 卜 株 式 会 社

小 野 田 レ ミ コ ン 小 野 田 レ ミ コ ン 株 式 会 社



マ ツ ダ 蛍 光 灯 照 明 器 具

東 芝 商 事 株 式 会 社 大 阪 支 庖

= 井 ビ ノ レ デ イ ン グ

ピ ニ エ ス タ イ ル 3 mm厚使用

日 新 工

10 

業 株 式

. 6.  

τEミ
ネ土

F  
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住 友 生 命 保 険 相 互 会 社

E主 計 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

11 



給 排 水 ・術 生 設 備 2頁 賀 工 業

12 

株 式

. 6.  

ココE
ネ土

住 友 生 命 保 険 相 互 会 主1:

F  

-



イヰ5友 生 命 保 険 相 互 会 主1:

電 気 設 備 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

ｾ＠

13 



シ ヤ タ ア 工 事 株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

照 明 設 備 浅 海 電 気

14 

イt 友 生 命 保 険 相 互 会 社

株 式

. 6.  

2 コ医 社

F  

-

、



住 友 生 命 保 険 相 互 会 社

保 護 貸 金 庫 お よ び 出 入 口 鉄 扉

金 庫 設 備 工 事 株 式 会 社 大 阪 熊 平 金 庫 庖

害 庫 室 内 装 設 備

"  

15 



住 友 生 命 保 険 相 互 会 社

1'): l Hr. 1在 京

的イー張 裂 ｉ 也 ・ カ ー テン ・ ν ー ス ｾｾｾ J也 }111 工耳元卜l 胞 工

株 式 会 社 川 島

急 速 漉 過 装 置 軟 水 工 業 株 式

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

16 

玄 関 エ レ ベ ー タ ホ ー ノ レ

引業主れ ・ ｾ Ｚ［ す ｊ 立エレベ ー タホーノレ川、

各 階 エ レ ベ ー タ li ij

織

. 6.  

τ"" 

物

ネ土

ス テ ン レ ス ス チ ー ル ・ サ ッ シ

日 本 建 鉄 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

"  



司

住 友 生 命 保 険 相 互 会 社 本 庖 社 屋

カ ー テ ン ウ オ ー ル

材 質 ス テ ン レ ス

東 京 鋼 板 工 業 株 式 会 社

17 



イセ 友 生 命 保 険 相 互 会 社

タ ー ボ 冷 凍 機 設 備

株 式 会 社 荏 原 製 作 所

用 水 処 理 設 備 アクセレーター

荏 原 イ ン フ イ ) 1 ， . . コ 株 式 会 社

18 



住 友 生 命 保 険 相 互 会 社

Zt : j 抑止拠ぷr¥(l i  ( !Vl  P  ;j-;イ ラ〉

空 気 調 和 設 備

ｾ気調和設備についての詳細 ｬ は本文 ＷＶ ロ「設

ｾｩ の新しい ｐｒ のれ」を参照して 下さい。

株 式 会 社 大 阪 電 気 商 会 大 阪 暖 房 商 会

タイＩｾ

r炎 陶 株 式

. 6.  

τZ玄 社 大 阪 支 庖

19 



ブ ル ー ペ ー ン 使 用

サ ー モ ペ ー ン 複 層 ガ ラ ス

日 本 板 硝

タ フ ラ イ ト ド ア ー 使 用

20 

住 友 生 命 保 険 相 互 会 社

ｾ、 ｴ Ｎ ｾ＠
...I:. ｾｊ＠

子 株 式
.6ー

コ'"

社

正 If<i 玄 関

^  .  

、



住 宅 美 素 工 事 の 創 始 者

。 ビ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

。 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事

。 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

。 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

。 月 極 め 清 掃 工 事

。 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕 上 工 事

所業工棄美
株 式 会 社

電話@4938 ・5888 ・⑪8050大阪市東区五町二丁目 ( 三和ピル)

近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ・トピ? 叩

(ビ?ポ ット・ヒ ンヂ持出し吊り 型)

( カタログ御入用の節は御申込下さい)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 地 市 横 沼 町 1 丁目 4 6 番 地 電 話 布 絡(72) 839 ・7713 番

東京都千代田区神田和泉町 1 ノ11 電話 東京 (866 ) 3051- 2 祷
( 中心吊自由開型)
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普

段

畑

東レナイロン級車主・鍛通は100%スパン

ナイロン糸を使用したもので・ 摩擦に強く

・弾力性に富み・吸盛性が少なく

・虫の害を全く受けません

級車毛・鍛通

乙のほか価格低廉な ｬｏｏ ｾ ぢ レ ー ヨン による

東レカーペット も好言平を博しております

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

.  
.  

発売元 (株) 泉 商 会

la. 
新

ま

し

れ

@ )  

司F

ぃ 塗 料 か

る 新 し い

ら 生

環 境

コ ン ク リ ー ト ・ モル タ ル ・プラ ス タ ー ・木 材 ・金 属

紙 ・繊 維 ・皮 革 ・そ の他 あ らゆ る 材 料 lζ 深さと魅力

を与 える高分子粒子状多彩塗料

/tと l詞特許 No. 2，591，904  

英国特許 No. 760，605 

LI 本特許 No. 231， 698 

ヲヲヨート関G5ペイント

大阪市東区伏見町 5 丁目 27 - カタログ御希望の方は当社宣伝課迄御申付け下さい 。
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ぷ〉、

マ
日 の 都 市 計 画 問 題 古 田 信 武

わが国大部分の ｬ 都市は ， 都市自身が醸し ＱＱ｜ す制々な弊 ｩｾｈ ｃ｟ 悩まされている 。 とくに大都

市においてその感が深い 。明日の都市計画として; 即位l的な各組の椛似を画くと同 H与に ， 乙

の現状を打開する プj 途を講じなければならない。本邦の都市計画法で ，都市計画とは ，交

通，衛生 ，保安，防災 ，経済など lζ 関し ，永久 lζ 公共の安寧を維持しまたは福利を明進す

るための主要施設の庁I- [:]i jである ，とあるが，むしろ出版的にその改良救併のみでも村一杯

である 。

当局おの工夫努) J  'C_よ って， "1:: -1の大計とまでは行かないが，一応の街路汗|回 ，料地計

lilli ，地域制などが整い 1出々としてではあるが ，それでもあらゆる困知を押 し切 ってこれ

が来胞を見つつある 。 しかし ，かくして漸くでき上 った道路も ，白勤. e I i の異状な発注によ

り，その機能は 1- 力法されず，むしろ1! 日能視されるに預 っては ，まさに主宰転倒である 。

さりとて口動車交活をいたづらに制限する ζ とは ，火:'9Jの利日誌をl次棄する忠策で探るべき

j主でない。路 '( II，l! 'Ii のJ也ー卜鉄化と !こI ] )j lli 駐車場の，f ，Z ;;" ，'  Ｇ｣｟必 、 をＡ日いれば ， ζ の Ｉ ｉ Ｇｾｈ は相当解

消されるであろう 。

馬主主 ｬｩ 場は地下でもよし ， 多ｉｦ Ｈｪｾ 築でもよい 。 ｴｾＧｆ ーな ｦｬｩ 怖をｬＦがぬように設ければよい 。

公共施設として公引が紋もよいが，日平，) ｾ ｊ ｾ 業の対象としてもよい 。 また ， 十 Ｑ Ｑ 当 ｩ 創肢のＰＮ｜築

物 l乙は当然の附同胞設として ζ れが設慌を法的に f!? 目しても酷ではなかろう 。

苦心の末完成した初心の幹線街路 lζ 而して低JIYjの木造住築が-' j i 然と櫛比しているの織は

夫になさけない 。'円' 格 l乙そぐわぬ筋肉である 。土地の i何度利mを 1- 分 lι 徹 )J¥せしめなけれ

ばならない。他物を 1: ':jJr' j化し ， ｾｾｴ 也を ｼ 分Ｇｃ｟とり ， Iめ火 ，術生などの見地からの' ! l f ; J えを満

たす乙とは ，1Jl'1  h¥ ｈ ， ｨ ｾｦｬ の似全上大切な乙とである 。 貧弱なる市民の Ｉｊ のみでは ζ れが尖現

はおぼつかないので ，A11没行|芙l係の防火構造成合 rdi 以1) ，tL宅金融公) ， 1，'の 'I' ，:':;ir'j 辿2表面91資，

円本住宅公 ｼ オ ｼ の施設十 ｕ ｉ ｾ ｉ 訂 ｪ 住宅総築造成などの途が桁かれた 。 ま乙とに ＱＱ 与機 ｬζ 即応した結

構なプj 策で‘ あるが ，何1"11]を防護するには量的にあまりに貧弱である 。断わくば ，大失l析を

以 って早急に乙れらの1 " 1 ' を大拡張してもらいたいものである 。

都市再開発 ，とくに大都市の主要駅前の線本的改良は目下の急務である 。交通の臨日おと

な っ ている ζ とはもちろん ， 当然その区域にあ っ てとそ効呆を十分発事ｾｩＮすべき砧物が名極

の原因によ って他の雄物 lζ 駆逐され介在すらも許されず，ために生ずるその地区のはl 々し

い非能率化はその制ITi Tの体!日を汚す。今回大阪市においては ，大阪駅前の相当広範DJ ]の区

域を整理するために ，いわゆる主体換地を笑施する乙とに! 肢をちため ，ず! 調々査準1J IIi '1' と聞

く。 乙れが成否は本邦郎心改良の規範として衆目の的とな っている 。 これが成功を祈るや

切である 。

なお ，大阪市にと ってすこぶる怖いのは地盤沈下問題である 。 とくに海寄りの西部地区

においてははなはだしく ，巨万の経由と 長年にわたる労ブJ を賀してようやく完成に近つe い

た土盛卒業も ，いつの n かにまた元通りの低泊I!_ 地となるおそれはト分 K ある 。 これを救済

する 一助として ，今回大阪市で‘ は地下水汲上げを制限する条令を公布し ，E112主主に協 )J を

求めることとな った。結果はこれを将来にまたねば l珂11 にならないが，効果あれかしと希

う次第である 。 Ｈ市町本 会 ｾｉ ｐ ｉｉ ・ 哲 ｦ 鋼他 校 ｉ 喰 ｋｋ 取 締役 判長Ｉ



井 ビ ノ レ デ イ ン グ

大阪 ・'1'之jlb

北 正 面 サッシ ・スバンドレル アルミニウム

性 ・: 密台 ステンレス

二隣以上の石材 展品産施治石

Ｍｾ寺院 スエーデン産

ｉｾｉ 調 ｙｊ

1控 i ! リ テ ラ

( 伊奈別陶〉

/11人" ステンレス ，

強化硝子

段 計 監 理 株 式 会 社 横 河 工 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

三 井 建 段 株 式 会 社
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三井ピＩｾ の段計に ついて

ｬｴｬｬｉｊＮ［ｾＮ ， ｲｬ こ『って ， 会副からの哲慣は ｵｲ 京 ￓｩ 叩か事＼ . できるたけ¥1 ' 京

Itlit占を事くしたいとのことであった 。 それでt l ! 物崎県線を般地 H、に持 っ

てい勺たかまだ) J J _ らないので . l '持でも 2 附でも1 ' ，: ) くしたいとのことで，

ちょうとそのとき新判 ＱＱ ピルと Ｑ 関川ピルでも ＧＱＧ 之 ｽｾ￠ の特殊地帯を目認めてら

らいたいとの E活かあった ので . Ｔ ｊｩ でもｴｬＡｦ，ｊｉ，ＧＢさ制限外 ＱｾＧ ｦｊ 1立z許"1を 111めし

たと乙ろ ，lI i 当J"j ならひ IC総 2E1需品会委 l1のJ 氏か良識ある判定のドに争[ >

の々条f ' i ' f.tではあったが ，仙さ 35mまでe内"1 され，地下 3 附 JI!U: l0f!' iの純

物を止n.;!i し似た ζ とを感謝している tJ ; i 11である 。

次 iζ 』λ礎であるか ，、νiJ 血はいわゆる凶郎火山地刷で23m - 25mまでt J ; 制

J t ' : / t ' i であるため IC，111館は米松杭打' . l ' 1 a ! であり ，先 i r . 持続した部分はコン

ク リ - r . ウエ J レを打込んだものである 。 しかし l止近は土甘 1:";:=かだんだ

んと i正少して ， もっとf I i ¥' I ¥な hil : を求めたと E ろ，その jt 1 の隙域高川紀 J じ

1¥:の 1Uζ よって， サンドパイルによる軟弱地椛耐J 化法を抱 1: 1.. . J也卜3 1li'i

H主総を 12111深さに制下け ，鉄筋コンタリ 卜泊・1'. 版 Jh礎とした 。 ちょうと

12mとすると制さく七 t官Ilt か :l 2t m
2

となり . "を，:I. tl ! 物品.J 弔2J. 5t m"より

1 - くなるので下 品l粘土桝 lCi- l する11' i 加利Hi : I ょなく ， したがって川市による

比ドは起らないという P. l l 論にしたかって， この I: i } : をとった 。 そのため 1

ｬｾｬ の山もＱＺ Ｑｲ の Ｑ，ｉ ， ｩ ，もｊｩＢ ｩｩ［ Ｑｃ Ｑ Ｑ 利にできた次市である 。

次 ｩ 己、 ＱＢｬ￺ｩｾＧｩ 成であるか ， 新向 Ｗ は約 Ｖ Ｎ Ｕ ＱＱＱ ＰＩ 6 スパン 1'1の主nl ' " であるの

で， その '1' 火 4 tUI ¥j をコアーとし ， その ';'fC エレベーター ，附i企. f!)!I9i .  

湯沸なとをとり . ｊｉｾ ｉｬ ｋｬ｣ ＯｬＡｩ ｩ ド を射しその他 ＱＱ 千部 ｜ｨＡ とした 別l司のとお

りで . '1' 1純間IYl な 1ιi 白iである

24 

渡辺橋よより箪んだ全集

K K 倣j UJ c 務 所 総 弁 貴 太 郎

i"A に姐2匹外部はできるたけ汚扱しはい付料を月II 、たいとの 'ιf 守坊、あった

ので ，できるだけプレ ンにし畷筋を過し . 1'9¥の lli 'J/i りをなくする乙とに

した 。 11然アメリカパのス タイ ルにな今た 。: 容は全部アルミニュームを 19:

川1. . . Ｏｪ江と ｾｾＧｩ ならびに窓台とはステンレス ・スチールとし大窓全部か

山色世ｫｊｬででき ｊ り ， その ｴｾｬｦ 哨枠およひ竪Ｊを白色を包むむ昧で ， 多少Ａｬｻ

叫、を Hf ひた ti'di;'; fi ( ! こ闘行) とし . 1除外出; ，C表われた tl"I'( はスエ デン

雌 A、! 日色，I EI;出Ifi をIIH、た ω またその H を引立たせるため IC ｉ ｬ ｬｬＧ ｩ 窓 ｬ ｾｪ ｬｬ ｍ の ｦ ｩ

はポリテラＨ倍加を Ｉ￯ｾｬ ｊ｜したものＩを飢 ＱＱＱ した。

' J i f 五宮内部は H、世f りはリノリューム ， リノタイル， ピニタイルなとを 111

い ) 、It - は吸 fT テ γ クス日占り 1賢およひ院はモル タル塗サテン塗料を用い ，

，jJ A、は T スタイル ll!; りである。エレベーターホ ル Ｑ ＱＮ ｉｉｉｎ は大 ｪ Ｑｮ イ ￯ｬ ｾ［ り ， そ

の他 はモルタル j 也lζ ラッカー塗 ，廊 ドはゾラコ ート 塗りである 。

I Jli' iホールは χ; 1 をアルミニューム仲の柿メuu- し. JI.11IU堕は全部イタ

リ一大PUi 貼りの lニIC，彫刻五十 tll l勝 P4ml 代的の「悔の‘ ;，J .  f Ji Iの、J' ; J. f  

J di1! J を . 2 lijiIClf< f.t けた 。 [r iJ 保にイタリ一躍 トラパーチンを蚊き ， と己ろ

と ｅ ろにそザイッタ際様を矢崎ノ、郎氏暗担で Ｑ 配込んだ 。 また ｉ 血階特別食 ￬ ［ ｾＺ

h棺Iftilζ は閃'梨' j ()j 'nli]，好氏 1' 1ロウケツ扱をモダンボード( ポリエチレン加

ｮ として ｉｾ 込んだ 。

エレベーターは' 与111 6 台 ，{!;j 物 JIJ 1  ｴｾ であるが ， その存川はオ ー チスエ

レベータ会 ｾｉ Ｚ ｏＩ オートトロニック ， トラヒ γ ず，タ イム ， スケヂュー リン

グ ， コントロールバで Ｖ ￯Ｇ￮かｾ起動する 。



大 阪三井 ピ Ｉ ｾ工 事を担当して 奥 田 孝 作

商都大阪の 三百年の伝統をほ E った合，，{ 敷ニ11 倉 山 の M f4' 

1圭. 隣{ 奮闘f日本ff ピル J: !JIとh抑制clt 工しました 。

人t 礎設計がほとんどい1ーで あるので， J1 1附，釧 水 ，t J H:lcfll 

Ｑ 問述 ｾｦ を持った総合e叶TI 'li をJj) J立，哲氏川紀元先生のどt ¥' I ' 阜を願 っ

て万全を JUJ しました。隣家新大阪 ホテルは 内外百名 の JY の々 11¥

入が繁しく ，また続々の 骨Ii が多いので， とくに外部の危険予防

ならびに交通関係 IC 悶むいたしました 。

;w:計Wi J1JUc ｾ ｲ られました悦河 ｉＢＮｬ育所は松 ｊｊ 先 生 Ｑ ＢＱ ，接の ＱｍＧ 早 ，

ど理解あ るど指示とど縦鑓 IC より j江l!- をJ mするととができ ，施

主ならびに監何者のど JUJ 符の処分かをi主，" - し得た E と は ー に

松井先生のお蔭 とlilidJ しております ε

前向方式は，施主のど，&! QUCより竹 '1' 1: 1荷山と 三; H.J) ，; 主脈式

会社の協同施工 ( ] OI N T-V E N T U R E) ICより地 l されま

した。

両社の協定 IC より職μ ，問材，労務， l.'t Hが 0，11¥され，“刈，j

より/1山Hられた委[ 口i 会 I陀E より現場が2迎II 怜されました 。己ういつた

場合巧え られるトラプ Jルレも一阿もな< ，flli 揖IC順調な :C'jii !t砂

と ， ｦｦｩ 大 災Ｚｾ［Ｈもなく完成いたしましたのは ， 両， Ｑ 仲 間 ｩ の方々の

ごPll 解は もちろん，現場関係将の協 1) の目品物と級感しておりま

す。終りに公共開設物その他のT-統 ICてご lli' 車協力似りました

九日 ｲ ￬Ｇｦ関係のｽｪＢ々を初め， 三 ｾ ｉ 不動 障および横川 Ｑ 務 所作成均

関係丹の Jj 々IC衷 .C感謝の百、を表します。

(町nn34!l ' 4 J I )  
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地 下 3 階

地 下 2 階

地 下 1 階
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地 下 3  階

1. r，，， 
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'J j{ 

2.  '1下 f f， 可J

3. ｪｉＮｾ＠ ItH ＺｾＡ＠
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一:. ji- . ピ ノレデ ィ ン グ
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1

之J心

段骨|監理 株 式 会 社 機 河 工 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

三 井 建 段 株 式 会 社

特 ｬＡ Ｑｪ 食Ｚ［ｾ

生t 本 Jtl>. 大民T I i ｊｴμ ＧＱＧ之Ａ［ｾ 3  T  11 5  

1敗 地 IfI ill，6  7  4. 5 4  tj'- 2， 2 2 9.  8 9  m ピ

<.I!冬 Ikifli 姥 坪 568. 49 1，879. 30  
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587.  50 1， 942 12 
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4- 10 556.  45 1. 8:19. 50  

R ， 79.  78 218.  79 

R"  
79.  78 218.  79 
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79.  78 218.  79 

u 十 7，553.  10 24，834.  01 

(，V， )1' 
ｾＱｾ＠ '1': '  ＱＱｾ 筋コンクリー ト ぬ

ｊｴｬＡ 下 Ｓ 隣 ｊｴｬＧＮｉＺ ＱＰ Ｑｬｴ寺院 ｾｬ 3 附

川 さ | 宇中地位よりバラペ γ トポ端iまで

3 5.  0  0  m 

際司 ＧｊｬｾｾＡ より ｊ ，， ｾｕ 、端まで

4 7， 0  0  m 

1: 1引 阿I fH 3  2  11・ 4 )J 6  I! 

1111 RI 3  4  q: 3  fJ 1  2  "  



井 ビ ノレデ ィ ソ グ

大阪 ・ ＧｉＧ ｾ と Ｑ

股計監理 株 式 会 社 機 河 工 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

三 井 建 設 株 式 会 社
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段 計 余 録 岡 橋 作 太 郎

吸地は南北に組IJ 圭< ， 南北 1，1，j辺か泊路に J1i している 越均は市苛りとし Jt に第 一二IUI 1:'11のため

のスペイスを刊してある 。 ll!物 l: l 樹首f りではあるか ， ，白路日l からは寸 っと筏 ill させてある ?I'III 

は ｬｩ￭ｪｦ 歯Ａ道路が快いのでセ ｹ トパックのない姐吋 ｊ とするためには ￭ＢＧｾ 沿せさるを仰ないことか市 ， 

山動 市の処P. l t 上からか市 である 'U院の長l ! ! 勺む I，;jじ PPI I l からであろうが伶 ill して絶てられてい

る この賢明な処 ｆｾ｟ にな占い ， かつは抗 ､ｩ｜［ ｴｩＧＱ ｊ から Ｇ｜ｾｉＮｩ をこのみメの明 Ｑｍ にそろえることにし

た 組物の前雨iにキ1111を作った乙とは快い道路からもよく姐均を仰き， ! ることかでき ， 処物の怖

を土けることにもな勺たと旦l う。

さて乙れら二つの他物は1 ' 1らの判断によ勺てこのようにl l ! てられているが ， 析しく「ドられる I付

近の処物はとうなるであろうかと% になる 。 もっとも% にかかるのは内のお白書りの姐拘かできる

ときのことである 。 部 di'l:iλ のよいI冒t曜を 1'1 り/ 1 ¥すためにはよい部 rli" ｾ＠ llhj (昂;rHデザイン) とよ

いl l ! < 1 ! とか£樫であるか ， よいl l ! 茶か '1 まれるのに 一 つの附討とな 今ていることがあると思う

それはJ l I . ii のl l ! 被 J，' 噌¥; J ，の 4 向; である 山くな 今 てきた ｩＩｾ 純を ｉＧｗｾｈ すべきであるという，Ｂが人

きいのは吋吐のことである かりに ， ，iLi約 rlJ を叩として相1 ] かく他拘の部分的形状を拘 'Hする Jl!. ii

のU、i引ををえて， 快 ｊｾＮｬｦｲｩｨＧｬ を ｊ ＮｌにしてｬｬＡ刊のｊｩｾ ｉ Ｚ ｰ，ｴ，延 ｉｦｬｩ 仰を ｫ ＱＡ，ｬＺし他物の ｉｾｗＧ Ｑｦ ＴＺＢＺ lilll にする

ことにしたとするなら 11 ， ｬｬＡ物の『九 ＺＱ はＧＰ ＿｝ＡｴｬＧｾｗｉ L ，耳、山な陀しい他均か '1 れ， 明idj/l:i 目的m

l蝿の li' l l にk . W，¥1こ) ' ( 航することかできるたろう 。

イi: 友/ 1:. 命 保 険 相 互 会 社

大阪 ・rlr 之j

段計監1!Il 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 応

土 佐 据 川 左 岸 よ り み る

、



， 

ヘ リコ プ ヲ ー よ り み る

＼ｬＡ築 ｈ ｦＮ ＡｩＨｬｾ ).:. I呪 di ./t t;! '1' 之，qj Ｒ 丁 Ｑ Ｑ Ｑ Ｖ ｾ 干 ｪ 血

蚊 ｊ ｬｨ ， ｦｦｬￎ 情 ｾ， ＴＸＰＮ 361mぜ( 1 ， 052.811干〕

ｴｴｾ＠ Ｉ［ｾ＠

9j l犠 Ikih¥

軒 向

肢 ｍ￬ 閉ｾ r.:i 

鉄 什鋭、j町コンタ リー l' ji¥， J也卜1

断 ｊ 血 Ｑ ・ Ｘ 附 ｊ ｲ［ｉ［ｾ 3 隣

<l !坪 1，657.81 mピ (50し49門' )

延J f . 19，377. 5 7 m 2  (5，861. 71時〕

l句 ， ｏｾ＠

町、 2
坪

R" 194. 37  (  58. 79)  

Rど 197. 68 (  59. 79)  

R， 246.85  (  74. 67)  

8 P  1. 653.  00 (5∞. 03)  

7 P  1，663. 83  (503.31)  

6 P  1，663. 26  (503. 14)  

5 P  1. 662.  28  (502. 84)  

4 P  1，662.28 (502. 84)  

3F  1. 662.  28  (502. 84)  

2F  1. 096. 12  (331. 58)  

I F  1，657. 81 (印1. 49)  

BI  1. 954. 07 (591. 11)  

Bo 1，761. 91 (532. 98)  

B"  
2，301. 83  (696. 30)  

31. 0 0 m 

42.29  

ｦｲｾ 深部町 14 館。

ｾＺ＠ JlJ I  包J: 附 有13  1  "1' 10 月 18 11 

姥 1 悶4 和 3 3 年 7 tl 22  11 

{_l 友 生 命 保 険 相 互 会 社

大阪 ・'1'之島

位計監理 目 建 設 計 工 務 株 式 会 祉

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

l -

一一ー・園田. .  ・・... 工勺 ・ー園田園ー・・・・圃園田ー園田園田園圃圃= s一一 哩 岡 田 - - 皿 ・ 園 田 園 南 側 外 観
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住 友 生 命 保 険 相 互 会 社

大阪 ・'1
'
之

j
ゐ

設計監理 日 建 段 肘 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

30 

1 階 エ レ ベ ー ヲ ホ ー ル

営 業 室

施 工 者 の こ と ば 株式会-11 竹中ヨ務 f，J} I: 'jf 良 宮 崎 正 雄

1>: ＱＧ ， Ｇ ｉ ￧ の施 工 を終えてＮ ｾ も印後 ＨｲＧｊ な ζ とをー ， ニ述べさせていただきます。 第ーは将米の附需

を巧 l，I i のうえ計画された ， J f 筒ケ ー ソンによる探礎地If > の施工で ， )f 筒は hl A，，'U事5 m ， Ｎ ｾ小 Ｓ

mのI ' J筒形もの 66カ所で ， ui: IIII の深さは j 也被Iili より 19m5Qcmで， 己れの1' f i ｩＡ のうち Ｇｬｾ も大切な

ほ辺附近の砂記事桝の・貯水の処理でありました。 宇い関係苫ー [r iJ のたゆみない協 ) J I C より ， 隙拷の

ピルにもｾ符 砂 く地 ｉ ｦ＾ r_ 'Jcが完成した ζ とは ， 労ＺｴｩｬｲＮ比例してＣびも大きかった ｲＩＨｾ でありま

す。

r)( IC本1" . 'If lc は， サ ァシュ ドアーなどに* ' :l 80 J [l のステ ンレススチー ルが使われておりますが，

E れの必生のため一部 ス トリγ プペ イン トをスプ レー しましたが ， 1去にこれの *' 1再ft lC際 し て fll 吋

| 柑引がありました。 ・Flilll ζ 1'i" I' j( IJ * のみならず 量1I 離に ついてなおー刷テス ト1Vf' .止の世泌があると

与えます。 また全館窓 プ/ ラスは ， ニ In削除4ガラス を!配め込みまし たが， 的 f の ‘1"1)、とt'I ' との 1町{千

Il ， 的 f の1'/ さが19悌tl . l t となる ため， 附了、ＱＢＱ ［［ の ｩ ｫ 応は すべ て ， Ｑ 低 めこみ お よび ｊ｛ ＼ り外し Ｇ ｊ ｾ 験

による ) j が紙切であると 与えます。

n l:まE とに ;，'!fc不足でどざいますが竣 l 伎の印浪を述べさせていただきました。 以後 {ζ 1:' 1i

にど| 刻係くださった坊さまに ，紙 上をかりましてf/ くお 礼1] 1し」 けます。



住 友 生 命 保 険 相 互 会 社

大 ［ｾｩ • '1'之品

位計監理 日 建 段 計 工 務 綜 式 会 社

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

一 般 事 務 室

貴 賓 室

役 員 応 接 室
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食 堂

喫 茶 室

住 友 生 命 保 険 相 互 会 主1:

大阪 ・11
1
之，1:0

設計監理 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庶

民竺J "  
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Di e H armoni e 

造J型災一一 前待Iいけ-11: : の， 新々娃築の， H然までも

ーーが人聞の心のみる目によ って変存してきたものであ

り，また将来へ移り行くであろうと はたしてそうであ

ろうか。兵笑の尖しさは決してそうでない。永迭で‘ ある 。

以実のJたとは何か。

単純なもの 京朴なもの一一調和したもの。

言いふるした文句です。一ーその通り

ところが， しきりに発表される造 相作 ｉ ｉｉｉｊｉ ｟｟ ｾ 主築も例

外でないーー が 181" 紀生れの Hei ne K よって，

“ Das Wasser ist  nass"  

と皮 肉 られそうな気がす るζ とがあまりにも 多い。かれ

は激しい[ [ 1 . 凋でいうのである 一一一 「ノk防は[ 1'(係 ("J " 7 イノレ

をもっ，，1 ; : はたきぎにしてよく ，- 1 とはしべによ って分類

される，水はぬれている」と単にそれだけであ ったとし

たら向然の調和1 全体尖がど乙にある ， と。

“ Har moni sch" の姿一一それは “ E wigkeit" なるも

のである 。

建 築 の

ｾ物 ｬζ 似があ っ た ら ，

おたがいに IhJ い令 って，イυj をよLるだろう

きっと，ま っすぐに /i" Jい作 って，

眼

7i <- ; 卓の生き たしるしを組めoうだろう 。

(YK)  

また，彼等をとり巻き ，iJi i れてゆく生日のi 1HLI ζ 以 fこ

って，人間どもをあわれにも愛すべきものと見るだろ

つ。

建物 ｬζＱＱ 良があ っ たら，それは咋ＡＭｬ Ｇ￭ の ｉｉｊｾ

われわれが，そ ζ に娼知jのI l J i ゃならずもののIIHを揃乙

うとしても ，それは建物のあずかり知らぬことだ

( TI )  

X  ×  

X  ×  

選 挙 と ポ ス タ ー

4  )i の選挙が終 ったと思う間もなく ， 6 )J の参議院選

挙のための運動が始まり，街々は再びホスタ ーで世l'めら

れた 。ポスタ ーにはどういう範囲のHj[J 阪があるのか&f し

くは匁 l らないが， きっとひどい統制規則 が あ る の だ ろ

う。そうでなければ，ポスタ ーの程度が右翼も[ ，・県もあ

あまで揃う包がなし 3。個人がI H: 間一般の水機を抜け tUる

ととがし〉くらy . [ E かしい 1(. しでも 。

さて， 乙れからは選挙戦にささやかなが らl沫を添える

泊、味で， ポスタ ーにはも っと1'- 1由を認めることにしたら

どうであろうか。大きさ ，枚数，他人の '-I'11oを-1

1Ｚ ｾし〉ては

いけない程度の ζ とだけを制限すれば足りる 。 どてどて

と 下品 な多色刷とする人もいるだろう 。 ヌードＧワＺ ｊＮ ｾｾを

添えてそれで目を引乙うとする者も 11 1- ¥るかも9; 11れない。

また ，あっさりした淡彩1(" うまく文字を配して l沫をはl

す人も出て乙ょう 。演説会をIlfl きにいかなくても ，候補

者の一面がわかり，よほど投京がしやすくなる 。

こうしても，またまた ，最大公約数的なポスタ ーのみ

にな ってしま ったら ，それはそれで各政党が表示阪の立[1

(nJ l 乙かかわらず，内容は似たものだという乙とがわか っ

て，大変而白いと思う 。 ( TH)

H 圏H と H 県H と

組織上の縦の協調 』ζ 絞べて績は採り刻Hpことは /1 由主

必民}iY'<でも社会主義民政でも lnlt. 1i である 。 1[[の'1' のl民Ii単

位が多くな ってくると ， ピラミ ッ ドをf[ っても隣のピラ

ミッドとの協調がまた必姿である 。オノレガナイグ ーのill:

EEな所以であろう 。

I1I ldJ 圏 ・首都閤等の' 闘" は， 今では 「アクタノレキ

- J とか「ナワパリ」とかいう単純な怠 l沫ではないと思

うが，境界附近にはなお多くの問題が未解決のままであ

る。 周辺の ent r ain はそのあたりの禍流のみによるの

か，求心的なのか ? そこに他の勢 )J があったら従々やや

乙しい ζ とになる 。

行政 L の既存府県境は絶対に動かせないそうである o

1111 di ci lil lii Ｑ Ｍ｟ 技術 ｛ｾ Ｑ の ｪ ｜ｬｬ ｕ 却の 一 つ 。 ｼ剖境は Ｑｩ ｽｊかせる

ｾ築は却 Ｑｉ 仏， ｪｬ￮ ｬ ｬｩ ｩ 問題 中 華やかな存ＨＱＮＺであるが， Ｂｦ ｾ やか

ならざる (cf.( I: ・なおざりにされ勝ちな臣IHI I¥Jのしわょせが

越2ili K もきて. 1m駄な勢) J が安ボされている II¥J) 泊は大部

分地表T f 1i から下にある 。 (TR)



大 阪 の 市 街 地 高 度 利 用 に つ い て

山田

上 里子

. 占

大阪市およびその周辺の人口が，年々急激に増加する

現状( 大阪都市凶への人口集中) は，関凶商工業の中心

である大阪の経済力の進展を物語るものではあるが， 一

面大部市問題，すなわち社会的な騒々の弊お や矛 ｊｾ が生

じてきている。住宅は郊外へ郊外へと盟よ くなj災地をつ

ぶし，平面的に ，かつ，11時計画l乙! 膨張を続け，その結果

通勤時の交通難は激化の一途をたどりつつあり ，一方市

街地の内部は旧態依然とした木造 2 階必( 相当平家建が

ある) が狭い道路K 蛸集した状態である。

そζ で数年前から郎市の再開発が大きな問題となり，

大郎 市内郎 の不燃 化， 市 ｽｾ ｩ 化が強 くｾ型され ， 不燃ｾ築

物lζ 対する取締り法令は緩和されるし，ゃれ耐火助成

だ，中高岡融資だと ，正に鐙や大鼓で高度利HJ を推進し

ている状態であ る。

しかしながら不燃化は さてお き，日j凶化については果

して適切な調査，研究の結果に主主き，計画指導されてい

るのかと いうと ，乙れは残念ながらさにあらずで， ( 1  

戸でも数戸でも高間化しようとして) も っぱら個人の申

出による高度化計画である。現段階としては乙れも必要

なととと思われるけれども，やはり市街地のｾ砧構成の

あるべき 姿 ( 中々 難問題であって数多の先輩も一応は手

をつけ られたら しいが，いづれもまだ決定的な結論を得

ていなしつを一応突き止めての上で， 秩序ある高度化計

画1をJi 1逃すべ きである ζ とは論をまたない。

さて， 市街地容: t' W' i 成の最高，故低限度を決定す る嬰

系は，その地区の人口密度，丹j途，地1削， 経済力， 交通

処翌J l 能力な ど広範多岐な方面K 及ぶものではあるが，裂

するに高度利用を推進でき ない決定的な要議としては，

第 1 点と して土地lζ 高度化す る力がない場合， 第 2 点と

忠 顕 *

正 樹 村

していかに高度 化 する力が充実していても，そのｾ築容

主!i -の増加に対応して増大する交通i誌を処理できない場ー合

があげられると ，与えられる。

そζ で，大阪市の とーの地区が高度利用化IC適している

か，どの地区が不適である かを求めるた め調査を行った

のである が，次にその経過を述べ、る。

1  . 調 査 計 画 の 順 序

まづｾ築物については用途 ， 密度，土地については 地

価，地耐力 (地質) など主として前十的凶定的な4f 引につ

いて調査し，それぞれの地区の高度化するについての能

力 の程 度 を判定して ，用途地有 ｊ ・別 ｾｗ 別区分計画を立

て，次いで，その区分計画について主として道路交通処

理の前から l旬以E利用が可能であるかどうかを調査検討す

るζ とにする。

2.  静的、固定的な面からの調 査 計 画

1)  現況分析のための調査および資料の集収

全般的な概況をj巴泌するため作成，集収した資料は次

のとおり である。

O .  各町，丁目別建築物総量一覧表

大阪市|伽ζ 2.937 の町，丁目 ( 1111羽]33(，ド9):] 111現在〉

が存在するが，その全部にわたって，固定資産税の課税

対象となってい るも のについては，その台 帳 面 積K よ
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h  

図 1 各 町 ・ 丁 目 別 市 街 地 容 積 率 図

り，非課税のものについては実地調査により算出集計し

た。各区別のru築物総i u: は， 表- 1のとおりである。

表 1 各 区 l J U 述 物 総 s 者

区 別| 魅間以 11 区 別

j t  区 3. 026. 177 大 ｾｾ＠ 区

都 ぬ 区 1. 503. 227 西 淀 川 区

福 lる 区 1. 720. 250 東 淀 川 区

此 1包 区 1. 647. 649 m 成 区

東 区 2. 742. 270 生 野 区

凶 区 1. 601. 144 IIll 区

治 区 1. 228. 106 城 m 区

大 正 区 1. 816. 159 阿 倍 野 区

天 王 寺 区 1. 540.010 住 a  区

首J 区 1. 973. 407 東 住 吉 区

政 速 区 1. 509.418  商 成 区

備 考 昭 和32年 3 月末日現在
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雇京冒扇

町，2

1. 146. ω5 

1. 820. 466 

3.528. 939 

1. 981. 195 

2. 777. 233 

1. 546. 419 

2. 599. 060 

2.367. 417  

2. 807. 587 

3. 的2. 449

2.472. 730 

b .  各町，丁目別市街地容積率図

各町，丁目別の区域面積を縮尺3 ，000分の l の図面によ

り測定し，各々の市街地容秘率を算出し，こ れを 6 段階

に分けて図化 した。 ( 図一 1)  

C.  建物用途別，構造別，階数別，住居併用の

有無別現況図

市 内の駆ｾ地区 に ついて 実 地， ｕｾＮｨ 立を行い，図面を 作 成

した。 ( 極めて複雑な図で，諸種の事情により，残念な

がら掲載しなかった)

d. 地 価 概 況 図

市内 275 カ所において突出調査を行い作図した。( 図

- 2)  



図 2 地 価 概 況 分 布 図

e ， 地耐力分布図 ( 図- 3)

原図は大阪市ｾ築局が所持する地耐力分布図である

乙れは大阪市がII t J 和初JTI より故近まで，市立学校などの

建築に際し， j:也耐力を測定 した結巣を まとめたものであ

る。

2)  市街地建築物用途地帯別，容積別区分計画

以上の，'fi' 的，凶定的な面からの現況凋丘と ，既定の郎

市計画胞i没，交通施設改良計画などを勘案して，大阪市

全域についてまづ商業々 務・住} ，. t ; f似合 ・住h!} J.. IJffi ・工業

主，IJ打! の 4 j也桔の区分を行い，さらに商業々務地帯におい

ては高層地区と中高層地区IC，住居混合および住居専用

地帯においては中高層地区と低層地区に ，それぞれ区分

した。区分図は図- 4，その面積は各区別にして表- 2の

とおりである。

乙の区分はあくまでも現況を尊重したものではある

が，それぞれの地帯，地区の固有の自力を最大限に評価

した場合の区分という ζ とができる。乙の 自力をそのま

ま助j乏して高度化を打ti !!lでき れば，ま乙とに結i憐な 乙と

であり，そうすれば，大阪経済のfill びが幾分低下 してい

る現況( 戦後の経済活動が戦前と較べ，政治と密接な関

係をもってきたので首都集中傾向がはなはだしい〉を一

挙K 吹飛ばすような妖気のよい乙とができるのであろう

けれど・・・・・・。
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図 3 地 耐 力 分 布 図

.di 2  ijl 築 物 地 11f 別! f j w  ｾｕ 区分面積表 ( 1) 1 位ヘジタール}

々 ｾｉ 商業畑ｼ… ｉ a; 泌合| 住居似合 | 帥 } 制 J I  ｾ回収川 ｼ説明日ｼ琳
ば DIJ ________ I  ，::S 1!1 中高脳 中肉回 低 回 中高刷 低 肘 低 周

3十

ｾｴ＠ 146. 3 63.7  230. 4 38. 1  9. 2 35 .4 お 9 559 

部 ，;)， 28. 1  103.4  33.3  196.4  90.5 81. 3  70.0  ω 3  

悩 ぬ 19.1  69.1  142.2 42. 3 52.7  110.5  辺 1 468 

比 花 23. 7 11 .6 34. 1  81. 4  156.6  612. 5 183. 1 1， 103 

東 243. 7 91. 0  35. 5 62. 1  34 .7  126.0  593 

凶 54. 9 56.5  338. 4 20.4 33. 9  20. 9  525 

iJ.Jj 6. 9 85. 3 63. 3 262. 0  22. 4 109.1  142. 0  ＱＴ ＴＮ ｾ＠ 835 

大 正 33. 4 17. 8  231. 0  11. 0  176.1 430.7  900 

天 王 寺 48. 7 71. 3  47.3 229. 6 45. 7 48 .4 491  

rti 107. 0 127. 5 14 .8  27. 5 21. 2  298 

浪 迷 66.4 32. 2 166. 3 70. 7 14. 3 91. 1 441 
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(純}

三ド111Tす

商業 ' Hli
H:附 | 住居混合 l  m Hl 

住低居m阿: 1工低業専問用 1  大そ大河公の川悶他匂 1  
rl' 問問 低 胸 中高岡

昔十

中n li'l

大 淀 1. 8  35.9  231. 2  3.8  20.8  45. 2  ] 21.3  460 

酋 淀 /11  16. 7  95. 3 85.3  438. 2 446. 3 214.2  1. 296 

東 淀 111  23. 2 51. ]  242.8  653.9 566.8  560. 4 444. 8 2. 543 

東 成 28. 0 ]18.4  ]82.5 ] 7. 7 100.4 447 

生 野 27. 1  71 .3 307. 9 36.2  402. 5 
845 

組 32. 8 88.5  332. 0  36.4  38. 3 114.0  642 

域
東 10. 7  120.2  333.8  175. 5 675.0  307.8  1. 623 

阿 倍 里F ] 8. 1 84. 8 143. 5 247.2  104 .4  
598 

住 吉 33. 2 63. 5 231. 1  959.9  449.5  250. 8  1. 988 

東 住 吉 59.2 58. 8 221. 5  530.0  1，414. 7  225.1  70.7  2. 580 

西 成 69.4  131. 7  9宮 5 176.8  28. 8  177. 8 677 

計 712.9  
1，102. 8 I  2，344. 5  I  2，323. 6 I  3.913.3  I  4 袖 20，515  

ｾ 築 物 地 締別容 初 別 区 分 而 ｭ 茨表 2
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図 5 道 路 例 法 令 の 設 計 基 司障に よ る 幹 線 街 路 利 用 不 図

しかしながら ，用途，地価，地耐力など静 (I "J ，固定的

な商から高度化し得ると判断され る地区も，その地! 叉周

辺 の幹線道路Ａこ，果して建築容杭の ｩｦｩ 加 ｬ こｻ、 ｉ ｾ ｬ 、停伏す る

交通量を処理する能力があ るかどうか，また，各利: 供給

処理能力が平衡的Iζ 追従して行け るかどうか，という百i

から調査検討を加える必要がある 。後者の供給処理胞設

の経済的な能力の限界はさてお き，前者の交通問題は古ri

心の自動一司王交通が正に行 きづまりに近づきつつある現状

を見るとき，乙れ乙そ高l変化推進に対する屯大な :1;1) 約と

考えざるをえない。

最近の自動車の増加はまことに顕著なもので，大阪府

下の自動車登録台数は昭和30年! とは 123，110台であった

42 

が，同33年においては 189，762台 となり . 5496強の増加

である。交通の行きづまりは ，御堂筋を中心とする都心

部を始め，各所に生 じてきてい る状況であるが. 市内主

要路線についてその 向動車交通の幅奏度( 余裕度) を調

! した。

1)  道路構造令の設計基準 (車道巾員決定基準)

による比率 ( 絹奏度〕判定

市内主要路総の交通置は，昨年 5 月大阪府笹木部によ

り尖}j I ! l された甲号交通調査( 市内84交叉点における 7 時

ｾ Ｑ Ｗ 時間通過 交 ｩｩｬｬｩ ｬｊＺＩの結果 Ａ ｃｴ￯ｾ きピーク 時に お け るも

のをとり，道路糾造令Ｈ政令 ｾＱ ＲＴＴ 号， O!H1l 33年 8 JJ

1 n 公布) 第 7 条のJ!I道 rl "1日表の許容交通iil との 比を求

めると 図- 5のとおりとなり， ( 交叉jJI における半減に

ついては考慮せず) 中心部においてはほとんどすべての

J. 
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個所で基準交通量を超過し， しかもその緋絞状態はかな

り長時間にわたっ ているものとみられる。従って高度化

の余裕はほとんどない乙とになる。

なお，路上駐車については，駐車場法が施行された乙

とでもあり ，将来路外駐車施設が完備され，路上駐車は

行われないものとの想定( ( 立ち，車道( 絞: i i l i 1l I 道および

軌道部分を除く) 巾員会部を有効として，比率を判定し

Tこ。

せ しめねばならぬ大都市中心部の街路にあてはめる乙と

は，やや理想l乙過ぎると号、われるので，実情{ 乙則 した容

量を見出すべ く実測を行った。すなわち，中心1mにおけ

る幹線街路交通品の限界の実際は，短区間lι 数多く存在

する交叉点( 信号〉によるi I 日| 約が最大の降路であるか

ら. 横目白的 lこは単位l時間のうちの有効進行信号時に通過

する最大交通日が，その街路の単位時間当りの最大交通

容量と考えられるので，下記数地点における役大通過白

2)  実測に基く交通容量による

検討

出iJ : i ! f 地 点

しかしながら，道路構造令による

基準交通畳以下の状態を保つ乙とは

好ましい乙とであろうけれども，起

終点間の距離が短い車を大量に通過

御 堂 筋 ( 平 野 町 交 叉 点 )

堺 筋( 本町 2 丁目交叉点)

本 町 線 t木 町 3 丁目交叉点)

松島町筋( 内本町 2 丁目交叉点)

2.500 

2.856 

3. お8
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を実際に調査し， 1 時間当りに積算したと乙ろ，道路構

造令によ る基準交通量の最高限の約 2 倍( 交叉l :i. ';ljll 約を

考慮、した道路構造令の法百' ，[ ，交通畳 lζ 対しては約 4 倍) で

ある乙とカｾｾ引 ｪ 明した。

し かし ，乙 のｾ地調査から出した最大交通容丑は極限

であるから，乙れの7596，即ち，道路構造令による最高

限値の5096増位が実用交通草寺霊と考えるべきであろう。

以上の数値によって図- 5 を修正すれば， 図- 6とな

る。

本図 leよっても，所前，船場，民之内一帯( 地帯別，

容積 別区分 ｾ ｣ ｬ 固においては，商業々務専用地帯の日間及

び中高層地区) は，道路交通商の (Iill 約から，民間自力に

よるものはともかくも，融資や助成を行ってまで高度利

用化を計る乙とは好ましくないと考えられる。

船場，島之内地区に比較して， 幾分幹線街路に余裕が

あり，かつ，広巾員街路が新設，整備されつつある西区

方面は，高度利用化が促進 されてよい地区である。また

大阪環状線周辺の区域も，地力の点から高周建築までは

望めないにしても，ある程度の高度利用が行える伺所で

ある。

3)  地区発生交通量調査

ではいかほど高度化で きるかという問題の手掛り とし

て，高度化 ( 床面積の埠i加) と自動車交通の数品的関係

について調査を行・った。

乙れは，一幹総街路の勢力闘にある街区を中高周化

しき建築容積を附加せしめた場合，その幹線交通iにどの

位の影響を及ぼすかを検討する乙とである。

ある地区のj: 作総交通f i 1 は，その地区から発生したもの

と，その地区lこ全く無関係の通過車禰との合計であるか

ら，局部的 leみた場合，ｒｴｾ定年号杭 ｬ こ干 ｦｩｬ 安な閃係をもつも

のは地区内発生交通量である。そこで，モデルと考えら

れる地区 9 ケ 所 ( 図- 7 ) を選定し，地区発生交通日を

次lζ 記載する要領によって制査測定した。

図 7 地 区 発 生 交 通 : ! i l 調 資 区 域 図
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図 8

m区A 地区調

査の際の人貝

配置図

調 査 要 領

O 東区 A ，B， C ， D， E，西区 A ，について( 策区 A

について述べ る。 B 以下の地区もほとんど同様である〕

i) 調 査 時 間

調ft 地区周辺の幹線街路のピーク時間を3監察本部実施

の甲号交通調査結果から求め，その地区周辺の幹線街路

ピーク時交通に対する影響を知るため，その時刻におけ

る地区発生交通f i l : を測定した。各調査区域はいつ・れも か

なりの函 ｾｊｾ を有し，とくに東区の ａ ， A' ， B ・・ー のどと

き高発生率の区域では ，乙の l時刻における発生交通量

が，単位時間当り設大発生交通量，もしくはそれに近い

値であると思う。

ii ) 人 員 配 置

園 図- 8のごとく，地区内各道路と調査地区境界線の交

古禍屯点lこ・印の とおり 人員を配置した。

i ii )  a， b， C， d の各点における; ) ttl 定方法

イ，作業方法

平野町通および三休橋筋( いづれも歩車道の区別あ

り， riJ 員12 .7 M) においては，当地区に関係、のない通過

車禰( 以下通過I t i . 綱という。) が，かなりあるものと予

測されたので，; ; j i ; 調査地点においては出入別[ 乙各 5 人が

下記分担 [ζ 従っ て観測に従事した。

、
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同.

分 担 別 作 業 内 容

E匹 碩 蒋 号 ｾ 上係 I者11祢fE1お・よ2 ・9 について後. I厄2録桁孫。を3僚ZのJII干唱

ぴn 録務庁の 3  上げる。

1. 2. ...... .9  記入係
t上d記JtUIIをt 1分HHc欄を変え ，プレート審i } 氾

ｉ ｃＮｾ日 入する。

単 111 :t<上係
Iを11税m・スヲ ークー矧のまま録itPJ の後厄 3桁

上げる。

スクータ -ll l 記入係
上 記を Ｑ 分毎ｾｾを変え， プレート例記
録Hl 紙IC氾入す 。

11 ＱＰ ｦｾｬ｣Ｎ＠ 2人のお入者 IC時刻を報知し，か

時 刻 報 知 係 1 つ欄変えを総恕する。

ロ，iili 過lli 綱と発生車輔の判別

通過草稿の地区内通過経路として， 。→b，0 →C ， 0 → 

d， b→。....・の12 iili りが想定されるので， その各々の組

合せにつき記録用紙を照会し， 通 i@Hli綱であるか，発生

車車両であるかを判別す るため，予め通過車輔の通過所要

時簡を測定した。 その結果は次のとおり である。

平野町通( 御蛍筋線~堺筋線) 自動111通過すI要時間

即 時l mh |吋| 酬G司叫脳北浜

叫 が- 0 ¥ 5  ¥ 14.7  ¥¥ 1' - 32" ー 7 ¥ 1  ¥ 17. 5 

M 8" - 7 ¥ 5  ¥ 14. 9 ¥¥ 1 十 o 1  3  1  15.6  

， 十3 1  5  ¥ 16.1  ¥¥山内 ¥3  I  18. 4 

1 門1 4  1  16. 0  11
1
' - 5門¥4  1 川

' - 24" - 4  ¥ 3  ¥ 19. 2 ¥¥トー 1 4  1  18. 2  

， 十5 1  6  ¥日5 ¥¥ 山内 ¥3  ¥ 18. 0  

三休府筋( 夫前川口線~本町線) 向動TII 通過所要時間

定昨制山叫 ｅ日附吋 ｬ附ベ附 ｾｉ 閉咋勺情叩i誌誌制総3む純総I 4t ι ;止L

-一2ν | 5 ¥ 16. 0  ¥¥ 2' -→48" ¥ 3  ¥ 19. 3 

…  ¥ 5  ¥ 1白5. 2 1¥ 3'ト 一16" ¥ 3  ¥ 16. 5 

…  ¥ 6  1  川 ¥1 3'ト一l 6 " ¥ 6 ¥ 1路6. 5

2 - 20" ¥ 5  ¥ 2幻3. 0 ¥¥ 山 ¥6  I 口

上記の測定結果により，照合の際平野町通については

3 分未満，三休橋筋については 5 分未満のものをすべて

通過車綱とみな した。

iv)  その他の街路の調査点における 測定方法

平野町通，三休橋筋以外の街路については ，そのうち

でも通過車綱がある 可能性が一審大きいと恩われる高麗

精通について， 口和il ビノレ屋上から観測したと乙ろ，単車

類に僅かに通過するものが見出 さ れただけであったの

で，全体から 見ればその割合は極 く位 小となるから，各

納街路の調査地点を通過する車は全部地区内発生交通と

みなした。

v)  不明車続の処置

細街路の観測点においては不明車編はなかったが，交

通並の多い 。，b， c， d，観測点において計 五2 台の不明

111編を 出 したので，各調査地点の通過と発生の比 ，な ら

びに通j@l l l I 輔の行先別割合などを鉱山し，それによ り合

型的 lζ 補正した。

0  都島本通附近の調査について

i)  調査区域

都島本通交叉点 から 野江布 ｜Ｑ 全 ｼ 泊 ｾｊ を経て，城東貨物 線ま

で( 延長約 1. 4 5 0 M) の街路の沿線宅地

ii )  調査時間 8時- 18時

iii ) 調査従事人員 延 11 0人

iv)  調査方法

1人当り平均 6 - 7 戸を分担し，各戸別の発生車 t桶を出

入別・各Z巨額別lこ記録 した。

O  大阪市営古市団地の調査について

団地周辺 [ζ 調査地点を設け ，出入す る車を記録すると

ともに . 別 lζ 団地内を通過す る車を測定し，調査終了後

差引した。

なお，本調子王 lζ 当り最もなやまさ れたのは当日の天候

の良否である 。雨天であれば作業の困難性は厭わな くと

も，正常な結果が得られないので， ｾｲＮ Ｇ｡ 干 ｴ 実施 ｪ 切 ＱＱ 決定 Ｈ ｃ

際し，当 らぬ気象予報と随分苦闘したものである。

また ，測定にあたっては交通学園の生徒諸君の手を煩

らわしたわけであるが，短時閣の] 面倒Iにもかかわらず，

復維な作業内容をよく理解し，終始真剣な態度で調査に

従事して下 さった ζ とを有難 く思 っている。

調査結果

上沼の方法による交通調査結果は表- 3，4， 5 ， 6， 

7， 8， 9， 10， 11 ，図ー ? のとおりである。
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表 3
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1 221) | (332 1  

ｼ 沼ｾ Ｉ I  (紛 |

計 I Ｈ Ｑ 飢 Ｉ ｼＨ ｬ ｧ［ｾ Ｉ I  

出

入

換

算

台
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l
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の

山
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e
o
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1. 858. 6 

3.999.4  

2.240. 8 

14時- 15時

也記

|三州筋本町線|三側長銅線|
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| ( j g p | 釦 )

I  Ｈ ￣ 器ｾ Ｉ I  
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(680. 9)  

600.0  

、 二択と|南久宝寺通山 l 問寺通堺筋

l t z r |  

| 知) I  

I  (制 ) I  

(438.9)  

321.9 

(409.1)  

304.6 

(島18.0)

626.5 

制 査 地 区

入

計

出換

算

台

数

2.641.5 

2. 386. 4 

曇

J t  

候天|刷 1.22 仲間 |

安

α悠似 Ｒ別ｾ Ｉ ¥叫叩 I 1 “即u ¥
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久宝奇iiTl

・堺筋|マご伊土引l

|  ι 万通行I  Ｈ ｩ乍似問 ＿Ｓ潔郎制 ｪ完潟奴［臼げｾ Ｉ I  

|  (嘗?恐恕鉱抑1日な貯;L認:f2 |  叫 lκE吋哨叫合仰州釘川|  

I  (?i鰐鰐!誌お;日:P) |  (?i5説郎! 認郡貯:臼 げ:F) I  

調 査 地 区

111 

入

抽

出

算

台

数

5.027. 9 
詐ト

調査従耳1人貝 64名

表 6

若宮候天14時- 15時間34 .1.22 4
4

-

口

M査潟東 区 D罰 百 地 区

計そ の 他 の 111 路

E  

705.1  477. 1  
換

算

台

数

700.7  461. 4  

1. 405.8 938. 5 

2. 飴4. 3

2. 615. 2  

5.249.5 

間

計

「三候 |10時- 11時

1. 686. 8 

1. 550.9 

昭33. 11.19
「 調 査 日時 |  

問器摘線| 関連11I線| 訟強要ゆ

(Ig i ) | (1対 |

(I都 ) | (1; E P l

TZ: ) | (飴 ) I  

加向天下r，ii? I  

- 長』前It語 1

(1 1M l  

(]. 144 .0)  I  

423. 9 1  

(2. 250.8)  I  

779. 1  1  

表 7
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すなわち . ｪｾ Ｑ Ｉ 心 の船場地区においては，ピ ー ク時 にお

いて，延床面積約 5 0 M2 について 1 台( 釆! 日車換算値)

の割合で・自動車が発古ーしているので，用途的，かつ，従

業人口密度が間程度の建築容加が増加したときは，幹線

街路の交通i止がそれだけ泊加する乙とになる 。

また，表- 8 の束区 A ' は，大阪の代表的業務地区で

ある御堂筋，堺筋な ど幹線街路に扇した高層ヒソレ街の一

皮についての調査結果で・あり . A は前記の部分を除外し

た。 中小i淘庖の泌. ( EifSが高い内部についてのものである

が，結来は予測に反し，内部の方が発生率が高い乙とが

わかった。乙れは，部μ 本通附近における調査結泉も問

機であるが，業主主商業においては，事務所的なものの方

が販売商業的なものよりも先生率が低いというととであ

ろうか。

専用住宅については，ピークf1;'_Hζ おいてさえ約 5 5 0 M2

ｋ っき Ｑ 台の割合 であ り，業務商業ｾ築物の約 ＱＰ 分の ｬ

以下の発生率である。

4)  交通量の余裕と高度化の割合

それでは，先に述べた高ji(t，f IJJTJ可能区域におけ る数量

的な床面肢の11' 1 加限度はと‘ れ位かというと. i 街路交通

の余裕台数を床面WI C換t'，I J しただけ可能なわけである

が，次 lζ 示すような問題点があるのでその判定はなかな

か簡単ではなさそうである。

O .  臼{j) JI j ! 保有率および l 台当り走行距離が経年i曽加

する傾向が大である。

b  一地区の谷政増加によ る先生交通の一郎は， 他地

区の幹線街路の通過交通となり，その余裕度を減ずる。

C .  交iffi 容hl のt? 定について，駐車規制の成果を含め

てなお不明な点が多い。

また .itt 築容積増加lが好ましく な いと考えられる船

場. !.ふ之内地区についても，居住l末の増加であればその

発生交通台数は前述のとおり非常に小さい値であり ，か

つ.iffi 劫距離の短縮による交通負荷の減少効果もあるの

で，都心における住宅都境上からの職住 併存の可否問題

を別とすると支障がないものと忠われる。

む す び

以上，調査の結来とはいえ，不i;t気な案と な り恐縮で

あるが， 何としても 中心部の高度利用が好ま しくないと t

いう乙とは心外な乙とであるので，その障害を除去して

全面的な高度利用化を可能にするためには ，都市計画事

業の画期的な Ji 1i進 ICより ，街路を充実せしめる乙とが先

決/gj 題である。例えば尼崎平野総，尼崎1斜線，加μ 天下

茶屋線，長柄堺線，築港深江総，泉尾今. r n . 線などが完成

すれば， 中心部における自動車交通処理能力は飛略的に

向上するし，さらにまた. iffi i品交通を集約 して負荷する

市内高辿道路の新設，国鉄環状線の完工， 市高J i l i 鉄道の

1r. /1. k などができれば，一般幹線街路の路面交通が緩和さ

れ，それだけ高度利則が可能となる。そのほか，街築地

区については公幽，公共路外駐車施設も忘れる乙とがで

きない ものであ る。

終りに，ま乙とにまとまりのない中間報告的なものと

なりましたが，関係者のみなさま K 対し何 らかの術l参考

ともなればギいであります。乙の問題につきま しではな

お51抗き研究して行きたいと思っていますから ，みなさ

まの御指導をお願いいたします。

{ 筆者 $ 大阪市計画向感築係長 " 同建築係)
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写真 1 御 堂 筋 ・大 阪 市 役 所 前 の 交 通 写瓜 2 自 動 車 で ピ ル を と り ま い て い る

大 規 模 建 築 物 を 中 心 と し た 自 動 車 の 滞 溜 に つ い て

久 保 晴 茂

S  1. は し が き 市における自動車交通の特性と，大 本町四丁 目および新橋においては，

最近都市における自動車交通量の 規模建築物を中心とした自動車の部 37- 3996と非常に低い。乙れは都心

増加は驚くべき数字を示し，それに j留について述べると とと した。 部南北交通の阿古:Mが，fi iill lと難波lζ あ

附随して駐車需要も急激に増加して S  2. 自動車の猶加と交通量 って，その中央! こ問hl 街が (f. 在し，

きた。その結果，都心部における斡 自動車交通量については，何年 5 都心f C 貨物の先生wj( を千jーしてい るた

線街路はもちろんのこと，ほとんど 月大阪府塩基察本部が調査を実胞して めである。

すべての道路において路上駐車があ いるが，各調査年次のー交叉点当り 乙のような都心部における幹線街

らわれ，道路の多くの部分が駐車す 平均交通量の増加状況をみれば第 1 路の混合交通が大阪，' i fl 心部の自動車

る自動車によって占用され，そのた 図のごとくグラフはグングン (111びて 交通 ・ ｊｾ ↑ ｦｩ の特性であって， }:U;;Xのそ

め通過する車はますますス ピード ・ いる 。乙の 調盆での交 ｪｦｦｩ Ｚｨｬ別交ｸＮｽｾＮ｜ れとは ｾ ｬ ｯ Ｑ［［［ な巡いをもつものであ

ダウンを余儀なくされている。また 数を調査年別に比較したのが第 1表 る。乙のことは大阪自11心郎の自動車

駐車しようとする車は，その場所を で，昨年調査した 82 交叉点のうち 交通問題を検討するうえに極めて大

見つけるのに多くの時間を賀さねば 3 万台以上の交叉点は 56カ所の多 く 切なことである。と乙ろが乙乙で留

ならなく なって きた。そればかりで を数えている。昭和27!Lド皮にはじめ なしなければいけない乙とは，中心

はな く， 時lζ は駐車す る場所さえ見 て 3 7j 台以上の交叉点交通祉を E記録 部における交通誌の J杓加状況であ

当らなくなってきた。 とのようにし した乙とからみれば驚くべき l自加ぷ る。 32年度と 33年度の交通量別交叉

て駐車場の問題は都市交通問題のな りである。昨年度の調査結果からみ 点数をみれば， 2  - 3 ) j 合の二次的

かでも，最近とくに重要なる問題と れば，交叉点交通量の上位20位まで 幹線の交叉点が大きく増加してい

して各方面の関心を集めるに至つ は第 2表のどとくなっている。乙の る。 すなわち川辺郎でW: 加してい る

た。 うち 4位までは術l準加J であって， 乙 のであって，平均1496flll びている。こ

そもそも自動車の駐車現象には地 の路線を中心とした自!I 心部の1判北交 れに較べ自11心部では平均 496程此し

域的な特性があり，また多 くの 自動 通がとくに大きく目立っているが， か(1仰11申iド1びておらず，一羽郎I1にζ おいては減

車を吸引する大規模主話建ｾ築物の性絡』 κζ 2車草種比をみると， 1i御副卸l謹堂:1筋校訪iといえども 少箇所さえみりれるよう』κζ なつてさ

より，その周辺の駐車司事エ'r，付悩r，'山}l山11μlは立J非ド判'l常j

臭つた] 形巴をとつている。そ乙で大阪 所もなく，平均4“6夕必6である。しかも が考えられるであろうが，一応都心
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:l コ 閣 官 出f zlf事l'

4 新

5 阪

6 今

T 淀 民 司 58，177 円 6，338 1 4 5 1  13，204 戸3 1 18，635 1- ; ; -

8 末 Ｑ ー 竺 ｉｾ と ｊ 竺づ ｉｾ｜ ｾ 竺 ｾ ぉ ｜ ＲＶ ， ＴＶｾ ｉ ｾ＠
Ｙ 内向 丁目 ｉｾ 竺 」竺 ｌ 之 Ｑ｟ Ｑ 竺と ｼ 土 Ｑ ｟ Ｒ 竺竺 ｼ土

10 下 寺

11 rt1 

16 野

17 天
事l'

18 玉

19 近 鉄

20 大 国

:|可制ζ ごlf1: ま子f r f

司 4明 い3. 671 1 3 0円五円すっ石可l J

主-1 45，3 6 6 1石 戸9Tl 5.可l3 4円 可3147"

日出釘R f Fつ5 17 11

沢 内 問1 27 1 28 1 29 1 30 1

31 32 

自家用 15，295 20，0441  24，578 28，547 31，蜘 ! 34，784 42，023 47，925 313  

J.'t 官公用 1，037  1， 181  1，157 1，292 1， 399 1，498 1，559 1，690 163 

物 蛍業用 4，537 4，896 5，513 7，159 8，622 10，015 12，494 14 ，528 319 

事

計 20，869 26，121 31，248 36，998 41，鵠4 46，261 56，076 64，143 307 

自

乗

自家用 2，817 3，535 4，873 6，017 6，964 8，鈎O 10，655 13，443 478  

用

官公用 791  744 786 880 985 990 1，022  1，1ω  146 

動 事

営業用 1，963 3，44i  3，974 3，932 4，070 3  942 4，269 4，419 225 

E十 5，571 7，726 9，臼3 10，829 12，019 13，232 15，946 19，012 342 

乗車合動自

自家用 8  15 30 66 103 137 159 163 204 

車 官公用 14 25 30 39 50 52 56 61 436 

営業用 822 1，003 1，121 1，おう 1，371 1，498 1，727  1，998 243 

輪以 計 844 1，043 1，181 1，355 1，524 1，687 1，942 2，222 宮63

土.

霊用車途

自家用 164 193 201 579 746 1，166 1，494 1，874 1143 

官公用 511 544 725 911 997 1，076 1， 106 1，226 239 

蛍業用 108 119 170 291 341 360 426 印5 468 

計 783 856 1，096 1，781 2，084 2，ω 2  3，026 3，ω 5  4ω 

上向

自家用 18，284 23，787 29，鎚2 35，209 39，776 44 ，お1 54，331 63，405 347 

官会用 2，お3 2，494 2，698 3，122 3，431 3，616 3，743 4，127 176 

営業用 7，430 9，465 10，778 12，臼2 14，404 15，815 18，916 21，4ω 290 

計

E十 28，067 35，746 43，158 50，963 57，611 63，782 76，990 88，982 318 

特 殊 事 r .. - 1  - 1  
24

1  
46

1  
52

1  

合計
511 

第 4 表 ピ Jルレ 保 有 自 動 Z車j担1 1 台 当 り 床 I面面積

ι五~一旦竺釘1 3附 月 |  辺郡凶年刷11 I  33 33年10月

延塑ヱ ｾ石五副ｼ 悶 加 町g哨/池台 664. 0m" /台 (3ピJ レ)

m1 図 大阪市;:>>における交通事情の年別推移

. /  

匝E園〆

... 

F  

“ ぜ

田直E

E十
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写真 4

写J ! t 5  

写真 6

写真 7

写真 8  

歩道の t.;. い狭い道路( 長姻線) Iζ  

駐車している。残る道路巾は軌泡

敷1: けとの状餓が長時間続く ζ と

は混乱の大きな原因である

歩道上 ICのりあげた駐車

M百貨倍がi投ほしている来客用の

駐車場

F 巡迎( 自動車はすべて敷地内で

処理 事れている)

パ ー キングメータ ー のない 道路 ｉ ｾ

! f . l った駐1111時( オーナード ライパ

ーがかなりの比率を占める)



首 ｾ 6表 第 6 表

ピ )" 概 要 3.  4  輸 2  輪 乗 降

品価;
ll! 

容 司I所 ピ人 自保有 ガレ函 ガレ許容 ガレ / 外路許容 証面積 ピ 保有数台 ピ 証而/積保有数台

許 台 延 台 級 車 問 官 時 駐 有 駐 利 場問 平車 占 最占 車 時駐

織大JE占HF①をfとしニ用ヰ占l E商積/ E数/台5大駐I2H E駐H数台EI 保有台数/  

延 台 飯 事 駐 利 平耳t 時駐

延台 10ピl 1  ピl 分1問ピ0台数 / 1時問数合 / 家自

蔽
Z荷 動台 1 1台 l 駐 台 ル ル

駐 大台 :1111  問 転 均時 問 m 極 I匹 駐 大台 JTI 均時 IjI 

乗 分 ク 時 ク /i i台数E ピ/i i数台E 車JTj 抵数台
ヂ / 人 人

率 務数 J レ口 車 数 ジ 積 デ 数 百 積 許害数 事数 口 / 口地 樹 祭 fi'i 築積 ヰl 容数 I事 数 駐 数 詑 附 llI ti t  IjI低 所 率 駐問 率 大都 比 間比 車数駐数I j I 虫 駐問 I羽比
降数 開台放 問台数 1  tI( I  '1'< /  

fフ ク

A  N  N 哨 5 ｾ［Ｑ＠ ｾ ＼ｧ＠ o =1'f. ib= 'i. a:  fl =  Ｚ｡ｾ＠ Ｈｬ ｭ ］ ＱＡ， 円安 ｾ )' so= N_，:"  fl /fl m m' /台 町 M !f. ｾｮ＠ ｾａＮ＠ tb= l.f!! Ynn= t!.!_刊 N  N台lO N台m 

ロ1
2

sl !1 π" %  %  社 人 台 m' 台 m
2

/ 台 台 m' /人 台/ m' /台 台 台 台 分 台 分 台 分 = 互 = 一一一 = A . S  pm= コ1 " 3' =. J:o/  )' so=. N  台 台 台 分 _  N  ' sO= ヲす
台 N mS6/N NO96 U N  56  

，" 
泌 Fl 100人 分 N 鉱 労 %

分 %

。
貸 l  92 624 54 520 47. 840 20. 840 6. 8 33.3  0.44 0. 59 64 .2  86. 0 0.74 398 50 21. 500 54. 0 79.9  1. 519 59 240 3. 9 15. 8 16. 7 

ピ ピ 2  92 681 62 520 47. 840 22. 830 7.4  33. 5 0. 48 0.67 56.0  85. 4 0. 72 287 40 19.850 69. 2 79. 7 1. 604 59 266 3. 7 16. 6 28. 0 

J レ Jレ 平尾 9.430 7. 120 46. ぬo 75.5  491. 5  238 4. 515 86 563 28 20. 1 l8 10. 3 1. 88 538 92 652 58 520 47. 840 21. 8お 7. 1 33. 4 0.46 0. 63 65. 1 85. 7 0. 73 800 7. 6 342 45 20. 675 ω .5  79.8  1. 562 59 253 3. 8 16. 2 22. 6 

SI  佼 1  

ピ ピ 2  

) V  J レ 平I主 8. ωo 2. 320 28.1∞ 26. 9326. 5 35 1. 200 3 7 ω 2  37 26. 8 51 23. 4 3. 03 759 77 337 34 540 41. 580 13. 590 4. 4 40. 3 0. 33 0.44 78. 3 81. 6  0. 72 830 9. 1 49 - 1. 093 22. 3 96.0  371 65 17.5  21. 0  

S U  

貸J d」i， 本置行応f  

1  106 749 77 510 54. 060 26.700 7. 0 35. 6 0.49 0. 73 85.5  82. 7 0. 67 202 23 4. 660 23.1  92.5  901  30 137 3. 3 15. 2 60. 5 

ピ 2  106 766 70 510 54. 0ω27.145 7. 2 35.4  0.50 0.66 87. 4 85. 7 0. 75 189 23 3. 885 20. 6 95. 3 880 27 130  3. 0 14. 7 62.0  

J レ 平均 9. 980 8.180 4 5 . 2 ω81. 8  452. 5 18 3.422 
30 

69 13.2  1. 92 685 106 758 74 510 54. 060 26. 923 7. 1 35. 5 0. 50 0. 69 86.4 84. 2 0. 72 610 11. 5 196 23 4. 272 21. 9 93. 8 891 29 134 3. 2 15. 0  61. 2  66 1. 240 (6i I) 20. 7 

S A  t宝新 1  58 459 61 510 29. 580 17.745 7. 9 38.6  0. 60 1. 05 49.1  87. 7 0.57 370 15 57 4.1  15. 4 41. 6  

ヒ.
ピ聞 2  58 495 62 510 29.580 22.6∞ 8. 5 45. 6 0. 76 1. 07 46. 2 94. 6 0.71 123 15 3.585 29. 1 87. 9 289 14 52 4. 8 18.0  55. 7 

J レ J 川上平尾 4.300 3. 730 26.∞o  87.0 ω6.0  43 4. 570 50 1. 220 45 27.1  45  5. 7 1. 09 520 58 477 62 510 29. 580 20. 173 8. 2 42.3  0. 68 1. 07 47. 6 91. 1  0.64 420 9. 5 123 15 3. 認 5 29. 1 87.9  330 15  55 4. 5 16. 7 48. 3 

I  

腐祉省臣、騒政、を乙

ピ

)" 平t与 1.お8 1. 085 11. 097 81. 0  805. 0 1  770 7  3  10 14.4  0. 91 1. 580 10 203 10 510 5. 1∞ 2. 940 20. 3 14.4  0. 58 1.∞ 
。

97.0 0. 58 1. 100 29. 0 93 5  16 5. 3 17.2  31.2  

M 倉 1  42 232 24 510 21. 420 7.880 5. 5 34. 0 0. 37 0. 58 6.9  88.9  0.64 59 4  19 6. 7 32. 2 45.8  

合 2  42 320 19 510 21. 420  7. 010 7.6  21. 9  0. 33 0. 45 4. 0 94. 9 0. 73 35 4  8  11. 4  22. 8 45. 7 

五11 III 平土主 5. 379 3. 729 16. 224 69. 3302.0  1  96 3  63 3  21. 0  39 iα69320 ) 3. 135A00 42 276 22 510  21. 420 7.485 6.6  27. 1 0. 35 0. 52 5. 2 92. 3 0.67 740 92.0  47 4  14  8.5  29. 7 45. 8 

F  通 (;;).送 35 74 31 ヨ60 33. ωo 23. 870 2. 1 322. 5 0. 71 0. 89 
。

21. 6  0. 79 

通 !ll 配 24 305 23 820 19.680 8. 015 12. 7 26. 2 0. 41 0.96 1. 9  86.9  0. 43 2.1  

巡 巡 4.099 925 3.838 22. 6 94. 2 1  136 36 1. 56。59 26. 4 59 28. 2 25. 0 107 71 8. 5 

M 
百 1  55 お5 お 4 ω2 6 . 3∞ 14. 370 7.0  37. 3 0. 57 0. 64 41. 5  89. 3 0. 84 560 26 120 4.6  21. 4  16. 6 

百富
Ｑ ｾ＠ 2  

4. 卯 0 4.070 (売2179場，，580000 ) 8 3 0 5 ωo  

55 452 51 450 24. 750 15. 150 8. 2 33. 5 0. 61 0. 93 44 .9  88. 2 0. 65 売場 167 23 6.190 37. 1 88. 0 お6 33 156 3. 8 18. 2 10. 6 

応 平土色 1  878 10  42 42 34 .0  1. 142. 980 55 419 43 455 25. 025 14.7 ω 7 ι  35. 2 0. 58 0.78 43.4  s!S .7  0. 74 (410)  42. 0 167 23 6.190 37. 1 88.0  708 30 138 4.2  19.4  12.9  

690 

S 役 1  80 674 109 510 40. 800 44. 205 8. 4 65. 6 1. 08 1. 36 70. 5 71. 2  0. 79 238 23 5.220 21. 9  95. 5 526 31 79 5. 8 15. 0 76. 2 

役 2  80 616 103 510 40. 800 45. 745 7. 7 74. 3 1. 12 1. 29 66. 0 67. 8 0.86 233 
43 6. “。 28. 5 89. 3 514 24 101 4. 6 

19. 6 “ .4 

所 m 平土色 8.820 4. 270  20.9∞ 48. 4 237. 0 1  (154) 45 72 136 80 645 106 510 40. 8∞ 44 .975 8.1  69. 7 1. 09 1. 32 68 .4 68. 7 0.82 200 4. 2 236 33 5. 940 25. 1  92. 3 

71i  2. 520 1，840  8.2ω 73. 2327. 0 1  381  16 3  13 21. 6  4. 17 510 13  97 13 480 6. 240 4. 535 7. 5 46.6  0.73 1. 00 75. 2 86.6  0. 83 630 6. 1  109  8  17 7.3 15. 5 55. 5 

5 ホ 1  27 86 11 480 12. 960 3. 205 3.2  37. 3 0. 25 0. 41 83. 7 81. 2  0.61  1. 950 28. 7  45 16  66 3. 8 15. 9  26. 5 

ホ

テ 2  27 - 154 520 14. 040 5.70 140 

.  
1侃8 84 249 7.8  23.3  74.3  

テ

J レ Jレ 平l!!; 4. 090 2. 860 21. 500 70.0526. 0 1  430 3  311 13  23. 9 17  50. 0 0. 70 7. 2ω 

K  約 1  17 108 15 510 8. 670 4. 625 6. 4 42.8  0.53 0. 88 61.1 82. 4 0. 57 67 9  2. 100 31. 3  節 目1 265 10  44 3. 8 16. 6  31. 3  

1';; 2  

，く" / ト

17 108 13 480 8.160 3. 105 5. 9 31. 1  0.38 0. 76 55.0  93.0  0.50 26 6  1. 020 39. 2 76. 7 312 14  66 4. 5 21. 2  37. 8 

院 院 平均
18，5503，97017(，525500)  21.4 9 1 1  

1  400 4  53 2  26. 5 17 Ｈ ｾｕ Ｉ＠ 1.004. 3∞ 17 108 14 495 8. 415 3. 865 6.1  37. 2 0.46 0. 82 60. 0 87. 5 0. 54 1. 230 27.0  47 8  1. 560 33.2  82. 8 289 12  55 4. 2 19. 0 34. 8 

-， 

(駐) 1.  許容 台 数 駐 車可能台数( 路舛駐台数及び a  

道交法に触れない路上駐車台数 日

2  延 駐 車 台 数 制五時問中K 駐車した寧の延台数 . N 

3. 最大 駐 車 台 数 瞬間駐車台数の段大値 .... .. . N畑

ＴＮ 駐車時間各 々ｉｪｉが 駐 車 ｉ ｾ 要した時間 ... .. .・ t

5.  駐車時間別台数駐I j I Iこ要 した時間別台数 …. . .  a  

6. 駐 車 利 用 公 駐車時間別台数と 守 川

駐車時開の積の合計 ー山

7. 側 在 時 間 純資lζ要した災時間1..... ...... ...... .... s  

8. 1M' III 有 効 日 許容台数と淵校時rmの積ぃ ・・ A ・5

9  場 所 間 転 車 延 駐 車 台 数/ 許容台数 F 2  

10 平 均 駐 I附 悶 駐車利用訟/ 延駐車台数 tb= 手
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( この場合60分以内)



.  

、

部における交通量は限界点に達した

ものとみるべきだろう。と乙ろが自

動車台数の方は 第 3衰のどとく何年

多数の車が新しく登録されている 。

なかでも乗用の自家用車の増1Jnは大

きく， しかも軽自動車の大型化が目

立ち， 乙れらの車( スパノレ，スズラ

イ トな ど) が，最近多 くなって きて

いる乙とから，当然の乙とながら乗

用自家用車はますます増加し，交通

Iを増し，多 くの広い駐車場を必要

とするであろう。加うるに一方にお

いて自動車を多く ｬ 政引する大ｾｾｾ建

築物が都心郎lζ ます ます増加しつつ

ある。 ζ れらの事' t i'J が総合された結

果は，都心部の交通事情にどうひび

いてくるであろう か。 極めて憂慮さ

れる事態IC直而しつつある 感を深く

するものである。そ乙で ひと まず多

IS  

10 

くの自動車を吸引する大規模建物附

近の駐車実態をみる乙とに しよう。

S  3.  大規模建築物と駐車

大規紋建築物を中心とした白動車

の駐車ZJJ>t，';ーを知るために多くの代表

ビJ レを中心に駐車の1f U堅調貨を試み

た。その結果駐車現象には次のよう

な差異のあるととがわか った。

3- 1  自動車の使用目的に

よる もの

最近のよう K 駐車髭が増えて くる

と， 都心部で駐車してい る車の目的

建物が どれであるのか，はっきりと

区別するととができなくなってくる

そ乙である大規模建物に目的があり

そのために駐車している自動車をは

っきりと区別されると乙ろを調査で

きれば好都合であ る。 ζ のような調

回目的』こ合った 10いく つかのビ J レに

第 2 図- a

ついて詳しく観察してみると，おの

おの駐車場所による性格の差異のあ

る乙と が知れた。以下その性格によ

り4 系列に大別することができる。

l  ガレー ジ

2.  ノマーク

3.  サービス ・ヤー ド

4.  玄関の乗降

すなわちビルが自 動車を保有する

以上，車庫的性格の駐車がさt ずる。

乙れとは別K 外来車を主としたi駐車

が存在す る。前者をカ" レージ，後者

をパークとするならば，ガレージと

ノf ークの1i 止も大 きな途いは 1 台当り

の平均駐車時間にあ らわれ，ガレー

ジの平均! 駐車時間はノマークの平均駐

車時間の 2 - 3 倍のl時聞を要してい

る。 第 2図は 51 ヒソレの駐車時間別

台数の分布をグラフにしたもので，

51 ヒ勺レ ・ガレ ーヂ ( 駐車時間別台数)

延駐車台数 N =126台，平均駐車時間 tb= 67. 8分

i.'S 
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広 i盟
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第 2 図' - b

5 1 ヒ) レ ・パーク( &J : f I ! 1時間別台数)

延駐l j I 台数 N = 211台 平 均 駐 車 時 間 t b=25 .8分

5  
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第 3 図 5 1 ピ ル 駐 車 台 数 時 刻 別 変 化

55 
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m4 図 O ピル 自動111乗降台数l時間別変化

。図，ガレ ージでは60分で駐車目的

を満たす車は 63 5ぢであるのに対 し

て，b 図，ノマークでは60分で91 % もの

車が駐車目的を満たしている乙とが

わかる。またガレージとノ f ークでは

駐車台数時刻別変化図のカーブKi さ

いがあり，パークでの 山の出るl時主IJ

k ガレージでは谷があらわれてい

る。 第 3図でわかるように， 乙の両

者を一緒にすれば相殺され， ピーク

の出方が少くなる 。乙 のカーフ' の差

異については充分留怒しなければな

らない問題である。さ てガレー ジは

当然のこと ながら保有台数に左右さ

れるが，調査対象となった事務所系

統の 3 ビノレの保有台数と建築延面積

の関係、をみれば， 平 均 630m
2

/ 台と

なる。しかし， 乙 れ を 過去の資料

(29 ビJ レ) か ら同じ係数について求め

た第 4表をみると， 乙の 3 年聞に 1

台当りの延面積は大きく減少してい

る。しかも，乙の系数についてもう

少しくわしくみると 第 5表のように

5296のビノレが 7 0 0 - 4 0 0 m
2

/ 台であっ
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写真 9 道 路 一 ぱ い の 自 動 I I i 交 通 と 駐 111 場

て， ¥i 2で述べたような自家用車の増

加傾向が，乙乙でもそのままたどる

とするならば平均 ＴＰＰｭ ｾ / 台 となる

のも間もない乙とであろう 。乙 れを

収容するガレー ジは当然考慮さ れな

ければいけなし、。写真 3 のように完

備すべきであって，青空車庫は許さ

れない。 しかし乙れだけではなし

外来車のためのパークも考慮に入れ

なければな らない。その必要凶脳は

ピーク H寺におけ る同時駐車台数によ

って算定されるべきであろう 。 乙の

外来車のピーク l時間H寺駐車台数は当

然、ビ J レの性格およひ府規模により相逃

するものであり ，個々 lζ 観測する伝'

要がある。参考のため lζ 凋査 した各

ビJ レの概要と駐車事情を示せば第 6

表のとおりである。

なお， 乙の :WJ ftl ζ はみら れなかっ

たが，オーナー ・ドライパーによる

長時間駐車の問題がある。 乙のオ ー

ナー ・ドライノ〈ーがi曽加すれば駐車

現象に非常な変化をきたし，駐車対

策を根本的に変えねばならない。そ

してそれは当然予想しておかなけれ

ばいけない問題である。写tJ; 8 はさ

きにＡ駐車規制を実胞した束［ ［ ｾ白 ｩ Ｑ ｓ にお

いて，パーキング ・メータ ーをきら

って無料駐車場に殺到したオ ーナ

- ・ドライパーの駐車群である。オ

ーナー ・ドライバーは ζ 乙に駐車し

1000m も1500m も峨場まで歩いてい

るのが射状で，何のために車を持っ

ているのか，あまりにもみじめなｾ

である。

次K. 二輪車を主とした系列である

が，一般に駐車H剖却は短く， しかも

乙れ らの多くは荷 物 ( 小荷物程度が

多い) の取扱いが含まれている乙と

から，とくにサービス ・ヤー ドとし

て一般自動車の駐車場とは別lζ 考慮

されなければいけなし、。

以上述べたガレージ，パーク，サ

ービス ・ヤードとは別個に玄関にお

ける自動車の釆| 絡がfiJ ] I 遁となる。 ζ

の場合，最もスム ーズに降車が実施

された 100例について平均 22 .5砂を



要 し た 乙 と か ら， 一 応 一台 当り 25秒 共 で ， ど れ を 共 同 で ， そ し て 建 物 自

を要するものとして， 10分 間 に 1 玄 体 は ど の問 題 を 解 決 す れ ば い い の だ

関 で さ ば き 得 る 範 囲 は25台 が 限 度 と ろ う か ， 非 常κ 焼 か し い 問 題 で あ る

みられる。 第 4図 の よ う κ 乗 降 台 数 ただ駐車規制 ｬ やｾ築制限をするだ

が 複 時 間l乙集 中 す る 性 絡 の ビ ノ レで け で な く， 交 通問 題 を中心 と し た 総

比 1 - 2 カ 所 の 玄 関 で は 混 雑 が 起 合 的 な 解 決 を 必 要 と し て い る の で は

るものと) 5 えら れ ， 玄 関 数 を士関す な い だ ろ う か 。 そ し て 大 規 政 泌 物 に

か ， ま た は 玄 関 に お け る 乗 降 巾を 広 お け る 急 務 の問 題 と し て ， 保 有 台 数

く取ら な ければし、けないものと JSえ

られ よう。

3- 2  主主物の用途によるもの

に 対 す る ガ レ ー ジ の 設 置 か ら で も 解

決 し て 行 く べ き で は な いだ ろ う か。

最 後 に 東 京 都 の駐 車 場 条 例 ( 大 規 模

建 物 の 用 途 か ら 駐 車 現 象 をみ れ 姥 築 物 附 置 に 関 す る も の ) を 紹 介 し

ば ， 事 務 所， 百 貨 庖 ， 官公 庁 な ど で お こ う 。

1. 新築IC係る 建築物もし〈は同連鎖に係る 節

分またはその一部が ， 前条 ｲｯ Ｑ 号 ｉ ｾ 該当する 沼 ｬ

ＧＮｉＡ物に ついては ，同号 ｉ ｾ 掲げる ｭ 途 ｉ ｾ 供する部

分の床面I積の合計が 3 千平方メートルをとえる

部分の面積に対して，4 百平方メートル以内 む

とに 自動車の駐車台数を ー台 の 創合とする ζ

と。

2  新築 IC係る怨築物もしくはt目築に係る部

分 または そ の一 部が ， 前条第 Ｒ 号 ｉｾ 該当する建

築物については ，同号K 掲げるJ f i . i I l 1C供する 811

分の床面積の合計が 5 千平方メートルを E える

部分の面積 K 対して，6 百平方メートル以内と

とに自動車の駐車台数壱一台の割合とする E と

3. 新築 ｉｃ 係るｩＱＡ築物色 しくは 噌 築 ｉ ｾ 係る部

分また はその一部が，前条首J 3  I} IC該当する i1!

築 物 ｉｾ ついては，前条第 Ｒ 仔の用主主 ｉｃ 供す る 書 官は ， 建 築 延 面 積を 所 要 ス ペ ー ス 算 出

の 相 函 数 と み る 乙 と が で き る が ， 病

院 ， ホ テ ル ( 安 会 場 を も っ ) レ ス ト

ラ ン ， 通 巡 業な ど IL お い て は， お の

お の ベ ッ ト 数， 席 数 ， 稼 働 R 動 車 台

数 な ど 建 築 延 l函 秘 と は 別 の 函 数 を 考

え る 必 要 が あ る。 乙 の 乙 と を 考 l却ι

入 れ 建 築 延 凶 主!i で 所 要 ス ペ ー ス を 算

出 す る の も 一 つ の 考 え で は あ ろ う 。

ニ ュ ー ヨ ー ク に お け る 駐 車 場 猿 備 の

た め の 基 準 を み る と

東 京 都 駐 車 場 条 例 ( 妙 ) 分の床面積の合計1 C 3分の2 を乗 じて得た面積

住宅， ア パ ー ト…・ ・ …  ・・・戸 数

ホテノレ， モーテノレ・・・・ H 回目・ ・・部 屋 数

病 院… ・・・・ ・… … …・ ベ ッ ト 数

劇 場， 公 会 堂 ， 教 会

レ ス ト ラ ン '  ・・ 田・・ ・席 数

百貨 庖 ， 事 務 所 ， 集 会 所 一床 面 積

倉 庫， 工 場・・ー・ ・・… 従 業 員 数

のように分けている。

S  4. む す び

大 阪 に お け る都 市交 通 の特 性 を 述

べ ， 大 規 模 建 築 物 を 中 心 と し た 駐 車

事 悩 と 駐 車 場 計 画 に 考 慮 す ベ 、 き 問 題

点 を い く つ か あ げて き た が ， ①保 有

向 動 車 を い か に処 理するか， ① ガ レ

ー ジ と パ ー ク の 時刻 差 をガ レ ー ジ の

管 理 方式 K よ りい か に 有 効 に 利 用

す る か， ① サ ー ビスヤードをし、か

にす べ き か， ④ オ ー ナ ー ・ ドライ

ノ《ー の 培加 を ど う さばくか， ① 自 動

車 に よ る 建 物 へ の ア プ ロ ー チ を い か

に す る か ， ① 建 物 の 用 途 と は 関 係 な

く ， ど く 普 通 考 え ら れ る パー ク を い

か に す る か 等 々 ， 乙 の う ち ど れ を 公

r o ＴＱ ， Ｑ 大規 慢 の ｩＱＡ 築物 ｉｾ 付限 する ｾｅｉ ｉ Ｈ 施殺 を前条第 1 号のJfi j畠IC供する 部分の床面般の合

( 駐車』値段の付霞)

節16条 法m 3条第 1頃の組定K 必 <n 市場! I ' ;

備地区内および前条の規定にJ &<周辺の区威内

ｉ ｾ おいて ， 新築に係、るｩＱＡ拠物色しくは噌築に係

る節分 またはその一部b: ，次の各匂のーに該当

すろi l ! 築物( i 1! 築基m法第85条の規定に法〈仮

設建築物な らぴ ｉ ｾ 法 第 Ｓ 条 ｭｬｬｲｴ の規定 ｉｃ ｊＮＡ［き駐

111lldYl' I備地区として指定された円， または前条

の規定 ｉｾ 法主周辺の区域として定められた日か

ら届t1して 6 月以内 IC，それぞれの区威内にお

いて， 工事K 若手したものを 除 < . )  を新築

し ， または 憎 築しようとする者は ， Ｏｘ条 ｉ ｾ 定め

ると ζ ろ ｉｾ 従い ， 当該ｩＱＡ築物または当該ｩＱＡ築物

の敷地内民自動車の駐取のための胞投 ( /x下

「政111施設J という。) を 付置 し' ，. ければなら

ない.

1  劇鍋，演芸場， 観覧場. 展示掛，公会

堂，集会助，キャバレー，舞踊渇，ホテル，旅

館 ， 料理庖 ， 百 貨庖， 映商館の 用 途 ｉ ｾ 供するｩＱＡ

築物および放送事業のj刊途K 供する主s築物なら

ぴ ｉ ｾζ れらのこ 以上 の ｭ 途 ｉｌ 供するもので ， 床

面積の合計が 3千平方メートルを E えるもの。

2. (j 1!!S所，后舗のJ fi 途K 供するm築物およ

び新 聞 事業の用途 ｉ ｾ 供する建築物 ， ，ｾらびに と

れらのこ以 上 の用途 ｉｾ 供するもので Ｎ 床 ｩｦｩ￭ 積の

合計が 5 千平方メートルを E えるもの。

3.  第 Ｑ 号 および前 号 ｉｾ 掲 げる用途 ｋ 供する

もので ， 前 号 ｉｾ 掲 げる用主主 ｋ 供する部分の床面

積の合計 ｉ ｾ 5分の3 を乗じて得た面積とl l ' i 1号

。 ｅ 掲 げる 用途 ｉｾ 供 する 部分 の床 面 般の合計を 加

算 してj 'J たifii 積が 3 千平方メートルを E える

もの.

(駐車他殺の親娘等)

第 Ｑ Ｗ 条 前条 の規定 ｉｾ より 付回 する駐 ＱＱＱ 施政は

次の各号 ｉｾ 定める迭問自民従い ， 自動耳 ｉ の駐車台

数 一 台 ｉｾ っ き Ｑ Ｘ 平方メートル以上の規燃を有

し，かっ，自動車が有効K 駐車できるものでは

ければならない。

写真 10 船織における後退建築線による

後返部を利用 した駐車

写真 11 同織に後温部 分 ｉ ｾ 斜 角 駐車し て
L、る

計IC加えた面積が 3 千平方メートルを E える音草

分 の面積 ｉｾ 対して ， 4 百平方メートル以内とと

民自動車の駐車台数を一台の由j 合とする E と。

{付置の特例)

第18条 第16条の規定の適用を受付る建築物を

新築し，または増築しようとする者が，当該建

築鈎の構造または当君主主E築物の敷地の位位K よ

り，知事がと〈にやむを得はいも のと 認めた場

合 ｉｾ おいて ， 当該ｩＱＡ築物の敷地よりおおむね Ｒ

百メ ー トル以内の喝所に前条の規定ICよる規般

を有する駐車胞殺を設ける渇合は，第16条の規

定にかかわらず，当該短築物または当該建築物

の敷地内 K 駐取施設を付阻 しない ζ とがで き

る。

( 筆者 大阪市立大学大学院特別研究生)
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大 阪 市 の 地 盤 沈 下 と そ の 対 策 に つ い て

i¥ 木

よ キサ

I  は し が き

西大阪の臨海地区における地盤沈下は，すでに昭和の

初期から知られており，その洗下丑は最大 2 m IC達する

ほど激しいものである。最近においては， ζ の臨海地区

のみならず，北区を中心とした市中心部における沈下

杭急速に増大しつつあり，さら1 ( . ，寝屋川流域におい

ても沈下の徴候が現われている状況にある。乙 れらの沈

下区域はいずれも，工場， ピJ レ等の密度の大きい， した

がって，地下水の汲上げの多い地区に当る。

し一

第 1 図 説 ; 下 等
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{白 胴 l開 殿

宝 911和 31 U4

品 荒 川 比高Z区的手む下 電 m

ゑも大さく 。東 1: 骨く 1志 E

/1、才〈句、 T い晶.

晶玉邑川庄町雫重量町・事駐

留f I 事 選 匁 し た .

線 図

健

正 人

地盤沈下の被害としては，排水不良化，橋梁桁下高の

不足，各種構造物の不等洗下等いろいろあるが，元来，

地盤高の低い大阪では，台風時κ おける高潮による水害

が，もっとも危険なものである。乙のため，ジェーン台

風による大水害を契機として， 昭和25年以降， 200 億以

上の巨費を投じ，防潮堤の建設，港湾地帯の全面盛土等

を実』ちしてきたが，最近の急速な地盤洗下は， 乙れらの

工事の効果を減殺しつつあり，一五IJ も早く，沈下そのも

のを防止する対策をたてなければならない状況下にあ

る。

n  地盤沈下の椴況

地盤沈下の調査データとしては，大阪市で実施してい

る水準測量と，市内 7 カ所 iζ 設け られた地盤沈下観測所

における沈下品およひ' 地下水位の自記計による記録が基

本的なものである。

JIIJ 者の水準測量は，毛馬悶門上の元擦の高さ O . P. 4m

697 を基準として， 市内各点の高低測E を行うもので，

HH和 P 年以降，毎冬 1 @J ，続けて実施してい る。これに

より，地盤が年々どう変るかがわかる。

後者の自記計による観測方法の原理は，直径30cm程度

の長い鉄管を地中に打ち込んで，下i : f i iを砂平1] 1酌 ζ 固定す

ると，その鉄管の深さに相当する土の屈が沈下収縮すれ

ば，見かけ上，鉄管の頭が地表から抜け出る形となる か

ら，乙れを拡大して自記装置に警かせれば，時々刻々の

沈下量がわかる。また， ζ のような管を数本，1 カ所 l乙

設ければ，その地点で，沈下盈が，どの深さで，どれく

らい起 っているか，その垂直分布を知: 1 ることができるわ

けである。また，鉄管の下端1 ( . ストレーナーを入れてお

けば，その水位を測る ζ とにより，その滞水庖内の地下

水圧の変動状況を知る乙とができる。

以上の，二種類の観測によるデータを用いて，大阪の

地盤沈下の概況を説明する。

‘-



d

・

. ) 沈 下 等 量 線 図

第 1 図は，昭和 10年より 31勾こまでの合計沈下琵の分布

を示すもので， もっとも沈下の大きい地域は戦前では此

花区，戦後は西淀川区で， 乙の地区の沈下誌は最大 2 m

k 逮し，西淀川区西繍の約 1k m
2
ほどは，すでに海淡して

しまった。段近では，北区F付近の沈下がお: し く大きく な

っている。

b) 沈 下 置 累 計 図

第 2図は，市内代表点における i也般向の年々の変化広

示す曲線である。各点のrtll*泉が同級の傾向を示すから，

その原因も，問ーの共通のものである乙とが予想されよ

う。戦前の昭和 9 年より 17年頃までは，急激な沈下を生

じており，沈下位の最大は，年間 15c mに逮している。 ζ

の急激な沈下も昭和 18年頃，急』ζ 減少し，昭和25年頃ま

て¥ ほとんど停 j 卜. している。それを過ぎると再び沈下を

はじめ，最近の沈下品は，戦前の最盛期と間程度1 ( 近づ

きつつあ る。乙のように沈下一一停止ー一一枕下と断然と

3 時j切に分け られる点は， 霊法なことである。

c) 月 別 沈 下 量 図

第 2 図κ より地銀沈下琵の経年的変化はわかるが， 1  

1，1' 聞に おける沈下i立の変動を知るには， 市ij 述の自 記『十|に

よるデータによらなければならない。西区九条K おける

観測所のデータより各月の 1 カ月間の沈下誌を求めてみ

ると 第 3図が得 られる。一見してわかるよう に， 互J t! jに

おける沈下量は冬期に比し著しく大きく， 1年閣の沈下

i の大半が夏期に生じており ，また，Ff _期と冬期の沈下

: l J l の比は年々 ，大 きく なる傾向κ ある。乙のよう ι 沈

下位の季節的変化が きわめて顕著な乙とが，大阪の地盤

沈下の特徴である。

d)  ;克 下 量 の 垂 直 分 布

前記九条観測所には， 3 0 m，6 0 m， 176m の 3 本の井戸お

よび， ｾ付 近の地 表面に水準点があり，その管頭およひＧ水

準点を毎年 1 回測量する乙 とによ り， どの地屈で，どの

くらい沈下してい るかがわかる。 乙れを示したのが第 4

図である。乙れによると，全洗下琵の半分ほどが，地表

より 30 m くら いの屈で起っている乙と がわかる。したが

って，大阪市内における土木建築の構造物の基礎を支え

ているいわゆる天満庖自体も，地表面の沈下誌の半分ほ

ど，沈下しているわけである。 .なお， 176m 以深におけ

る地盤沈下量が，最近， 急情しているのは注目すべき現

象である。

班 地 鐙 沈 下 の 原 因

今日では，地盤沈下の原因は，地下水の過剰汲上げで

あるというのが定説であ る。乙 れは， 日本各地の例でも

同様であるし，また，米国各地の沈下でも，同様な結論

になっている。しかしながら，当初は，いろいろ な原因

説があったわけ である。たとえば， 1)  ｊ 也燐述 Ｑｾｊ 説， 2)  

田 和 . .  
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土の自重により沈下するという説. 3) 重量建築物 によ

るとい う説. 4) 舗装，下水施設のため雨水の穆透分が

少く なり地下水が少くなったため と い う 説 な どである

が，いずれも，昭和 ＱＸｾＲ Ｕ 年の枕下停 止 や ，洗下が冬小

さく夏大きく なると いう事実を説明できない。

ζ の点，地下水説によればよく説明できる。地下水は

工業用水としてもっとも多く佼われ，その汲上げ量は工

業生産と密接な関係、がある。したがっ て，昭和の初期，

とくに昭和 10年台においては工業生産の増大により ，地
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.  

下水の揚水量も多 く， したがって，沈下も大きかった。

昭和18- 25年は，戦争末期，終戦直後の混乱期で，工業

生産がおち，地下水の使用畳も少なかったため沈下が停

止していたが，昭和25年より，工業生産の活発化 ととも

に，再び沈下 も増加してきでいるわけである。事実，九

条観測所における地下水位平均値の記録をみると， 第 5

図のどと くであり，乙の間の事情を裏書きしている。

また，沈下品が互に大きく なることは，市中心部ICあ

る多数のビソレの冷房用冷却水として，多: [ J j : の地下水が夏

IL集中的に伎われるため，地下水の揚水量が， Xi . 1L急増

する乙とから説明できる。九条観測所の地下水位の自記

計のデータ( 第 3図) を第 6図の枕下量図と比較すれば

両者の聞に，密接な関係がある ζ とが了解されよう。

砲E恒耳

地下水汲み上げ量調査について

昭和32年度の大阪市内のさく泉調査( 大阪府港湾諜

調) によると，総数 845本，内工業用 495本，冷房用350

本で，年間の総揚水誌は約 6 ，600 万 トン となっている 。

乙れを月別にすると 第 7 図 のどとくになり ，1 月の使用

量 400万 トンが， 8 月には 880万トンと 2. 2倍に増加して

いるが，乙れが，ｾ ｊ 節にのベた夏期における地盤沈下の

急速化の直接原因なのである。

冷房，雑用等のピ J レ用水の比率をみると，年I甘J，1，240 

万トンで， 2 割弱で< l ? るが月別でみると 1月に 50 万ト

ンで 1 ＺＧＡ［ｾ ｊ 強であるのが Ｘ } Hc は 300 万 トン と，全湯水量

の3496にも迷し，夏期における湯水量増加，ひいては，

地盤沈下を促進する大きな原因になっている わけであ

る。

工業用地下水も夏期IC増加するが， とくに，製氷関係

における増加が目立つており，冷房と製氷の両者が，夏

期の拐7 l < : f l l : 増加の大部分を占めている。

また，地区別に年間および 8 月の揚水量を示すと 第 8

図のようになり，市中心部における揚水量の割合が，い

かに大きいかがわかる。

V  大阪市内冷房施設調査

冷房用地下水が，地盤沈下に大きな影響があるのは，

IV 
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前述のとおりであるが，乙の地下水は，冷房用冷凍機の

コンデ ン サーＨ凝縮ｾＩ部の冷却用水として使用 さ れて

おり，室内の空気から 奪った熱を地下水に捨てているわ

けである。 しかし，乙の熱の捨て場所は，何も地下水κ

限る 乙と はな く，大気でも， あるいは大地でもよいわけ

である。大地を利用する方法は，まだ実用化 されていな

いが，大気の方は，すでκ ， Cool i ng- to・wer によ り，広

〈利用 されている。乙 の方法は， 循 環 し て 利 用するた

め， 少量の水でよく ，上水道ですむので， フィ J レターの

必要がな く，水量の確保が確実等の利点がある が，何と

いっても地下水に依存する必要がないため，地盤沈下の

副作用のない点が優れている。第 1表は，市中心部内の

冷房施設について，業種別および冷却方法別に調査 した

ものである。水道/)<. や C o olingィo wer が窓外iζ 多いと

いう乙とは，反面，地下水がIUに くいという事実を示す

ものであろう 。 とくに，最近，地下水では，必要冷却水

量の確保に不安があるため，新築ピルの Cool i ng- t ower

の利用が多 くなっている。

VI 大阪市地盤沈下防止条例

地盤沈下の理論については，いろいろあり，まだ決定

的なものはないが，地下水が原因であるという点は， ど

の理論にも共通 しており ， したがっ て地下水の汲み上げ

の制限が，沈下防止のもっとも有効な方法である乙とは

間違いなし、。

乙のため大阪市では， 昭和29年来，工業用水道の施設

を作り，地下水を地表7 l <IC転換 させ るべ く努めているわ

けであ り， 此花， 福島区では目玉1: 52. 500 トンが給水さ

れ， 34年度から は，東淀川，西淀川iX.I C40. 000 トンが送

られる予定であ る。

また‘ 乙れらの地域には， 34年 1 月より，工業用水法

による井戸の新設の取締 り が 行 わ れ ている。 t のよう

に，工業用地下水に対しては， 対策がとら れている ので

あるから， 市中心部のヒソレ等の地下水汲み上げを放置す

る乙とは， 片手格であ り，当然，乙 れをも規制する必裂

がある。 ζ のため大阪市では， 今度乙れ らの地下水を対

匁と した条例を制定した次第である。 乙の条例は， その

性質上，工業用水法に類似したもので，井戸の基準等も

|司ーである が，井戸の代替施設として工業用水法が工業

用水道を前提としているのに比 し， ζ の条例では冷却塔

を考えていること，また，既設井戸の転換に対 し助成の

道を開いている点が臭っ ている。 以下， ζ の条例の主な

条項を列挙する。

大阪市地盤沈下防止条例抜粋

(目 的)

m1条 ζ の条例は地下水の採取が地盤沈下を誘引すると留めら れる

地区内1<: おける地下水の使用を制限する ζ とに より ， 地盤の洗下を防止

し，公共の安全を確保する E とを 目的 とする。

(定 磁)

t1l 2 条 ζ の条例で 「井戸」 とは動力を用いて地下水 ( 温泉法陀よる

温燥ならびに製造業( 物品の加工修理業を含む。) 低気供給業及びガス

供給業の用K 供する地下水を 除 く。以下同じ。) を採取す るための施披

第 1 表 大阪市内 (北，耳! . 雨，西，浪速区) 冷房設備羽笠{ 昭和32年制)

(コ ンデン サー冷却法および業積別総儀表} R. T. 日本冷凍ト ン

一、業ト¥禍¥』侮能別生設、旦力¥ 

弁水 2ポInJ cプh畦以上出口
ポノプl以lt 出口

水 道 水 ヲーリ ングタワ ー

そ の 他

不 明 計弁水 2inch 下 (河川水等

冷般凍機l柑 I冷凍飽力

司P副器 |τ冷凍飽干力十

護凍器 |冷凍能力 設冷凍繍備 I冷凍能力 P 器 |冷凍飽力

件数|台数I R .T  件数|台数I R. T  件数|台数I R. T  件数|台数I R .T  件数| 台数I R . T  件数| 台数I R .T  

1  ビルデイング 181  34 5. 075. 14 1  2.0  1  13. 78 121  27 4. 314 目02 1  3 1. 200. 6 21  3  21. 16 351  69 10. 626. 7 

2  クラプ 協会 4  61  186. 06 1  1  3.2  71  9  49.29 1  11  24 .49 13 17 263. 1 

3 商 社 商 后 181  20 1， 741. 48 111  14  51. 64 501  58 272. 37 161  21 1， 085.68 81  54 .93 102 121 3. 2ω. 1 

4  銀行保証険券会社 381  54 315.28 331  54 1，938.12 31  3.  434.96:  1  11  4.6  92 141 5. 270.0  

5 朕 函 館 劇 助 231  4113. 069.78 11  1  17. 4 71  8  1，413. 56 311  50 4. 5∞8  

6 ホテル 旅館 81  121  380. 88 71  8  47. 38 151  16 54. 95 21  2  503. 5  61  6  32. 75 381  44 1. 019. 5 

7  料理座 長 Ｚ［［Ｚｾ 1  29  381  38 780. 861  17 19 1臼 03 101  14

1  

69.22:  23 
241  73. 4 お6 402 1. 887. 0 

茶庖

キャバレ ー

8  新ダンス ホー ル 15 
809. 33 21  2  7.551  9:  9  65. 03 21  2  12. 7 1  2  21  40. 39 こ0 37 935.0  

テ聞レ社ビ 放促送話局 15 1， 970. 96 13 58.9  1  8  11 1. 236.16  1  11  2. 23 30 53 3. 268. 3 

10 百 貨 庖 9  9.4凶 .94 29 4  2. 1∞.0  17 ω  11. 631. 5  

11 パ チ ン コ庖 12 151  205. 88 21  2  13.281  23:  26 127.531  2  2  13.1  12  121  72. 51 51 57 432. 3 

12 食 品 4 51  14.3  161  20 43目 42 74 .87 4  41  4. 51 63 71 137.7  

13 病 院 研究室 10 16. 58 5  10 16.6  

14 そ の 他 4  51  191ι 7  21  2  7. 32i  16， 16 1  11  1. 08 23 24 225. 9 

計 176 296

1

26.323・6 801  88 1. 940.5  1  100 149 12. 791. 7  161  22 1. 717.5  1  59 621  307. 6 886 1159 43. 420.4  

叶201 251  61 1  91  81  1  1  

51

1イ イ1

11

1 一日刊 21 4  1 什 1 卜0011001 1ω 
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(河川法による河川及び潤川附近の土地の区威内のものを除く。 ) をい

フ。

( 許可)

第 3 条 地下水の採取が地豊富tt 下を誘引すると包められ，かつ，上水

道その他の水源を有する地域て市長が指定する区成 ( 以下「地盤tt 下防

止区域」という。 ) 内の井戸により 地下水を係取しようとする者は，井

戸C とに，そのよえトレー ナー ( 鍛水: l ' L) の位凶及び勘水織の吐出口の断

面積 (吐出口が二以上あるときは， その断面績の合針。以下同じ。) を

定めて，市長の許可を受けなければはらはいa ただし，揚水織の此山口

の断面積が二十一平方センチメー トルを ζ えない井戸については ， l:.の

限りではい.

( 大阪市告示第95号)

大阪市地盤沈下防止条例第三条の規定，ｾ基く地盤以Ｚ 下 防止区械

を左記のように指定する。

北. 東，南，西， 浪速区の全部。た fゴし，公有水而を除〈。

( 許可の越噂)

lv. 5 条 市長は ，m三条の許可の市s，')K係る井戸のストレーナーの{立

位 および鍋水績の凶出 口 の断面積が市長の定める技術上のｊ，ｾｬＺ｜ｬｉ ｋｪＺ 富合し

ていると留めるとき は，許可しなければはらない。

( 大阪市告示第96号)

条例筋五条，ｾ規定する技術 上 の基司自は ， 左記の通りとする。

1. 揚水機の吐出口の断i ! i i 積が四十六平方センチメートル以下の

6のK ついては，井戸のストレーナーの位低が地表面下八十メ

ートル以深である ζ と。

2. 揚l l <機の吐出口の断面積が四十六平万センチメートルを E え

るものについては，井戸のストレーナーの位陛が地表面下百八

十メートル以深である ζ と。

( 経過惜位)

lv. 6 条 市長が地盤tt下防止区蹴を指定したき い， その区成内，q 見に

有ーする井戸により 地下水を採取している者は， そ の井戸 ， ｾついて ， その

ストレーナーの位 位 および錫水織の此ＱＺＱ｜口の断面積， ｾよ り ， 第三条の許

吋を受けた色のとみなす。

2.  前項の規定K より第三条の許可を受けたものとみは占れた者は，

その地践が地盤沈下防止区践となった日から一月以内K . 届出轡を市長

K 挺出しなげればならない@

ｻ 使 用 者， ｾ対する指 位Ｉ

節目条 市長は ，地豊富の沈下を防止するため， 必要がゐると認めると

き は，使用者， ｾ対し ， 地下水の使用方法の改善又は地下水を使用 しない

冷却繕式その他の方法を示して， 併可井戸による地下水の採取を廃止

し，叉は採取f置を減少すべ主旨を指示する ζ とができる 。

{ 助成)

第16条 使用者がnn条の規定K よる街示K 基いて従来の飽般を改める

場合は，予算の範囲内において， 市長の定めると ι ろにより，設備資金

を貸しつけ，または助成金を交付する E とがある。

以上が，本条例の骨子であるが，要する V ，対二戸の新

設を11; 11限してゆけは，井戸の 耐 周 年 数 ( 5 - 1 5年〉がき

て. J順次数が減るし，また， Zt 極的 K . Jl)JI点措置を講じ

て，乙れを転換させて行けは. J也下水の汲み上げを減少

させるととができ， したがって，沈下を減少させる乙と

ができるという考え方に立っているわけである。

なお，乙の条例は本年 4 月 1 1 : : 1 より施行されている

が，乙の条例で今後問題となる点としては， 1) 湯水機

の吐出口の断面積が 21 c m2
以下の井戸l よ， 許可を要し

62 

ない乙と ，2)  21cm
2

以上でもス トレー ナーの位置が80m

あるいは 180m 以深な ら許可 しなければな らない乙 と，

3) 既設井戸の転換を指示はできるが， 命令でき ない 乙

と，な どが考えられるが，乙 れ らは，いずれも ， 工業用

水法により ＱＧｾＱ 約さ れ るもので， 現段 階では ， やむを 得な

いものである。

W む す び

大阪の発展は淀川水系の豊富な地下水によ ると乙ろが

大 きいが，いかに豊富 とはいえ，自 ら限度がある。 乙の

限度を，はるかに上廻るほど，多量の地下水を，単 に安

上 りという理由から ，多くの工場や ピJ レ等が汲み上 げ，

そのために，地盤沈下をひきお 乙し，一般市民に大き な

損害を与えているのが現状であ る。原因のすべては市内

約千本の井戸K あ り，乙 れ らの井戸を廃止すれば，洗下

は自ら止る ζ とは明白である。だが， 井 戸 の 全面禁止

は，経済的，社会的に影響が甚大で到底不可能であり ，

さらに ，地下水汲み上げが土 地 所 有 権の一部と 考えら

れ ，なんらの制約をも受けないといういままでの法規上

の観点からも，困難である 。

しかしながら ，すでに，地下水が無尽蔵と考え られた

時代は過ぎ去り ，河川水と同様に ，地下水 lζ 対しで も，

厳重な規llill . : f 必要とする時代に な っており ，地下水平11m

K 関する新しい法規を必要とするわけである。工業用水

法と ，大阪市地盤沈下防止条例は， 乙 れ に応ずる もの

で，官iJ 者は，工業用地下水 を，後者は ，冷房， 雑 用等工

業用以外の地下水を対象とするものである。

乙の両者による規制lで，どの程度，地盤沈下 が減少す

るかは ，今後の地下水汲み上 げ量の減少程度に大きく左

右されるものである。したがって，循環使用等による地

下水の効率的使用法，あるいは冷却塔以外に地下水を利

用しないで冷房，冷却を，経済的にやれる方法等の研究

が望まれる次第である 。

(1医者 八木 : 大阪市計画局計画課長上村 . 同第二計画係長)

X  ×  X  

×  X  ×  

特許 防火シャッター全般

(@)) c川町・ 21主品
、 南 / オートマ チツ0

22 小 俣 製 作 所 大 阪 支 庖

( 旧問中 ν ヤッグー)

大 阪 市 北 区 務 総 町 3 0 ｔｅｌｾＹＰ ｬＶ＠
本 社 及 エ 湯 ・ 埼 玉 県 与 野 町

東 京 事 務 所及工場 ・ 東 京 都 北 区 田 端 町

.  
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大 阪 駅 日IJ 改 造 計 画 つ て

堀

(ー〕

大阪駅前ー符の地城の整理の乙とが問題と なったの

は，速く大正年代の乙とである。もと乙の地は西成郡曽

根崎村の一部であっ て， 明治七年梅田ステ ーション( 今

の大阪駅) ができた当時は一面の菜種畑であって，人々

は弁当持参でとの菜種畑から珍しい岡蒸気の発若を見物

したといわれている。明治三十年大阪市域κ編入された

前後から，鉄道の発達に伴 って急速に発展して現代に至

ったものである。従って駅前の広場とい ったよう なもの

も紐めて狭く ，また附近一平誌は往時の畑道がそのまま市

街地と化 したために道路は狭隆で しかも無秩序であり，

その両ｾＡｬ ｊｉ ＱＺは旅館，下宿屋，土産物屋，飲食庖等の木造

建物が雑然と建立立んでいたのであった。( 図 1)

乙の状態を近代都市化しようという議が起ったのは大

. i E 十五年の十一月で，内務，鉄道両省，大阪府，大阪市

その他の関係者が集まって協議会を組織して，協議の結

果，一つの成案を得て内閣に内申をしたのであった。 ζ

の案は関係当局でさらに慎重K 審議検討された上，都市

計画大阪地方委員会の諮問を経て昭和 3 年 五月内閣の認

可を得たのである。

その内容は大阪駅前 lζ 約 4 千 2 百坪の広場を設け，乙

乙11: 数条の地下道を開さくする乙ととし，また御堂筋，

梅田九条線を根幹として，その中間地帯1 00米ないし22

米の都市計画街路を東西ならびに南北 lζ 六線を配し，高

層建築物敷地を造成す る乙とを 目的 とした土地区画整理

を施行する乙とであった。

かく て昭和 10年 4 月都市計画法第 13条および同法施行

令第 15条の規定によって， 駅前i也j裁の北部区域約 1 万 5

坪の土地区画整理施行を，内務大臣から大阪市に対し

命令が発せられたのである。

大阪市ではこ の命令にままいて事業を施行するため，当

時の土木部内に臨時大阪駅前整理事務所を設置して直ち

に事業 lζ 若手した。

新 次

整理国車!iは古i] 述のどとく，大阪駅前地域の北半分約 1

万 4 千 7 百坪lζ 過ぎない猫額大のものであるが，事業予

算は 2 63万円( 試みに現涯の価格に換算して見ると約

10位¥5 千万円) で，全額土地所有者の負担. であった。乙

の区域は前述のように大阪駅の発達とともに発達したと

乙ろであって，家屋は調密し旅館飲食庖その他の1. 5舗が

粁を並べてその数 394 戸あり ，居 住 者 の 数 も 約 2 千 5

5人であって相当数娠を極めていたし，またすでに 4 階

建， 5 階建のピ J レも 4 棟程建築されてあったものを全部

撤去して，借地権も消滅せ しめ，文字どおり更地にした

上で土地の交換分合，すわち換地処分を行って，高庖建

築物敷地K 適合した宅地を造成しようという随分思い切

った大事業であって，また乙のように高度に発達した既

成市街地を，災害復興というような特別事情もないとき

に，土地区画整理の手法を用いて根本的 lζ 改造しようと

いう ζ とは，当時としてはわが国でも始めての試みであ

った。従って事業遂行の上K いろいろと困難が伴ったの

である。 )-，!I 住者の立iRの交渉も{ 自に綜iを見ないほど困難

を極めたし，また土地所有者，借地権者等の利害関係も

相当複難であ って，民事訴訟や行政訴訟もい くつか提起

図 1 昭 和 9 年 頃 の 大 阪 駅 前 の m物 の 状 況

63 



図 2 A :  m 1 次施行区域 s : 第 2 次胸行区域

れ， 乙れらの調整にもかなり骨の折れた ζ とであった

が，しかしながらf 3 年以内に工事を完了すベし」との

内務大臣の命令の期限内K は居住者の立退も怨築物の収

去もほとんど終っ て，昭和 13年の 5 月l乙換地の発表をし

たのであった。そ してその翌日には早くも槌音も高らか

lζ 阪神ビソレが建築工事K 着手したのであった。

また木整理区域は甲車fi l妨火地区，商業地域，美観丸il 区

にそれぞれ指定され，さらに雄物の高さの最低限度も指

定されて，当初の計画どおり近代的な高周辺築物街が実

現するばかりとなったのである。

と乙ろか演会、な乙とには，乙の頃日支事変はいつ果て

るとも知れぬ泥沼の綴相を呈してき て，時局はいよいよ

重大， 一 切の建築物は禁止され，鉄鋼は砲郊のために回

収される乙ととなって，せっかく組立てられた大阪駅舎

の鉄骨も阪神ヒソレの鋼材も回収されてしまった。つづい

て大東亜戦争!C突入，やがて敗戦，と苦しいコースを辿

ってきたのであるが，建築禁止を喰った大阪駅前はやむ

を得ず総の芝生にしておいた。だが，乙の芝生も敗戦当

時の混乱に乗じて第三国人を中心iζ たちまちに占領され

てしま って，所謂関市， バン宿，阿片窟等大阪市内でも

最も恐れられた暗黒街と化したのであった。

時の経過とともに社会の秩序も徐々に回復して， 乙の

地帯も一昔前とはよほど変っ てきて，日本ーの高さとい

われる第一生命ヒソレがまづ完成し，続いて梅田ピルも完

成し，阪神ヒツレも大拡張工事が結成されたし，阪急電鉄

も梅田南駅新築のため土地の回復を計りつつあっ て， 駅

前北半分の第一次整理区域は逐次木来のｾを取灰しつつ

あるのである。 しか しながら，第一次区域に南舷ーする約

1 万 7 下坪の地域は，大阪駅前節二次整理区域として以

前より整理の企画はあったのであるが，前述のような事

情の下に若手に至ら なかった次第である。したがっ て依

然として道路は狭隆で錯雑 し， 乙の狭い地域に 850 戸の

木浩( 極 く一部分が堅固の主主物) 姑築が雑然とm遊んで
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図 3 都 市 計 画 街 路 網 図

いる状態で，保安，衛生， 交通防災のいづれの点よりみ

ても，ま乙とに遺憾に堪えないと ζ ろである。

( 二)

人口 280 万人，わが国第二の大都会である大阪市の

隙の表玄関口 が，官i1述のような状態で捨てておかれてよ

いも のであろうか，一日も早 く近代都市 lζ 相応しい高度

の利用方法を講ずべきであるという声は各方面からあが

ったのであり ，ま た大阪商工会議所方面から大阪市当局

IC対して要望笹の提出もあったのである。このまま κ し

ておくわけK は行かない。ぜひとも適当な整理を行なわ

なければならないという乙とは誰しも判っている乙とで

あるが，何分にも多額の資金が要る乙とであり，またち

ょっとの土地でも争われるよう な高価な土地柄だけに，

鈍行上大変な困難が予怨されるので，簡単に手を下す 乙

とはできない。昭和 10年から昭和 13年!C行った第一次土

地区画整理の時のように， 整理費の全額を土地所有者の

負担にする乙ともできないし，また当時と逃っ て民主主

義の発注した今日，居住者全部の移転立退を要求する乙

ともでき難い。国家公共団体の負担と責任において，し

かも居住者，営業者，建物所有者，その他の権利者の権

益を害する乙と な く，むしろ乙れらの権利者の利益の増

進を計りつつ改造務理する方途を講じなければならない

次第であるから . 容易な業ではない。

と乙ろが昭和30年の 4 月K 施行された土地区画整理法

IC宅地の立体化，いわゆる立体換地の規定が制定せられ

た。乙の規定は土地の所有権，借地権』ζ 対する実 IC画期

的な変i濯を企図したもので，すなわち一定の条件の下IC

宅地に換えて，建築物の一部およびその正II 築物の存する

士地の共有持分を与える乙とができる乙ととなったので

ある。であるから乙の規定を活用すれば案外うま く大阪

駅前地法のE整理もできるのではないかと考えられたの

で，大阪市では昨年から計画局整地郎の内 に大阪駅前整

玉虫事務所を設け，大阪駅前地域の基礎的な調査を進める

.. 
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図 4 航 空 写 真 で み た !1' l FU 区 成

とともに，建設省計図局の指導を受けながら. f i I ) と々案を

練っている。

また昨年の 10月2 8 自にはま主設大臣より「大阪都市計画

大阪駅前第二次土地区画整理事業を胞行すべき区域の決

定J ( 凶 2) が告示され，ま た本年の 3 月 2 日の大阪都

市計画地方審議会において灰域内の郎市計画街路網の変

更が決定された。 ( 図 3) 一方建設千? では本事業を公共

事業として認証し，昭和34年度事業vl 予算を 6 千万円と

し，内 2 分の 1 を国庫補助する 乙と に内定して木市に連

絡があったc

整理案の内容はまだ成案とはいLぜι 、が，以下大体の

構惣を述べて見ると，

(  1  ) 都市改造事業として土地区画整理法第 3 条の 3 項

の規定によって公共団体た る大阪市が乙れを施行する。

( 2  ) 立体換地方式による土地区画整理である から ，原

則として土地の買収や借地権の収用は行なわないで， 換

地として乙の土地に新に建築する建築物の一部およ びそ

の建築物の存する土地の共有持分を交付する。もっとも

土地の所有権者や借地権者から申出がある場合は金銭で

清算する。

( 3 ) 現在存する残物は特殊のものを除いて全部収去す

る。 ( 図 4，5)  

(  4  ) 施行者K おいて新lζ 高居建築物を建築して， その

敷地とともに換地の対象にす るとともに，現在の建物の

占有者 lζ 優先的に利用せ しめる。従 って現在の建物の所

有者や占有者K 対しては工事期間中一時仮移転をしても

らうが，他の地域』ζ 立退を要求しない。 もっとも建物の

所有者や占有者の自発的希望があれば，適当な補償金を

支払って他に立退いてもらってもよい。

( 5 ) 新高層建築物は目下専門家によって研究をしても

らっているが，大体 4 ないし 5 棟で地上 8 階ないし 10階

建，地下 2 階とし，地下 1 階は全建物を相互連絡するよ

うにしていわゆる地下街を形成する。

図 5 線 田 新 itl 上 笠 よ り み た 盤 型 区 域

( 6  ) 現在の建物の利用状態は別表の とお りであるが，

乙れらのものが全部新ビ J レに移転するものとした場合に

は，例えばー悉多い繊維問屋のどときは一つのピ J レK 集

めて，繊維館としエレベ ーター やエス カレー ターな どの

設備を充分に施す乙とによっ て顧客の便利を図り，経科'

者はそれぞれ異るが，あたかも一つのデパート メントス

ト7 ーのようにし，また新ビ J レの 1 階には数条の通路を

設けて，街路 iζ 面する部分とともに一般商庖街K 割当て

る。飲食庖，パー，スタン ド，理髪庖，美容院，浴場，

遊戯場などは地下 1 階に収容 して 1 ;極特別な趣きのある

梅田地下街を造る。旅館，ホテル，事務所，洋裁学校な

どは 3 階以上に割当てる乙とによって，現在通りの営業

の継続を計る。

(  7  ) 新ヒソレは前述のよう に現在の土地，建物の所有者

ならびに占有者 lζ 換地として割当て，優先利用せしめる

ζ ととするが，なお相当の余剰坪数を残す乙とと なるの

で，これらは一般に分譲したり ，または他の都市計画事

業のために移転立退を要する人達で，適当と息われ るも

のに利用せしめる乙とによって建築資金の回収を図る。

( 図 6)  

( 8  ) 施行区域は北区曽根崎上 3 丁目，上 4 丁目及中 2

丁目とし，その面積は 2 万 3 百坪とする。

( 9 ) 区域内の街路網は第一次区域との関連を考慮して

別図のとおり とす。

( 10) 区域中央部の40米の街路の地下に自動車の駐車場

を設けて，新ビ J レの利用度を高め ることとする。

( 11 ) 事業費は整理費と建築設の両雄とし，整理費は公

共事業1'1として政府の認証を得て 半 額 の 国庫補助とす

る。主主築資は金額起債としてこれを賄 う。その総額は建

築物の規模がまだ確定しないのでやj 然としないが，大体

120億円ない し150億円と見込んでいる。

( 12) 事業施行年度は昭和34年度より 7 ヶ年の継続事業

とする。
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表 1 整 理 縮 行J前 後 の 地 積 表

種 m 盟 前 整 理 後

宅 地 14 .154.51鐸 11. 093 ∞坪

道 路 6.145. 49 9. 207.∞ 

計 Ｒ ＰＮ ＳＰ ｾ ∞＠ Ｒ Ｐ ＮＳｾＰＮ ＰＰ＠

表 2 現 在 区 域 内 土 地 利 用 状 況

極 別 l宅地問 瓦)l 脚 酬 の) I 脚 面積( C)

91%  156% 

図 6 m 理 予 惣 図
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表 3 現 在 区 域 内 建 物 利 用 状 況

種 別 | 件 数 | 延 面 積 | 比 率

飲 食 遊 戯 庖

一 般 商 広

務 所 銀 行

旅 館 ホ テ ル

繊 維 問 屋

住 宅

倉! i l l そ の 他

計

( 三)

225 

188 

25  

13  

3お

43 

ω  

889 

7. 659.72坪

3. 752.71 

1. 954 .26 

1. お5. 56

4.591. 62  

803. 66 

1. 銘4. 77

22. 122. 30 

34.6%  

17. 0  

8. 8 

6.2  

20.8  

3.6  

9. 0 

100. 0 

大阪駅前の務理改造計画は大体以上述べたとおりあで

るが，本事業は何分にもわが国で始めての試みである立

体換地方式によるものであり，法律，規則の上にも種々

と疑問の点もあり，また土地所有者と借地権者，建物所

有者と占有者または営業権者などの利害関係も複雑多岐

にわたっているので，実施に当っては相当困難な問題κ

逢着するものと思われるので，各方面の絡別の協力支援

が必要である。とくに乙の事業の成否は地元関係者のよ

さ理解と協力が絶対必要条件となっているので，市当局

としては目下地元関係者の理解を深めるためK 大いに努

力中であるとともに ，また本事業は莫大な経践を必要と

するので，事業主( 1 1 : : 対する国庫の補助や資金の融資につ

いて， 政府当局に向って特別の配慮をお願いしている次

第であります。

( ; ( 1 者大阪市計画局m地部長)

4充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦UJ J 3  J l l ( 井池筋) 旭洋ピル 3 階

電 話 @ 3606 ・4089
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N E W  T O W N 一 大 阪 の

1. は じ め に

“ Ne w Town" 乙んな言葉が日本で

も盛んに用し、ら れるよう κ なっ たの

は，確か数年前，住宅公聞が千葉県

柏市の郊外lζ 光ケ丘団地 ( 960戸)を

建設し，I鳴物入りの宣伝でジャ ーナ

リストなどK 大いK 使われたのがそ

の走りではなかったかと思う 。その

後，続 々と，いわゆると日本ーミの

Ne w Tつwn が各地 lζ 出現しているが

少な くとも現在では，名実ともに日

本最大の Ne w Town は大阪府下の

公団， 香里団地である 乙とに間違い

ない。しかし， ζ れらの Ne w Town  

が文字通りと新しい街ミという程度

lζ 軽く解釈されている のな ら問題は

ないのだが，乙れが英国な どでいわ

前 田 勇

は，その実態の空虚 さを常に反省し

ていなければなるまい。

2.  英闘の New Town 

それでは一体，いわゆる本格的な

Ne w Town，英国の場合はどんなも

のであろうか。第一次産業革命以

来，深刻な社会問題として取り上げ

られて来た住宅問題を根本的に解決

する方策と して，大都市中心部の改

造と，それに伴 う周辺都市の開発と

が取り上げられてきた。また同時

1( ，乙の考え方の大き な背最になっ

ているものとして，一連の社会改良

主義者たちの回国的な理想都市の イ

メージがあった。大都市の混乱を救

い，美 しい回闘と近代生活とが平和

れている本格的な New Town と混 に共存する静かな田園都市， 住宅と

同され，都市計画や住宅問題の混乱 職場とが完全にとけ合ったコミニテ

を一気lζ 解決してくれる救世主のよ ィ。彼ら が信奉した乙れらの夢は，

うに過大評価されては大変だ。もう いずれも英国の経済，社会，そして

一つの頼みの綱，市街地再開発の方 美しい緑の田園と恐るべき灰色の大

も羊頭狗肉，徒らに新しい言葉だけ

を使 って， 実際問題の解決はかえっ

て悔を千織に巡すので、は ないかと恐

れられているが，“ Ne w To wn" の方

も同じ乙と。要するに， 乙の二つの

現代的手法もそれが基礎になる， し

っか りした7 スタープランの上にた

ち， しかもそれを推進する政治や行

政の力が背公にあ ってζ そ始めて救

世主たり得るのであって，一知半

解，徒らに言葉の新規を街うのは問

題の焦点をはずすだけではなかろう

か。ジャーナ リスト が軽い気持で使

うな らともかく，少な くとも当事者

都市とが，長い間に培養してきた一

つの良識である。 例えば，職場と住

居とが一つの街の中K なければし、け

ないという考え方はもちろん使利と

いう乙ともあるだろうが，それより

もっと深い本質的な問題として，彼

らの家庭生活の長い伝統を無視す る

わけには行かない。英国の古い生活

m習によれば，昼休みにすべての人

が職湯や学校から家 lζ 漏り， 一家揃

ってデ ィナーの食卓を囲む。 ζ の習

慣は夕食後，媛炉の閤りに一家が集

って団療するというようないくつか

の英国らしい家庭生活の主要な行事

場

h. .  

口

であった。職窃と住居と が完全に分

離してしまう大都会での生活が彼ら

の生活方式にとって，いかに大きな

革命的問題となるか。例えば，われ

われ日本人にとって長い間の木造住

宅をやめ，コンクリートのアパー 卜

に住むより以上に大きな生活の変化

と考えられているのではなかろう

か。また，英 国 の 場 合， ζ れ らの

New  Town や大都市中心部の改造

は，あ くまで総合開発計画の一貫と

して何十年もの問，検討に検討を重

ね続けて きたマスタ ープラン に2まい

て実施されている。だから 乙そ住宅

建設を主体として工場立地を考える

というよう な， 一見われわれの常識

では強引に見える考え方も，充分

皆から認め られているのであるし，

また，逆にいえば，住宅建設の方が

それだけ経済開発や社会改良とい

う，より広い益盤の上で策定されて

いるともいえるであろう。

3.  大阪の条件

ひるがえって，わが国の都市計画

の現状を見るとき，はたして，乙れ

らの本場の大都市改造や Ne w Town  

の建設が可能であろうか。またはた

して適当なのであろうか。遡れば，

わが国の政治，経済，社会の構造の

問題K な ってしまうが，少 くとも，

乙のような考え方をそのまま適用す

るにはあまりにもいろいろ な条件が

違っている。いまや続々と，いわゆ

る日本の Ne w To wn が 建 設 さ 札 表

面的K は確かに国際級のものが造ら
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れ始めたが，それだけ重大な問題が 心部から 20- 30キロのと乙ろに，標 適地としての条件だけでも な く，そ

提起されているのではなかろうか。 高 500 メートル以上に達する生駒山 の附近一帯のより大き な開発計画の

白木で本格的な Ne w To wn，職場 系や北摂山系が天然自然のグリン 一環としての考慮が必要である。伊j

と住宅とを一絡に考えた新しい衛星 ベJ レトを形成している。また大阪市 えば，大阪府下においては，乙のよ

都市を考える場合，果して英国で行 内に住宅適地が少なく，また私鉄の うな適地として千里丘陵，香里丘陵，

われている形が，も っとも理想的な 沿線開発が非常に早くから発達した 生駒山麓，羽曳野丘陵，和泉丘陵，

ものなのであろうか。考え方として ために，郊外住宅と市内住宅との比 泉南丘陵な どが考えら れるが， ミれ

は，現在の似て非なる Ne w Town  重はその量，質ともに東京やロンド ぞれの立地条件κ ふさわしい，それ

ではなく，職場の問題や自治行政 ンの場合と著しく巡っている。大阪 ぞれ独自の構想が考えられねばなら • 
全般について広い視野を持たねばな の New Town を考える場合，乙れ ない。例えば，香里丘陵は淀川左岸

らないということは間違いないのだ らの地理的，経済的，社会的な特性 の新工業地帯の育成と合せて考え ら

が，だからといっ て，英国の New を充分考慮して， われわれにふさわ れなければならないし，生駒山麓は

Town の型がそのまま手本になると しいものを考える必要がある。
東大阪の治水や中小企業の再編成と

は限ら ない。わが国の場合には職場
表裏一体 l ζ 考えるべきであろう。ま

と住宅との地域的な小さな結合より
4.  「今や住宅問題は転機に立つ た，泉南丘陵の開発については，泉

もっと大き な範囲での有機的な協力
ている」と最近よくいわれるように 南地方産業の振興のー療と して 乙そ

関係が望ましいだろうし，その際 ，日
なった。確か lζ 住宅事情も一頃のよ 意味があるだろう。 ζ のよう な総合

本人の労働や余暇生活K 対す る考え
うな絶対量の不足から ，供給対象と 的な視野の中で，) 思い切っ て大規模

方や1芸大な潜在的失業問題を考慮 し
家賃の問題とか，都市計画との調整 な住宅適地を選定し，公営，公団住

なければなるま し、。具体的にいっ て
とか，いわば質的な問題に重点が移 宅，その他，全ての住宅建設をはじ

職場と住居との結合 lζ 神聖な宗教的
ってきている。とくに大都市周辺の め，それ l ζ 関連した各種開発事業を

な意味を認めるよう な伝統のないわ
宅地難が住宅問題の解決K 非常に大 網羅した総合的マスタ ープランを作

が国で，職場と住宅とをそんなに無 きな障害と なりつつある。 成し，すべての機関がすべての事業

理してまで小さ な街の中で一致させ 大阪の場合でも既成住宅地はもの を，もっとも効率的に集中するとい

る必要があるのであろうか。快適な すどい地価昂騰のため，集団的な住 うよう な恩いきった事業を起さ な

通勤機関による住宅地区の分離は望
宅建設をほとんど不可能にして しま いかぎり，住宅建設と都市計画との

ましく ないのだろうか。しかも労働 った。 ζ のため，大阪市の周辺， 東 悪循環を絶つ乙とはできない。

時間の短縮，生活水準の向上，余暇
淀川区や東住吉区など，比較的開発 乙のよう に大規模な事業を計画的

時間の増大，その他いろいろな新し の遅れている地区 IC公営，公庫，公 に行う乙と ができれば，でき上った

い可能性がわれわれの生活におい 団の住宅団地が集中し，上下水道， ものも理想的なものになるばかりで

て，いわば再生産的な消費生活のウ 教育施設など，多くの都市計画上の な く，事業の採算としてもけっして

エー卜がもっと重くなって行くので 問題が発生しつつある。 また豊中市 事lの悪いものではない。一挙に用地

はなかろうか。われわれが目標とす などの衛星都市にお ける人口増加 を買収し，逐年，計画的に宅地造

る新しい近代的な理想郷が人口五万 と，乙れに伴う住宅ブームは自治体 成，道路，下水，河川，公園 などの

程度の街の中で充足されるとはとて としての機能IC致命的 な打撃を与え 整備を実施し，充分道路，公園，緑

も考えられない。わが国の現状では ょうと している。 乙のまま放置した 地などの公共用地を確保した上で公

大都市生活の積極的な函をもっとも のでは，阪神間都市を核とした: ; t t 大 営，公団などの住宅団地や商工業用

っと 肯定しなければな らない段階で な市街地の発展が怒憶のように拡が 地などとして売却し，その収入を事

はなかろうか。とくに大阪の場合 ，東 って， 世界最大のコーナーベ ーショ 業費の財源、と用地費の償還に充当し

京の場合とは違っ て大都市の立地条 ン， ミ大東京ミの慾を繰返す乙とは て行 く。 もち ろん，乙れらの事業に

件としてもロンドンのそれと あま り 必定である。い まや， ζ れら無秩序 関連して住宅建設，水道，教育施設

lζ も迷い過ぎる。東京の場合，いわ
IL行われている住宅建設を始め，各 等の公共的な事業をはじめ，交通施

ゆる首都閣としてグレータ ーロンド 程iの事業を有機的に結びつけ，大都 設，電気，ガス，その他の民間企業

ンと同じように関東平野K 半径4 0 - 市圏の合理的な開発にふみきるとき との充分な協力を保つ乙とはいうま

100キロの大都市閣を闘いているが，
であろう。 でも ない。乙の ように徹底的に大規

大阪の場合は半径40キロで神戸，京 それもただ単に入手しやすい土地が 模な計画を実施する乙とにより ，始

都，奈良を完全 lζ 包含 してしまう 。 あるという のではないととはもちろ めて土地の投機的な値上 りを排除し

さらに地形としても，大体大阪の中 ん，また立地条件，地形なと¥住宅 ながら，合理的な住宅地区をもっと
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千 翠 丘 陵 地 区 附 近 見 取 図

も経済的に造成す る乙と ができる。
区東南辺には国鉄，阪急京都線， 名

神高速道路の予定線をはじめ，京阪

聞の交通幹線が集中 し，茨木，高槻

方面には新しい工業地帯が発展して

いる。さら に伊丹空港の国際化や国

鉄新幹線の建設などを考え合わせる

と近い将来，乙の方面の発展は妻子し

いものがあるであろう 。それではな

ぜ乙んなすぐれた住宅適地が今まで

放置されていたのだろうか。もちろ

ん，道路，交通の便が惑かった乙と

が一番大き な原因だろうが，その他

にも地形が非常 tζ 複雑に入り組んで

いて，俳水の処理など， 小規模な開

発ではどうにも手に負えない問題が

多かったからだと恩わ れ る。 しか

し，現在すでに周辺から住宅公団を

はじめ，各種の宅地造成が散発的l

行われ，かなり投機的な傾向も現わ

れは じめているQ ζ のまま放置すれ

ば，従来のような総計画な蚕食κ 終

り，無秩序と混乱を招く乙と は必至

と恩われる。5.  

前述したように現在，大阪府下に

い くつかの住宅適 地 が 考えられる

が，乙のうち，いわゆる千里丘陵は

もっとも大阪市中心部に近 く，また

その附近の発展状況などから見ても

もっとも緊急に取りあげねばなら

ず，また，もっとも取りあげやす

い地区と思われる。すなわち，吹田

市の西北部，笠中市の東部に当る約

3.000 ヘクタール κ およぶ莫大な丘

陵地帯があり，現在まで比較的未開

発のまま欣置されている。大阪市中

心部から，ほぽ 15キロの半径内にあ

り， 標高は大体50- 70メー トJ レの第

三紀庖で地形は変化lζ 宮み，樹木 も

多く ，大阪市の高級住宅地区として

開発するのに非常にふさ わしいQ 地

6. 地 区 の 現 況

われわれが当初計画の対象と考え

た千里丘陵地区は標高 15- 131 メー

トノレで，地区全体は西北部から東南

部にかけて，ゆるやかに傾斜してい

るが，大部分が50- 70メートルの複

雑な丘陵と低地とから成っている。

河川は天竺川，高川，糸 田川，正省

川，山田川が後維に入り組んで? い

ずれも神崎川に注いでいる。また，

地区全般にわた り， 無数の潜祇用溜

池がある。

地区内には既存集落として吹田市

の山田，佐井寺，春日と豊中市の上

新田があり，いずれも古い段村であ

り，人口は約 1万 5 千，その中，段

首・.
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家が約 8 百戸と推定される。しかし

その 過 半数が兼業 ｊｾ 家で，家内』 ζ 都

市勤労者が多い。l災家 1 戸当りの耕

作面積は平均 4 反余であるが，水田

の反収は大{ 本 2 石前後で生産性の高

い方ではない。低地はほとんと、水田

になっているが，丘陵部は竹林が多

く，果樹閣もかなり作られている。

山林ini 砧ーは意外に少なく， 2 0 - 30%  

K 過ぎない。

地区南部には阪急千里山線があり

戦前，阪急の経営した分譲地を中心

として，かなりの住宅地が開発され

ている。地区の南西部には約40万坪

の府営の服部緑地があり，さ ら』ζ そ

の北l乙接して 7 万5 千 T-y. の大阪市

営，服部髭闘がある。また，それに

隣接して住宅公団の旭ケ丘団地( 千

6 百 4 戸) がある。道路は旭ケ丘団

地のが] から地区の巾央部を横断し

て，山田から鳥飼大橋K 通ずる府道

の中循環線と，南北方向に阪急千里

山駅か ら西国海道の小野原まで達す

る細い府道がある。中循環線は拡

巾，改修が行われ，乙れと平行して

ガス，水道の幹線建設が活発に行わ

れている。丁度，中循環線に沿って

地区の中央，大阪市 へ 社 会福祉施

設，弘済院があり，千人以上の老人

や児童が収容されている。弘済院と

吹田間，同じく中循環線に沿った上

新聞か ら阪急宝塚線岡町までの間に

阪急パスが運行している 。

7.  計画の基本方針

A .  京阪神聞に介在し，と くに梅

田タ ーミナノレに{ 衣存しない独自の文

化的な性格を持つ住宅都市安造る。

乙のため，人口はできるだけ大き く

したい。しかし，大阪の業務中心か

らの距離が 15キロ以内である乙と，

附近の発展傾向，地区の自然環境な

どを考慮して英国風の工業を含めた

Ne w Town としては考えず，むしろ

積極的に大阪市のビジネスセンター

への通勤を徹底的に便利なもの lζ す

る。

B. 前述した人口は平均 100- 150

70 

人/ ヘク。- } レの人口密度で収容す

るために，かなり高密度の公共アパ

ー トと低密度の独立住宅を複雑な地

形 K 合わせて混在させる。

C  今後，かなりの発展を予想さ

れる周辺地区との間には，名神道路

や北部および西北部の，かなりけわ

しい陵線地帯があるが，その他，南

部，西南部など lζ はかなり幅の広い

緑地需を設けて独立環境を保持する

よう努める。また，西部i乙は服部緑

地譲閣から箕面公園を結ぶ一連のレ

クリェーションゾーンを整え，コツレ

フ場，自然公園， レゾートホテルな

どを考える。その外，乙の住宅地区

のためだけでなく，大きく北大阪全

体を背景として各種の文化的な施設

を誘致し，大阪市内か らの人 口を引

き出し，通勤交通の一方向性を是正

するとともに，乙の地区の文化的な

性格を強めて行 く。

D.  用地は地元の協力を得て全面

的に買収し，徹底的に府，自らの手

で開発を行い，造成された宅地を住

宅や商庖街，その他各種施設用地と

して買却し，それを財源として用地

質の償却と建設事業費に充当して行

く。 乙のため，用地買収，宅地造

成，道路建設，排水工事，公園緑地

の整備などのための特別会計を設

ける。

8.  土地利用計画

以上のような基本方針で，まず特

別会計としての資金計画を作成して

財政当局との交渉を始めた。その

際， どく簡単な7 スター プランを作

成したが，その際の土地利用計画の

概要は別表のとおりである。 もちろ

ん乙れらの数字は概略のまた概略と

もいうべきものであるし，さら lζ 対

象地区が確定すれば基本方針ーにも さ

かのぼっ て変更される性質のもので

あるが， ζ の程度，かなり理想的に

公共用地をとって，なおかつ住宅地

の価格はそれほど高価なものにはな

らない。要するに大規模な開発をや

る乙と ，どっちみち最終的には自治

体にしわ寄せになってくる公共的な

事業を最初から計画的に行う ζ とに

よって意外なほど採算のいいもの K

なる。結局，無計画な散発的な開発

では不心得な連中だけが利益を吸い

取ってしまうのを計画的κ コントロ

ーノレして行くわけである。

土 地 取IJ m計 画 表

道

3.75 

2. 50 

1. 25 

7. 50  

g.  いくつかの間題点

乙のよう な大規模な開発計画を行

うには，当然数多くの問題点が考え

られる。そのいくつかを思いつくま

まに掲げれば次のとおりである。

A  用 地 買 収

乙の計画は当初か ら用地の全面的

買収を目標としたが，もちろん，実

際の事業としては，乙の よう な大規

模な用地を一挙κ 買収する乙とは極

めて困難である。吹田，登中両市を

はじめ，地元住民全体の協力を得て

はじめて可能なわけだが，それにし

ても個別的にはむずかしい問題が残

ってしまう。残存地を整理するため

κ通常の区制整理を行う K しでも ，

通常の減歩率では買収に応じた地主

との聞に大きなアンパランスが生じ

てしまう。だからといって，土地収

用を行うのは自治体としては，やは

り極力さけたい。乙の種，開発計画

推進のために板本的な土地取得に対

する立法が望まれるゆえんである。

司島
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B 住 宅 の 構 成 いアンバランスを是正するコンプリ なるまい。

住宅は公団の賃貸住宅を主とし， メントとして考える。そして，乙れ 買収に応じなかった農地，とくに

水田をそのまま生産緑地として残す

乙とも考えられるが， 将来，官時計画

に宅地IC転用 されるのを防 ぐうまい

との外，公営住宅や各種の分譲住 らの民間住宅K 対しては，建築協定

宅，会社の社宅をはじめ，さらに従 の実施や住宅設計についての積極的

来ほとんど大阪府下には見られなか サービスによって環境を整えるよう

った高級な住宅地区も造って行きた

い。乙のように各種の，また各l結局

の住宅をどのような割合で，どんな

型IC組合わせて行くか，そのために

はまず，乙の地区』ζ 対する住宅需要

の性格と内容を分析するとともに，

近隣住区の構成や団地との関係，さ

らに は教育飽設や商庖街 との! 菊述に

にしたい。 方法でも考えら れないかぎ り望まし

D 道 路 くないだろ う。しかし， もし確実に

道路は単なる道路網としては考え 恒久的に生産農地として確保できる

ず， 7 スタープラン iζ 基く各種建設 のならば，新しい都市景観として水

の動脈や静脈として明確な用途別分 団もけっして惑いものではあるま

類K 応じそれぞれの巾員，断面， い。 ζ のため，J工面白 な耕作継続希

勾配，舗装などを検討し，いたずら 望者κ 対しては積極的な土地改良ゃ

に従来の概念にとらわれないように 耕作施設の充実を計る乙とも考・えら

ついても ，その社会的なバランスと する。 れる。

統ーなどを考慮、して行かなければな り 通過幹線 E  そ の 他

らない。また，丘修地区の関発の特 版図ターミナノレと北摂地方を結ぶ 以上の問題のほか完全な汚水処理

殊性としては後維な地形と住区の檎 幹線新設と地区内を横断する中循環 場の建設， rt J 小河川の改修，地区内

成をどう関係づけるか，乙の際，あ 線の改良 を縦断する高圧線の処理，サービス

まり典型的な近隣住区の段階的な構 2) 地区内幹線 インダストリーの規模やその立地，

成主E論にとらわれず，有機的な 50-

ciol  Pottern の形成 lζ 努めたい。

Physicol な問題としても，丘防部分

を中心としてまとめるのがいいのか

谷を中心としてまとめるのがいいの

か，その丘陵の型や方位とも関述し

て創造的κ考えねばならない。

C _ 住 宅 型 式

後維な地形κ かなりの人口密度を

保ちなが ら，できるだけ多くの個人

住宅用分譲地を生み出すために (個

人分譲地の価格は公共的住宅用地の

価格K 比して，かなり高く仮定して

いるし，また充分需要があると思わ

れるので) 公共的住宅型式はかなり

密度の高いものにしたい。また切

土， G豊土など，土工事を最小限にと

どめ，さらに 自然の景観を保つため

にもなるべく高居のものを考えた

い。思いきってエレベーターのつい

た高層アパートを考えても，マスプ

ロを前提としての設計， 材料，設

備，施工について徹底的に企画化，

合理化をはかれば，けっしてそう高

くつくとも思われない。また，巾の

広い 50ciol Pottern をつくり出すた

めにできるだけ各種の規模のものを

混在させる。民間住宅は公営，公団

など，公共住宅としてのやむを得な

主として地区内のバス輸送のため

の道路

3)  権幹線道路

1ーとして地区内の向動車のための

道路および通過幹線のバイパス。

4)  団地内，アプローチ車道

5)  通勤，通学，腕売のための歩

道網

6)  ショッピングセンター，駅前

広場

7)  サイク リングコース，および

采馬道

8)  ハイキングコース，公園道路

など

9)  公園緑地

地区西留のレク リェ ーション地帯

を取 り込んで周辺の遮断緑地と地区

さらに: i f f i 動機関としての軌道の紗設

計画 な ど，いくつかの主ｾ問題 がｾ

されているが，裂は充分な調査研究

と関係諸機関との協力によって作成

される 7 スタープラン lζ 基いて徹底

的lζ 各種の開発事業を計画的に実施

する乙とができるかと、うかに本事業

の成否の鍵がかかっている。

10 あ と が き

用地買収の見通しがつかず， 内容

の発表が充分にできず，いろいろ苦

心しながら省いたのですが，中途半

端なもの !Cなって大変恐縮です。

いま， 丁度原稿をようやく書き終

ったと乙ろで，乙の事業 IC関する新

聞発表があり ました。

今後とも，さらに用地買収の進捗

内の公園緑地とを合せて系統的な緑 や7 スタープランの見当が進むに従

地帯を整備する。地区内の緑地とし って，具体的な内容が決ってくると

では北向きの急斜面を利用する外， 思いますが，取りあえずわれわれの

とくに景観のすぐれた池附近や展望 従来から考えている方針やそEの問題

地な どを保存する。地区内の果樹園 点を紹介 して， 1 日も早くI ど叱正を

や竹林もうまい管理の方法があれば いただきたいのであえて発表させて

積極的に住区景観の中に取り入れて いただきます。なお現在用地買収の

残して行きたい。元来，乙の地区の 見通しがついて正式発表のあ った範

樹木は，それほどすぐれたものは少 図を別図{ c 参考 lζ 掲げ，他日 ，本計

ないが，それだけに質重なものだと 函について詳細など報告ができる日

もいえる。とくにかなりまとまった を楽しみに拙文を終ります。

針葉樹林は重点的に保存しなければ (筆者大阪府住宅建設鈎! 企画係長)
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新刊住宅の室内気候入門

建 築 文 庫 ・ 104

医 院

建 築 写 真 文 庫 ・ 67

重 版 建 築 学 大 系 ・ 14 構 造 設 計 法

編集委員会編 A 5判394頁 ・￥1000 〒100

建築士技術全書 ・ 5 施 工 ・ 積 算

久良知丑二郎編 A  Ｕ ｾ 和 ＰＴＷＲ 頁 ・ ￥ ＸＰＰ 〒80

建 築 講 座 ・ 2 構 法

編集委員会編 A 5判 206頁 ・￥350 〒40

建 築 講 座 ・ 4 構 造

編集委員会編 A 5判 230頁 ・￥350 〒40

藤J l i E ー若本音は，住宅における室内気候

の諸事項を質問形式によっ て理解しやすいよ

うまとめあげたものであります。内容は概論

編，気温編，換気通気編，湿度編であります

B 6変形判 320頁上製 定 価 予480 〒50

彰国社編 医院を新築改装する場合の具体的

な参考書として本舎はさまざまな種類の新し

いデザイン K よる医院を写真によっ て，その

外観 ・内装 ・詳細を収録したものであります

B 6判80頁総アート ・上製 定 価￥300 〒30

建築ハンドブ ック・ 3 設 備

笠尾三吉著 B 6判 200頁 ・￥350 干40

建築写真文庫 ・ 34 茶 室 2  

彩国社編 B 6判 88頁 ・￥300 干30

建築写真文庫 ・ 43 床 の 間 2  

彰国社編 B 6判 88頁 ・￥300 〒30

建築写真文庫 ・ 58 洋 風 喫 茶 庖 3

彩国社編 B  Ｖ ｾ 日 ｉ ｊ 88頁 ・￥300 〒30

現代建築の詳細・ E 特 種 詳 細 篇 1 級 建 築 士 試 験 問 題 全 集

中善寺登喜次著 A  4*，J  98頁 ・￥900 〒90 m築士連合会編 A 5判364頁 ・￥350 〒40

世界の現代住宅・ 2 中 欧 篇 日 本 建 築 史 図 集

小池・浜口・阿部 A 4機106頁 ・￥1000〒100 円本建築学会編 B 5判 76頁 ・予300 〒30
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H  型 鋼 つ

1.  まえがき

最近の建設産業面における鋼材の品種別消賀状況を見

ると，大形型鋼の需要が減り反対に板物の需要がflll びて

いる。乙 れは泌接技術が大きく進歩して鋼材接合の方法

が鋲f安から溶接l乙変ってきた乙とによるものと恩われ

る。すなわち，わが国の型鋼のプロフ ィルは約60年前と

同 じ形のままであっ て，乙 れらはいずれ も鋲接に適した

ものであるため，溶接接合法が普及発達して，設計者が

応力』ζ 応じた都合のよい断面を調理板から自由 lζ 作り得る

ようになれば，当然，型鋼の需要は減退する乙とにな

る。また，わが国においては鋼材の生産量が少ないた

め，型別の集約生産が行なわれており，応力』ζ 7 ッチし

た適当な断面の型鋼がなかなか得られないという不便 さ

も手伝っているためもある。乙のような傾向は独りわが

国だけではな く， ヨーロッパにおいても見られる現象で

ある。

しかし設計者が自分の気に入った形の断面を設計する

乙とは簡単であるが，実際iζ 乙れを鋼板から作り出す乙

とは必らずしも容易ではない。鋼材の原価はもちろん，

溶接' i ' l ，さらには歪みの問題，溶接部応力の問題等，各

種の問題が生じて， 結果的にはコス トはかえっ て樹むと

いうのが現状ではなかろうか。

乙のよう な問題に当面して， われわれ檎造技術者がい

つも考える ζ とは， もっと溶接に適した断面の型鋼が生

産されてもよいのではないかという乙とである。実際ら

えに述べたような溶接で作り出された断面形も乙れを統

計的に集約してみると， 自づとある限定されたいくつか

のタイプlζ 整理する乙とができる。すなわち H . T ，E の

3 積ぐらいに なるのではないかと恩われる。 そして，乙

れ らのうち H型すなわち平行ワイドフランヂ型が最も

利用範闘が広いようである。乙の型鏑は周知のように外

国では，すでに半世紀も前から生産さ れて構造材，仮設

材，杭材等として広く利用されており，外国における生

40 

三

ｦｾ ＳＰ＠

↑20 

Ｒ ｾ Ｎ ｾＢＧ＠ 30. &"'  

方 t 〆f

18.0  ｾ イ弘
. -戸- 22.1  

Ｑ ｾＵＳ＠ 1954 1'1 55 Ｑ ＧＱ ＵＶ 斗 一一ｾ ｾｆ，ｴ＠

Fi g Ｑ 西ドイ ツ ｉ ｾ お け る生産 ｦｩｬ

て 海 野 蔵

ｾ ｩｩｬ やサイズの一例を示せば ｆｩｧ Ｎ Ｑ ，表 Ｑ ， 表 Ｒ のよう で

ある。

表 1 西独における需要対象

鉱 梁 0. 9%

建 設 業 42.2  

線 械 工 業 8.2 

造 船 工 梁 0.4 

m 綱 工 業 0.2 

鋼 材 変 形 祭 2.8 

鉄 鋼 問 屋 扱 40.0  

そ の 他 5.3 

計 1∞0$百 (t!927万t) 輸出5万t

表 2 外国におけるサイズ

| 寸 法 | 公 称 | セ ヲ シ

高m m<l lフL7m| サ イ ズ |  ヨン数

U  S.  Steel  1創 刊27 1ω - 101 1  43 1  223 

Bet hl ehem Steel  1914- 1仰い19- 101 1  45 1  227 

I nl and St eel  1位。- 203 1229- 101 1  10 1 沼

D.  1. N 蜘 11・側~刈 蜘- 1∞| 初 I  -

2.  H 型鋼の特畏

H 型鋼とは在来の l 型鋼K 比 してフ ランヂ 巾を広げて

フランヂを平行にしたものである。

すなわち， fi g.  2 からわかるとおり H 型鋼は x ，y 両

柄hl(' 対する方向性が在来の l 型鋼より少な く，形状が美

しく，設計上大き な利点があるのみならず，鋼材置の節

減，加工ＧＱＮＧＱの節約等，建設Ｇｴｾを大 ｲ ｰｬ ζ 下げ る乙と が可能

である。すなわち次のような特長をあげる乙とができ

る。

2.1  建築材料として

(  1  )  X ， Y 雨前hの断面性能が近いので，両方向に均等な

応力のかかる部材( 柱などの圧縮材) ( 乙は極めて有利

である。

( 2  ) フランヂが平行で形状が美しく，そのまま化粧材

-i-x x-!- 王
NPセヲシヨン A Pセヲシヨン H セクシヨン

Fi g 2  : ( f 来の I 型 鋼 と H 型 鋼
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として使用できる。( 例，羽田空港郵便局，建築学会

賞受賞)

( 3 ) フランヂが平行になっているので，他の部材の取

付が容易である。

( 4 ) 高周建築物の場合， 梁成に比し断面性能が大きい

ので，天井高をかえずに階数を増す乙とができる。

(  5  ) ウェプの中央から切断して T 型として利用でき

る。( プレー ト溶接梁に比して T 型部の熱影響が少な

く，フランヂlζ 歪みを起させない。)

2.2  杭材として

わが国における鋼杭の利用はまだ 3 年ぐらいにしかな

っていないが，アメリカ等ではすでに今世紀の初めか

ら，各種構造物の基礎杭として利用されており断面性能

としては，f I t : 管lζ 比べて多少不利な場合もあるが次のよ

うな特長をもっているので， きわめて? 有識的{ こ使用され

ている。

(  1 )  1本の支持力が大きい乙と。乙れは木数を節約し

稜々の函にｾ用の節減ができる。

Ｈ Ｒ Ｉ 打込みの早い乙と。 ｩｪｬｾ 性率が大きいため，高い岡 Ｑ Ｉ

性があり， ラムの打込みエネノレギーはみな杭 lζ 伝わ

り，そのカはみな貫入に用いられるため，他のどんな

杭よりも早い。

( 3 ) 貯蔵や巡搬lζ 場所をとらぬ。

( 4 ) 長尺の打込みができる。軟弱庖を通し，杭を非常

に深い支持胞にとどくまで深く打込まなければならぬ

地点でも，長尺の 1 ;本 ( 1 5 - 2 0 m) ものとして使用で

きる。また，とくに長い物が必要な場合 ( 2 0 - 6 0 m)

1， 2 ヵ所の継手も溶接等で十分圧縮強さを伝える乙と

ができ
10096信用でき る。

(  5 ) 難打ちに耐えられる。とくに固い地盤を打抜かね

ばならぬ場合とか，砂利，硬地盤，または軟岩中の降

鍛で高い荷重を杭 lζ 持たせねばならぬ場合，あるいは

橋の築造のとき，洗掘を考慮して支持力に必要とされ

る深度以上に打込みを要する場合などに有効である。

(  6 ) 杭が打込まれる場合，土のm乱を最小限度に止め

る乙と が要求 されるが， H 杭は排土並が少なく，とく

に好都合である。( とくに密集して杭を打込まねばな

らぬ場合に有利である)

( 7 ) 杭を上部構造との結合が容易である 。すなわち杭

をそのまま地上に延長して柱として利川できる( 例，

橋脚) 。また上部桃造材とのお!i 合は他の杭 lζ 比 して，

きわめて容易である。

( 8 ) 地震の多いと乙ろでは鋼杭のきわめて大きな d!1げ

強度を利用して設計が行なえる。すなわち水平力 lζ 対

して所要の抵抗を得る乙とができる。

( 9 ) 杭が昆虫や微生物，白蟻簿の被害のおそれがある

場合lζ 有利である。なお鍋杭のj応蝕については，わが

国における資料はないが，アメリカの例では特別の防

剣法をしなくとも， 40年ぐらいのものについての実測

の結果では，ほとんど心配するほどの断面の減少はな

いと報告されている。

つぎに八幡製鉄戸畑工場の敷地を想定した場合の各稀

杭の経済比較を示せば表 3 のようである。

2.3  仮訟材として

以上のほか大工事の仮設材として，きわめて便利であ

る。すなわち長短自在κ 長さを変える乙とができ，また

取扱いを便利にするために孔をあける乙とも自由であ

る。また他の部材 との取合せ も 米 松 の 大 材 等 と 比較し

て，きわめて簡単である。損花が少ない乙とも銅製仮設

材の長所の一つであり，工事場の整理整頓にも， きわめ

表 3 各 組y . ; 磁 杭 経 済 比 較 表

ミ続¥瓦長、¥、~¥震¥ -5a¥E  1持 1 1 L』 コ ン ク リ ト 叫 # ズ タ ル 抗 コ ァ ー ド 統 ! 合 成 航 | 鋼 符 鉱 I H  銅 鉱

径 叶 小 叶 4銀中|径 却6 '" I 300 X3∞X 10X15  

35- 25t /本 50t/本 ωt /本 40t /本 120t/本 1切

抗長

。
米

杭長

米。

長抗

米0  
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1 本 杭' l ' t 21，000. ∞ 'J5，2∞∞ 36，8∞.00 

l t 当 り w 6∞. ∞ 7∞ 00 610. 00 

H 鋼抗の対比 11l %  129.5%  113%  

1 本当り抗: I ' l 44 ，0∞ーω ω ，0∞∞ 71，4∞ 00 

1t 当 り J I 1，760. ∞ 1，おO. ∞ 1， 190 ∞ 

H鍋 fl( の対比 163%  126%  110%  

1 本当り杭' l ' t 98，5∞.00 

l t 当 り H 2，4ω. ∞ 

H 鋪杭の対比 151. 5%  

駐ー i 鋼 ｮ 抗 、 ｈ の 鋼 の ｾｈ 互については 、 他 抗 ＱＱＺＺＧ 対し 、 ＲＰ Ｅ の抗長問しを考成した。

ii 鋼i庁抗、H鋼抗r <: 関する賀川については、工耶災訓少いため、話だ不明な点がある。

iii 上氾金額は物価i車線 No 259号より鉱山した。なお工司I材料は業者持とした。

61，4∞∞ 81 ，脚 .ω

510. 00 540. 00 

94. 5第 1∞%  

122，8∞.ω 162，∞o ω  

1，020. ∞ 1， 080ω 

94. 5%  1∞%  

184. 200. 00 243，()∞.∞ 

1，530. ∞ 1，620 ∞ 

94. 5% 1∞%  

-.  
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.  

① ② 

① 八幡製鉄戸知l製巡所構内にお ける H型鋼杭

n賦験

2】 向上打込完了

③ 土木工事仮設材KH製鋼使川状況

① 

H  型 鋼て有利であ る。

3 む す び

以上のように H 型鋼はきわめて有効な型釧であり ，わ

が国に おい て も，今後相当に街ｾが伸びるものと考えら

れ，八幡製鉄所においても ，5 月から， 乙の生産を開始

したのであるが，わが国の鋼材生産の現状から見て， 今

すぐ各種類の H型鋼を生産する乙とは，ほとんど不可能

で， さしあたり 別表の， H  - 300 x  300 X  15 を圧延し逐

次，H- 2 50X 250， あるいは 300 以上のものを圧延する

計画をたてており， 1 日も早 く需要家の要望に沿ったサ

イス.を生産できるように努力している。

<m者 八勝製鉄所土木部 情築鋼材{民験，深夜)
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Ｎ 革問 ｅ 伝費 削 ｅ ・ 鋼置四国圃］Ｍｾ盟 ｅ 重 Ｎ

住 友 生 命 保 険 相 E 会 社 の 空 気 調 和 設 備

設 計 監 理

建 築 施 工

空気調和設備

住友生命保険相互会社1( ，使用せる空気調和設備は四季

を通じて，室内の温度湿度の調整，室内空気中の盛挨の

除去および脱尖，ならびに気流の調整等を目的 iζ 設備さ

れている。

即ち大別して，地三階1(. 設けた冷源熱源設備，四系統

に分けた空気調節設備，盛挨の除去を目的とした，効率

は最も完全に近い電気式空気消浄設備，送気分布の風道

官設liili. n季そして冬季を通じて，送風E は一定のまま

外気温度によって変動する乙となく室内のiEL湿度を所定

に保つよう自動的に コント ロー ｬ レする自動 ｦｬｾ ｊ 禦設備，各

階各室の温湿度ならびに熱源冷 i狐関係，各系統主要部で

の温湿度を地三階監視盤室で指示する隔測温湿度指示装

置，普庫，湯沸，便所，厨房等の換気設備それに堂島川

河畔の道路下 lζ 設置した冷房用水処理設備などから成り

立っている。

本 設 備 に 使 用 し た 主 要 機 器 類

P熱源，冷源並に附属機器類

7 ' ) レチパス型鋼板ボイラー

実際蒸発五l : 30∞k g/ H  11;IJ 限圧力 5.6kg/c m
2

1台

熱交換ｾＪ
9∞mmDX 5∞o mmL 伝熱面積 57. 07m

2
1;1ま

汽缶給水ターピンポンプ

38m mゆ(1;)1") X 65m Hx130L . P .M X 7;)1}P 2 台

其空給水ポンプ 白

35∞T S 型O. 7kg/c m
2  

X 2'∞L /mi nX 31:P X 2台 1 台

ターボ冷凍機

4∞Ref .  Ton 5001:P 1台

向上用凝縮水ポンプ

203m mO( 8")  X36m HX 4. 53m
3
/mi n 

(1. 200G /mi n)  X 曲 lP 1台

高速多気筒型冷凍機

( 金席、申込書庫減混用) 25Ref. T OMOI P 1 台

同上用凝縮水ポンプ

65m mゆ(2;)1つ X45M HXO. 36m3/ mi n 

( 95G / mi n) X 10I P 1台

冷温水循環ポンプ

180m mゆ( 7") X 3 2m H  X4. 03m
3
/ mi n 

Cl . 065G /mi n) X401:P 1 台

鋼叡製燕f ( 缶 (M Pボイラー)
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ー空気調和著書関係

一般事務室系統

送 風 機

両側1汲込型 NO.8 1，615m
3
/mi n( 57. ∞OC  F M) ー

X  65m m  S  P  (2;)1") X  50 I:P 1 台

還気ファン

片側吸込型 No. l O 1.132m
3
/ mi n( 40. 0∞C  F M)  

X  30 mm S  P  (174'つ X 101:P 1 台

I B M集会室系統

送 Jillt 機

片側 l以込型 NO.5;)1 357m3/ mi n(12. 6∞C  F M)  

X65mmS P (2;)1" ) X101P 1 台

司P

食堂系統

送 風 機

ターボ型 NO. 1 1∞B W  362m
3
/min( 12. 800 

C  F  M)  X  125m m  S  P  (5つX 2 0JP 1 台

金庫室、申込書庫i威湿装置

送 風 機

片似IJ 吸込型 No.4;)1 270m
3
/mi n( 9. 550C  F M)  ー

X  50m m  S  P  ( 2")  X 7;)11:P 1 台

' 換気鮫備

地階給気ファン

片側IJ吸込型 No. l O 1.132m
3
/mi n(40. ∞o c  F M)  

X  30m m  S  P  (174'つ X 2 0lP 1 台

地階封| 気ファン

片側吸込型 NO. 10 1.175m3/ mi n( 41. 500 C  F M). 

X 30 mmS P (174' ' ' ) X20JP 1 台

地階排気ファン

片側吸込型 NO. 5;)1 357ma/ mi n( 12. 600C  F M)  

X  30m m  S  P  ＨＱ ＷＴＧつ ｘＷｾｬｐ 1台

陪館、湯沸排気ファン

片仮IJ 吸込型 NO. 3;)1 133m3/ mi n( 4. 7∞C  F M)  ー

X  30 mm S  P  (174'つ X 3 lP 1 台

便所排気ファン

片仮IJ 吸込型 No.6;)1 ＵＳＰ ｭ ｾＯ ｭｩｮ ＨＱＸＮＷＰＰ ｃ＠ F M)  

X 3 0mmS  P  (174' ' ' ) X 101P 1 台

厨房排気ファン

片側 l民込型 NO.4 181 m
3
/mi Il (6 .4ω C  F M)  

X  30m m  S  P  (174'つ X 31P 1 台

大 阪 電 気 商 会

株 式 会 社 大 阪 暖 房 商 会

大阪市西区江戸姻南通1- 37 ! l . i 大阪@代5231・8231

• 
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A .  

ロ

理 事 会

8 日 11時半ー121時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 尾 崎 会 長，鴻池副会長外 18理事

大倉，山 内各支部長

議 事 ( 1  ) 前年度理事会よりの申し送り事項の 件

( 2 ) 理事の会務分掌の件

( 3 ) 常設委員会の委員委似の件

( 4 ) 受表彰候補者推巡委員会の安員委似の件

( 5  ) 事務局職員停年延長の件

( 6 ) その他

( イ) 工業技術院よりの委員委似を承認の i斗

( ロ) 日本学術会議会員の選挙に関する件

( ハ) 建築学会大会後援tζ 関する件

( ニ) 明治大正時代の著名建築物調査の件

( ホ) 会館建設借入金の償還金につ き寄附愁

諮IC関する件

( 7 ) 入退会者承認の件

( 8  ) 報告事項

なお閉会後退任役員と共に会食し懇談。

編集委員会

幹 事 会

11 日 3 時半- 4 時 於 会 館 会 議 室

出席者塚本委員長，佐々 木，谷口各幹事

8 月 「工場特集」号の企画について審議

‘  

委 員 会

11 日 4 時- 6 1時 於 会 館 会 議 室

出席者 塚本委員長外 11 委員

議 事 ( 1 ) 5 月「学校建築特集」号経過報告

(  4 月 分〉

( 2 )  6 月「郎市計図特集」号経過報告

( 3 )  7 月 i 1'-Nニ主主築家特集」号経過報告

( 4 )  8 月「工場特集」号企回審議

( 5 ) 今後の企画についての意見交換

打. A . . o.  

r::I =  

14日 4 1時- 6 時 於 会 館 会 議 室

出席者塚本委員長，谷 口，伊藤両氏

ｾ材特集号の材料索引の編集 κ っき打合

事業委員会

委 員 会

13日 5 時半- 7 1時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岩 崎 委 員 長 外 17名

議 事 ( 1  ) 正副委員長，幹事の選任

( 2 ) 前年度委員会よ叱の申し送り事項につい

て

( 3 ) 小委員会と委員の分担決定

( 4 )  5 月， 6 月の事業企画について

小委員会 (古建築見学会)

15日 5 11寺半- 6 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 井上主査外 2 委員

本年度の企画案を協議決定

小委員会 ( 若い会員の集い)

18日 正午ー 1 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 松 村 主 査 外 4 委員

本年度の企画案を協議決定
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小委員会 (鶴演会〕

20日 121時半ー 11時半 於会館集会室

出席者 内藤主査外 2 委員

本年度の企画案を協議決定

小委員会 ( 新建築見学会)

20日 11時半- 2 1時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 八 十 島 主 査 外 3 委員

5 ， 6 .TJ の見学予定先並iζ 見学先の調査方法などに

ついて協議

教育委員会

22日 4 1侍- 6 11与 於 会 館 談 話 室

出 席 者 奥 島 委 員 長 外 7 委旦

議 事 ( 1  ) 委員長幹事の選任

Ｈ Ｒ Ｉ 前 年度委員会からのｾｾし送り事項につい

て

( 3 ) 本年度の事業企画について

( 4 ) 小委員会と委員の分担決定

災害委員会

28日 3 1時半- 5 1時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 越 問 委 員 長 外 13委員

議 事 ( 1  ) 委員長幹事の選任

(  2 ) 前年度委員会より申し送り事項について

( 3 ) 本年度の事業企画について

( 4 ) 小委員会並lζ 主査の決定

見 学 会

大阪能楽会館見学会

設 計 双 昼 社 竹 腰 建 築 事 務 所

施 工 大 林 組

8 日 4 時半- - 5 時 半 参 加 者40名

寿屋山崎工場見学会

製麦工場設計安井建築設計事務所

同 施 工 三 和 建 設 株 式 会 社

17日 1 時半- 5 時 半 参 加 者33名

役員，委員の見学会として実施

嶋

判

肺

肘

温

F

-

E

= 鳴 許 =

気光i ¥遁風器塁

拘
号

ｅ ｴｊ ｔ ｲＺ ｭｩ 恒ｾｾ里ｦｦＧＮＺｉｉ

3  a、大阪市西区江戸掘上過 l の5

堂; h 田辺工業株式会社

電昔話土佐堀@7 4 3 7 - 9

明治製菓大阪工場第二期工事見学会

設計日ｾ計工務株式会社

施 工 大林組

21 日 2 1時- 5 1時 参 加 者30名

P.S . コンクリ ー ト施工見学

大阪金属工業K.K 堺製作所見学会

23日 11侍- 5 11寺 半 参 加 者30名

冷己j，( ，エヤコンその他各種機械の製作

新建材展示会見学会

於大阪木材センタ -

9 日 1 1時- 5 時 半 参 加 者70名

「壁面と床」用の建材展示と新建材説明会

観 能 会

於大阪能楽会館

19日 10時- 5 時

竹腰前会長外本会関係者演能

後援した会

サーリネン氏議演会 来会者約70名

1  演 題 私 の 見 る 建 築 ( ス ラ イ ド 併 用 )

1  日 時 4 月 2 日 5 時一 7 1時半

1  場 所 京 都 ア メ リ カ 文 化 セ ン タ ー 講 堂

1. 主 催 京 都 ア メ リ カ 文化センター

1. 後 援 本 会 ， 日 本 建 築 学 会 支 部

日本建築家協会支部

‘'  

建築思待料附定一一- f 〈GDA-L)

剖 L. 1- 回. ，' 7

日帥本住悦宅公畑団. 一忌御指定 f呪ン9 ン子. J 2  

蓄髭塁荏苔§ 山製 f作 乍 所 i子:

大阪市瓦定川区三J津章屋1北t通四丁目
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関西建材協会の会名改称を祝して

(社団法人日本建材協会と改名 )

日 本 建 築 協 会 会 長 尾 崎 久 助

わが日本建築協会と極めて25接な関係にある関西建材

協会は，今般その会名を日本建材協会と改称したとの乙

とである。同会は 1113和25年』ζ 戦後再スター卜した匿名団

体であ ったが，逐年堅実な歩みを続けて会員も増加し，

その分布も当初は近畿あたりに限られていたが，最近は

それ以外の地域におよび事業純聞も非常に拡大されつつ

あるので，一昨年法人認可を得，昨年は稲岡 lζ 展示場分

室を設置し，さらに本年は四国，中国 lζ も進展の企画と

聞 くよう な状態で，乙のたび発展的に改称されたわけで

あるが，ま乙とに喜ばしい乙とと祝福申しあげる。

新しいｾ築資材は建築技術ｻ乙先行して作られるのが多

いようだ。真剣な研究工夫 lζ よって新材料が出現し，そ

れが，建築の進歩lζ 与って大いに力あ るものと認めねば

ならぬ。それについて平素気付いてい るζ とのいくらか

を記して希望してみる。

1， 展示物に価格が表示してないのは物足らぬ。

2， カタログやノマンフレット lζ は良い乙とばかり記し

てあるように受取れるが，使途 lζ よって欠点となる

ような乙とは注意を与えて善用に導くよう正直に記

してもらいたい。

3， とくに新しい材料κ は仕様書を発表されたい。

4 ， 展示物以外の商品でも，建材協会に照会したら

あらゆるもののカタログ等が入手でき，また係の事

務員は概ね質問 lζ 答え られるよう訓紘されてい るよ

うありたい。

以上，思いつきの老婆心を述べて，会名改称の祝詞 IC

代えるとともに，その名に相ふさわしい発展降盛を祈る

次第である。

月 引iJ ｾ＠
g亀号a... 場。a ・: t - $ぷ

P L A S T I C S  A G E  

フラスチ ックス d

建 材 一 覧 表 が掲

載 さ れ て い る 総

ア ー ト 大 判 雑 誌

3 0 0円

大 阪 市 市 区 東 山 本 町 34 if，)由

T  E  L .  (27)  0822 ・5712 ・6012

銀 信 ・大 阪 2 1  1  1  3  

東京m中央伊円水嶋本町 4 T n 5 品I也

T E L .  (24)  -5 3  2  0  

灼

J

V

山
の

三

ぎ

周

つ

治

は

明

本

民

松

役

山

M

M
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の
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総

磁

h

u

年

版
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|
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高
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保

円
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男

五

ロ

介

郎

進

郎

郎
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郎

造

の

文

友

五

治

栄

次

滋

周

次

繁

金

康

三

史

敏

松

四

智

会

悌

伝

菊

伊

協

村

木

光

原

和

弁

長

長

長

鶴

谷

森

磁

回

宅

団

稲

村

田

木

谷

川

材

中

背

金

笠

大

若

員

員

員

大

戸

中

串

円

安

三

平

高

岡

太

鈴

細

捲

砧

委

委

委

本

間

初

場

副

長

長

長

長

事

事

一

ホ

示

)

)

)

に

。

会

E

事

理

展

展

開

胸

部

み

る

4

3

理

務

阪

岡

(

(

(

因

あ

会

副

理

一

則

常

監

大

福

同

郡

で

村 石 秋 口

( 会計}

鈴 木 泊 市

土 田 吉 発

対司奈良一

横田喜一郎

回 中 政 二

白 井 良 吉

安 田 誠 一

栢 籾 圭 械

室谷 山水

井上 浄夫

伊 藤長太郎

( 記念事業)

- 研特オーディトリアムの室内音響設計と施工lζ 関する

正 会 員 石 井 聖 光 君

i麟京東助大手地特方鑑位設産技師局術嘗研会絡究部火・究殊骨材を用いるコンクリー卜の仕様に関する研

正 会 員 大 島 久 次 君

究

第(論1文1部)  

- 都市大火の性状lζ 関する研究 正会員 i U 労幸次郎君

- 日本中世住宅の研究 正 会 員 川上 貢 君 京都大学助教授

- 建築構造の耐震工学的基礎研究 正 会 員 小 堀 鐸ニ 君 京都大学助 教 授

- 鉄骨鉄筋 コン クリ ー ト構造lζ 関する実験的研究 正 会 員 若 林 実 君

東所京大学生産技術研究

助手

- 法政大学 正 会 員 大 江 ' *君 法政大学教授

第(作2品部)  - 中国電電ビルデ ィング

( 正正会会員員 大三沢宅 秀敏行郎君君

事東京電気逓信室局局建一計策部長

電3 設公社計建係 設 課

- 関東逓信病院 正 会 員 国 方 秀 男 君 ESE託公社建築局調査役

- 調査事業「建築訪負工事1' 1 杭算の合理化」

i盟主音童謡 i戸 営 総 局 建 築 専 門

の第(業そ3の*1部I他)  

正 会 且 益 田 重 準 君
設部工長業経営研究会業

- 技術伝導 il 見村正n築の改苦指導IC関する業績」 正 会 日 竹 内 芳 太 郎 君

- 建進築」行政「飾岡県下における都市不燃化事業の推

正 会 員 三 宅 俊 治君 静岡県建築課長

日 本 建 築 学 会賞 昭和33年 度 表 彰 業績

部 門 | 表 彩 題 名

-・

日 本 建 築 学 会 1959年 5 月

| 受 賞 者 名 | 職 名
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社 団 法 人 日 本 建 材 協 会 4 月 会 報

( 旧 関 西 建 材 協 会 )

会 合 と 事 業

会計検査 Ｒ 日 ｾＳ 日 2 口問 7.30分 迄 於 3 階

住友信託KK調査部に托し， ＳＴ 年度決 ｴ ［ｲＺ｜ｾならびに帳簿

その他会計 lζ 関する書類の検査を受けた。

理事会 9 目 Ｑ Ｎ ＳＰｾＳ ＱＱ 寺

33年度決算検討と総会事項。

評議員会 9 日 3  ｾＴＮＳＰ ＱＱｾｦ＠ 於 4 階

33年度決算事項承認。

定時総会 13日 於今橋クラブ 3  - 7.30 

中村会長以下 125 名委任状共山席。監事 1 ' 名，評議且

20名選挙，会名改正， 33年度決算， 34年度収支予算，

定款一部変更議決，建材会館建設に関する件を協議し

た。

木会特別会u白石問土の祝紳

評議員会 18日 ＱＱｾＱ 時 4 1椅

34年度議長副議長互選，型事半数改選を行ない終って

新旧議員引継ct 食会催す。

新旧理事会 23日 2 - 8 1時 於 松 春

理事長金光五山[1，高IJ 理 事 長 笠 原 梯 治 郎 ， 村 石 秋 吉 互

選，その他職務分担定め退任者感謝等。

建材説明会打合 24日 正午- 2 時 於 地 下

広品，福岡開催の建築講演と説明会出誠 7 社打合す。

新 入

建物保全部会 24日 3 - 5 時 於 地 階

パンフレット 出版の件，部会の進み方協議。

不燃都市促進会 27日 1 1 - 3 時 於 商 工 会 議 所

理事会，総会，大和事務局長出席。予算決算規約一部

訂正， 役且改選を殺す。

展示委員会 28日 3 - 5 時 於 3 階

出品者会，表硝子文字，地下策内害事検討。 ｾ＠

.  

日 誌

4 日 試削i 中のft 父n段且病気のため本日限り砕す。

6 日 東京装備工業KKホームレ ール新製品 lζ っき，大阪

営業所に大阪業界紙を招き披露，大和常務理事司会斡

旋。

7 日 久保， 中山監事決算書検閲。

8 日 5 1時より鈴木理事と大和常務理事は北方面 5 カ所

車 lζ て土地調査。

14日 大和理事は旭化工板KKIL火災見舞した。

17日 鹿児島市中村金物株式会社社長来会。同庖に展示

室設陸相談あり

20日 アルバイト高見鉛! 君本日より出勤。

21 日 田中政二理事と自主主桝氏訪問土地の件協議。

30日 室谷，金光，村石新旧理事長および大和常務理

事。 11 .30分中村会長訪問会務 lζ っき協議した。

会 員 動 勢

移 転

三和プラスチ ックKK では商事部， 経理部を東区北久

太郎町2の45 ( 幸ビノレ) 1ζ 移転。 (27) 代7591- 3

滝川セルロイド KK 本社を東区北久太即町2の45 ( 幸ビ

J V) へ移転。 (26) 代3161. 5691

東亜工業KK 本社は八尾市竜華町字太子堂6291(. 移転。

八尾2308 .3039

東洋陶器KK大阪営業所を東区高麗稲5の321ζ 移転。

③ 4518- 9. 1424 

電話変更

大阪窯業セメント KK 大代表 (36) 1231 1乙変更。

大阪生コンクリート KK 大代表 (36) 1231 1ζ 変更。

社名変更

KK菅商庖は菅機械工業KKIζ 変更。

合資会社船津侃司商庖は 大阪装飾工業KK 福岡営業所

l己変更。

.. 

A

Q

Z

 

紹 介員

社 名 ， 代 表 者 扱 住 所
話 | 紹 介 者

大 阪 装 illli 工 〆業 KK

床 材 広島市峨町22 広島 ( 2 ) 2521 
東洋 リノ

深江 実 リューム

KK布 施 tJ : 空成型研究所

プラスチック成型 布施市御厨32 (72) 7456 
一和プラ

多木八之助 スチック

熊 尾 金 属 製 熊 尾 作 所武 夫 孔t ｾ＠ 金 物 大阪市都島区古 ｾｉｉ［ｊｉ Ｚ ｉｾ 迎 Ｔ の ＴＶ (35) 6507 事 務 局

中 村
金 中物村 KK繁 9j! 築 金 物 鹿児島市武 町570

鹿児島

事 務 局
(  4  )  1141 

本 部・ 大阪市東区北浜三丁目近畿建築会館 電 話 (23)  7172 ・ 9908番

大阪展示場 同上会館一階 ・地 下 1∞ 有余小間喫茶談話室あり是非御立寄り御利用賜度

福 岡 分 室 稿岡市万行寺前nl J l 4番地( 駅前通松下ヒソレ検入 J レ) 樋聞神社正門通

印有余小間屯話福岡①1225 ・1226
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‘  
.  

装 飾 と 実 用 性 を 跨 る

繰 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 3 ( 京阪 野江 駅 前

'r E L 代 表 @1751- 4 ・3638

京 ・ 広 島 ・和 歌 山

88cmX 121 cm…800円

88cmX 152cm… 900円

121 cmX  152cm
o o o

1300円

152cm X  152cm
o o o

1600円

182cm X  152cm 00 02000円

別註寸 法 の 場合 は

一 ~二 割 高 です

ス町ヲイh

ペンチレーター

続 式

会 jE

ヌチーJ レシャν ター

田中工業( 株) 大阪出張所

大阪出張所 兵庫 県尼 崎市南竹 谷町 2 - 89 電 話 ⑬ o  5  4  5  

章 一 ェ 詰 東京都墨田区錦糸町 1 ー2 5 電話 匂22)0790.( 62手) 0106- 8

第 二 工 場 東 京 都 畠 回 区 吾 繍 町 東 4 - 1 2 2 電 話 @ O 870 ・0970

小 倉 工 樋 4、 富 市 赤 坂 上 の 宿 3 7 電 話'J 、古田 53 ・2833

川 崎 出 張 所 神 奈 川 県 川 崎 市 東 渡 閏 3 - 4  3 電 話 川 崎 ②4540

札 幌 出 費 所 北 海 道 札 幌 市 北 三 条 東 7 - 4 電話札. 1 1 ( 以515

盛 岡 出 張 所 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏 1 7 9 電 路 盛 岡 2554

名 古 血 代 理 底 名 古 屋 市 西 区 西 輔 井 町 2 - 12岡田鐙材底 電 話 西 ⑧ 0121

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 (34) 207，...，8・4836，...，7

設 計 施 工



一一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一一ー

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区 中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日ピノレ 7 階)

電 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地

給 排 水 ・ 衛 生

暖 冷 房 ・ 換 気 設 計施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大阪市 北 区高垣町一 ・ 電話大阪 ｀ ＷＵＷＵｾＷ

京都市東山区大和大路大仏前 ・ 電話京都 ｀ ＴＹＴＵｾＶ

神戸市生閏区下山 手 通 六 ノー ・電話事11戸③5892

水 道 ・衛 生 ・媛冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフドレイン製造販a充

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順慶町通一丁 目四四番地

電話大阪⑧代表 ＴＴＹＶｾＸ ・ ＴＹＹＳｾＴ 番

本 応 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電話 ＲＸ 局 ＶＵＰＵｾＸ 番

金 沢 営 業 所 金 沢 市 高 岡 町三五 電 話 金 沢 本 局 ②2074

福 井 出 張 所 福 井 市 城 之 橋 下 町 一O 電 話 福 井2436

高 松 出 張 所 高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松5195

暖房 ・冷房 ・衛生・ 水 道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

三 機 工 業 大 阪 支 庖

大阪市東区高麗橋三丁目壱番地 ・電話代表26局 2951

3076 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 壱 丁 目 十 番 地

支庖 ・出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・札幌 ・広 島

場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

株 式 会 社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通二丁目五一番地

電 話 福 島 ⑬ 3 4  1  5  ( 代)

東京司E務所 東京都港区西芝浦三丁目一番地

電 話 三 回 ⑬ 5 2 8 1 (代)

2  

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町:五三番地( 毎日大阪会館内)

電 話 犬 阪 @ 局 8 3 5 6 ( 代表〉

本 社 東京都中央区日本橋兜町三丁目二四番地

支 庖 東 京 ・名古屋 ， 出 張 所 九 州

工 場 東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

.  
-

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株 式 大 阪 電 気 商 会

会社 大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 官 谷 三 郎

本 庖 大阪市西区江戸嫡南通一丁目 三七番地

電 話 大 阪 @ 代 表 {;231 喜

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋

出 強 所 京都 ・事1
1
戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・福岡

熊本 ・札幌 ・仙 台 ・新潟 ・金沢 ・福 井

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

大正二年 病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

器 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 臨

大 阪 宿

本L 幌 庖

名 古 屋 宿

東 京 駅 前 丸 ピ ノレ 6 階 6 7 6 区

電話和田倉@3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐堀通大同ヒソレ714号

電話土佐婦@ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電話 札幌 ② 0010・0956 ③ 4661

名 古 屋 市中区南大津通一丁目 千代

田ピル 522 号 電 話 中 局 @ 1766

. 暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

設 計 施 工

須 賀 工 業 株 式 会 社

大阪市西区土佐姻通 1 丁目 14番地

電 話 @ 代 表 5 1 7 1 番

東 京 支 宿 東 京 都 港 区 芝 田村町 6 丁目 電 話 ⑬ 代 表 7121

名古屋支庖名古屋市中区材木町 1 丁目 電 話 @ 代 表 7856

京都支活京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤1989・2255

利l 戸 支 厄 神 戸 市 生 凹 区北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表 5101

福 岡 支 庖 福 岡 市 千 代 栄 町 電話 ② 代 表 4735

空 気 調 和 装 置 ・ 設 計 施 工

式

社

株

会
キオ建 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 中 ノ 島二丁目( 新朝日 ピノレ 5 階)

電話北浜@6041 ( 代〉

本社及東京支庖 東京都中央区八重洲三丁 目七

営 業 所 名古屋市 中区西万町二丁目ー
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睡房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施

商 会

@ 代表7031

@9278 

③ 1820 

1596 

②1938 

@ 1158 

工

三 晃

大阪市北区堂島北町一四

東京都港区芝琴平町四O

名古屋市中区新栄町二丁目ー

福井市宝永上町一O五

広島市石見屋町五五

福岡市餐巴町二二

株式会社

本 社

tH張所

社回

社

営業所

所張

H

H

出

山

本

生

置

房 ・ 冷 房 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 胞 工

媛

: 8 

1.IIIl 

.  
4  

社朝 日 工 業

大阪市北区中之島 4 - 39 ｾ｀ ＶＶＷＱＭＵ＠
東 京 支 Ji!l 東京都港区芝浜松町 2 - 7  Hi @ 7  3  4  1  - 5  

北泌道出張 所 札 幌 市 北 四 条 西15了目 H.1@2203・(3) 5374・5969

仙 台 出 張 所 仙 台 市 元 寺 小 路 ( 五 城 ピ ル) H; <2.: 8061 ・⑨9261

名古県出張所名古尾市中区東的町 6- 5 氾@1270・1484

広 ｊＺｾ 111 . : 張 所 広 山 市 中 町 3 H; @ 7  9  4  9  

符 問 111 'J/l  iY r 縮刷i I i ｾ研側 ｦ 3  ¥u@l 788 ・⑤0296

株式会社

A

令

官

株式会社

庖

本

支

、，

.  

出張所

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

社
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M
川

m
w

ぼ

話

新

話

通

mμ

幻

電

電

電

町

②

一

町

1

替

措

筋

即

日

雨

宮

橋

末

区

満

西

一

京

天

間

2

ー
コ

，

区

浜

町

同

北

市

栄

市

市

市

都

阪

日

す

京

大

四

津

社本

大 阪 営 業 所

温 湿 度 調 整 装 置 、 媛 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大阪市北区富田町30 電話大阪@iigを2?1170

本 社東京都千代田区丸ノ内12 - 10 

電 話 ⑧ 2 6  3  1- 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0

電 話 7 3  3  2  

名古屋市東区東門前町3- 6

電 話 ① 2 8  9  3  

暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

工 業 株 式 会

取 締 役 社 長 山 田 文 次

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁 目 7

電 @ 代 2 6  1  : 3・ 2 0 6 1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁目 1 の 1

電 ④ 1 7 7 8 ・4 3 8 6  

名古屋市中 区梅ケ校町 2 の 3 電③1765

東京都北区上十条 1 の10 電@2346

広島市西魚屋町31 電②1375

仙 台 支 底

四日市営業所

津 営 企業 所

名古屋出張所

爆房・冷房・温湿度調整・衛生設備

設 計 施

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

給 排 水 ・ 衛 生 ・ 電 気

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 10

電話大阪@ ( 代) 5171- 3 ・ぉ43

東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

電話 東 京 ( お6) 7 6 8 3 ・7 7 1 6

下関市大和町33 大和ヒソレ 9 号室

電 話 ② 5 5  7  8  

工

嘉 熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

大阪市北区高垣町二三電話大阪⑧2085 ・5725

東京都千代田区神田司町 2 の10船木ピノレ二階

電 話 @ 5  0  3  8  

愛媛県川之江市川之江町古町

電 話 川 之 江 6 0 3

;援 冷 房 ・水 道 術 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取締役判長 中 山 俊 入

社 大阪市福島区上福島北二丁目 ー務地

包 括 福 ぬ @ 3 3 9 1 - 5 恭

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 ) L 務 地

電 話 @ 2 1 7 7 - 8 務

神戸市生田区下山手通八丁目 三三

電 話 元 I s J @ 3 0 3 5 i昨

社大

本 社

東 京

営業所

四 国

出強所

本

東京営業所

下関出ｾ所

工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 庖

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置 設 計 施 工

各種送排風機 ・エロヒンヒーター ・キャビネ ットヒ ーター

冷 却 塔 ・各 種 ν デス タ ー ・アネモス タ ッ ト煩 製 作

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

社

. .6.  

ヨ玄式株エ鉄本藤

大阪市北区曽似崎新地三丁目五十三ノー

( 市電必繍停留所前) 電話大阪@ 1274- 6

支 応 ・徳 島 ・神 戸 . ｾ ｉ ｾｾ 路 ・ 東京

l [i話@1264 - 6

包括@1144 - 5

mお①4594 ・5118

電話〈寝屋川 )0404

大阪市組区赤川町三丁目二八

大阪市北区神 ｉｾｊ 町五 ｏ

名古屋市東区駿河町一丁 目三

被 服 川 市 大 字 太 1111 一九五

本 社 並 ヱ 編

梅 田 営 業 所

名古屋出強所

寝 屋 川 工 場

3  
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電

A

Q

一

A
株 式

.t::::' 

ヌL

電 気 工 事 設 計 施 工

電 気 冷 蔵 庫 ・ 電 気 洗 濯 機

修 理 販 売

雄正海浅取締役社長

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1ー 5 番

場 大 阪 市 西 淀川区御幣島東一丁目二O

電 話 淀 川 @3 4 7 7 ・3 4  7  8  

東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡山 ・広 島

. 6.  

'::z:s;' 株 式

<f =o 

ヌL電藤エ

大 阪 市 来 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 @5 2 7 3- 5 ・5 4 5 1- 2

営 業 所 東 京 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

ヱ

営業所

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役社長 騰村今

気 工

計 ・ 施

陽 電 気 株 式 会

取締役社長 山 本 博 三

大阪市北区中之島三丁目三朝日ピノレ 7 階

電 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 ( 大代表)

大阪市西区土佐堀通リ四丁目十一番地

電 話 大 阪 局 @5 2 0 1 番( 代表) - 3

京 都 市 中 京 区 壬 生 桧 町 2 0  

電話ｾ 3  4  8  1  

社

事

工

電

段

社

朝

本

本 社 大 阪 市北区梅ケ枝問j ニ在器地

話大阪ｾ 8131代表- 4 ⑧7263

営 業 所 東 京 ・新 宮 ・御 幼

営業所

出張所

ヤ マ

取 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5

電 話 大 阪 @ 代 3

東 京 都 中 央 区 銀 峰 東 8 丁目

全国燃料会鉱607号室電話東京

名 古 屋 ・四 日 市 ・福 山 ・

ト 電 気 商

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社

東京営業所

本

電 気 工 事 設 計 施 工

三 菱電 機 ・冷凍 機 工 事 特 約 庖

株 式 会 社 野 上 工 業

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本社大阪市東区北浜三丁 目 四 七 電話北浜@770- 3

支 庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 包 括 京 ③ 5010

支j苫 松 阪 市 本 . 町 電 話 2 4 8 0 - 2

出張所 東京・名古屋 ・神戸・直方・回}II' 大分・四日市

所

'

f

 

y

 

-
J

 

張出

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工
電 気 工 事 設 計 施 工

輿

大

タケ

大 阪 市 北 区絹笠|町50祷地内ピル

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表 ・

東京都中央区日本橋箱崎町三丁目

電 話 兜 町 ⑧1478 ・1479 ・1

大 阪 堺 ・名 古 屋 ・下 関

井坪

株式会社

取締役社長

ネ土

庖

本

支

社

取 締 役 社 長 嘉 納 侍 三

社 大 阪 市北 区絹笠町50 ( 堂ピノレ 3 階)

電話( ⑧ 3 8 6 2 ・1 1 4 1

大阪市大淀区浦江 北 Ｒ ア目 ｾｬ
電話@514s ｾ飴 ＴＶ

東京都千代田区飯田町 2 - 15 ( 飯田橋

ビル 4 階) 電話@i 8520 ・8527- 9

名 古 屋 ・ 光

. 6.  

コヨE式株機電宝

-
庫

本

倉

支

底

出張所
出張所

電 気 設 備 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

. o.  

ｾ＠株 式

.t::::' 

ヌL中 本 電
社

. 6.  

'::z:s;' 式株

<f =o 

ヌL電東j工

明

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 II Ij 三ー] 目一五

電 話 大 阪 ③ 5 1  4  3 ・5 3  7  3  

大阪市城東区野江西之町三丁目一一主

fE 謡 大 阪 @ i 2  1  9  3・2 1  3  4  

正本中取締役社長

宇土

機援工場

資材倉庫

本

ネ土

出強所

4  

取締役社長 猪 飼 室 長 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 7 2

電 話 大 阪 ⑮ 代 表 4035 ⑪ 3515 

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 淀 橋 @ 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

本

支
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一

製造 ・販売 ・椀工

広本

TEL. 大 阪 @1756- 7・東 京 ⑧ 1335

陶管・ベンチレーター

£語、

: D:  
芸 誌 三 幸 商

大阪市北区曽似崎土ー ノ凶

電 話 大 阪 (⑩ 3 1  4  5  
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本 応

大| 仮営業所

だ い わ

24こむ大和洋瓦

超軽量荷量 ( 坪当37貫) 和型より安い

発 売 元

大 仏 組 Et字詰? ? 芸

京都市東山区今熊野池田町九 ⑥3555 

大阪Hi 来 区 内 淡 路 町 一 丁 目 ⑧ 9ワ5

.  ， 

ナニヲ緩勾配荒

. . .  々 こ 高揚月事毘知専業おきま畢

。 井 田 商 事 株 式 、 会 社

大阪p浸透区雷同手町ー oー七香地 ;奏町駅貨物八号問責f J

電 路 ( Sヨ) 4 8 9 0 ・( 54) 0 8 0 8- 9  

ずg品衛生陶器

販 売 と 施 工

場E 仕 感 謝 の 1芭

it 逢IIJ ｾ草案業金 剛 商

大阪市西淀川区野里町1231 阪神困通電車 野笠電f手前
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株

会
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5  



|一 示弐一一瓦石τ 7三三二

ゆ

鈴 木 ν ヤ タ ア 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33 電 話 ⑧ 0098 ・5837 ・8729

ふ

Y

4

一

邑
一
語

寵
一

F
'

A

一

輔

H

一
。
一

申
一

回

伊

大阪ガス会社指定

ガス 風 E

国 申 風 呂 狼 低 成

大阪市浪速区元町1丁 目742 但 ν 賑繍電 停 前 電話⑧5313 ・8128

置ヨヨｾＡ咽 ｅｩ ・

シヤν9・

平 和 シ ャ ッ タ ー 製 作 所

大l I i 工渇 大阪市浪速区河原町 2 丁目 電 ⑧ 5 7 5 0 ・8444

東京工場 東京都本田区椛谷町 4 丁目 電 ⑬ 0160 ・1733

G函盛診

妙シタユ ｴｱ タＢｾ スタンダードーメタルの大島化学

ヱパーブライトの大島 ｻｴｾ
( ア ル ミ第ル ー フ イ ン グ )

オ ー シ マ ラ イ ト の 大 島 化 学

( ，j ( 1) %. ; ¥- r J &，. 術 脂 積 層 積)
谷樋. 屋根民知ばうそ・

大 島 応 用 化 学 工 識 邸
、.

本 社 エ 喝 K 阪 市械 11( 区野 江 東 ノ 町 4 丁 目 電 話 械 東 ⑮ 3679 ・ “ 81 ・8471

第 二 エ 喝 大 阪 市 城 東 区 古 市 中 通 2 T 目 電 話 械 東 @ 8 8 1  3  

支 膚 新 居 浜 市 西 原 町 電 話 2 3 2 7 ・2 9 3 8 ・3 2 5 5

〔広 島営業所開設〕 省 機 所 名 古 贋 市 電 ( 中 )7025 ・ 広 島 市 電 ① 7582 出 揮 所 四 日 市 市 電 2065

各種掬管 ・大正便所・ S. P. 石綿パイプ ・モルタ

ル製敷プロック・腰掛プロック・スペンサー

セメ ン ト煉瓦・流司洗濯糟・盛芥箱 ・空気抜・ ヒューム符

各種セメント 製品・コンクリート製品製造・販売

⑨ 三 舟 建 株 翁 曾

2手努滋‘

に

瓦

風

に

な

台

震

雅

耐

耐

優

各種瓦葺工事請負業

皇室 佐 村 木 商 庖

大阪市東区京橋前之町 2 ( 市電京阪東口停前)

電話ｾ 7 0 1 6 ・7 0 1 7 ・1 5 2 8 番

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 番 地

電 話 @> 2 4 2 0 番

6  



吸

音

テ

ッ

ク

ス

神戸市生田区長狭通四 J 一地ilit ピル

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

大阪市北区紛笠町五o .攻ピノレ 5断

T E L大阪⑧2021 ・3486 ・1141

ネ土

rli 

本

支

.  
4・

.  
.  

燃えない建築資桜

匝E盟理: : c t

ぜー喝 _'L'" 圃 . . . .  

一

直定 ｾＺｊ Ｎ

タイガー印

モ.デル ルー ムへどう そ

厄: .5又粛~ド

努イ対一トーｾ
絶対に亀裂を生じない重IJ 期的下塗壁材

ずでも時ィ鳴動ζ 校 Lょうど紡 t Z  l'、ます

電話新町(53)

2201 - 3容;z;1iz 壷酪直感

工場末阪市住舌区西加賀度町4丁目81 ・電話住吉(67) 5109  

闘i院事履草眉

キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄膏太阪支庖

本

工

軽 量 鉄

設 計 ・ 施

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 図 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 25

電 話 @ 6  0  9 ・6 5 7 5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青木古堂町53

電 話 神 戸 ③ 6 1  6  

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3010

電 話 尾 道 2868 向 島 西 1 9

骨

エ

社

相.

本

. "  

出B 所

建 築 後 術 者 の 照 会

就職転職希明者は紐鹿ぜ? と希別条件と給料∞円以上と IYI: l eの邪。

保用者は希泡条件と本探用臨時あるいはー現場限りなどの区別併に給料∞

円以上∞円以下 と明記の事.

相方の氏名はｾｊｬｬ Ｖ 査定まで厳秘として発表せず。

事 ｴ 峨希ｾ者は一切無料。採用者側は採用篠定の時 ｉｃＧ ｊＮＡり通信 ｴｴｾ の ［ 且貨 の

一郎を申受けるきIf あり。

官公庁会社等の勤務者にて夜間'J ? l ! 費の時間 ICアルバイト 希盟の方はお巾

込置き下さい。仕事のあった場合 ICお知らせします。 E の場合は仕事の依

頼者 IC もアルパイ卜 する方の氏名は樋秘として知らせません。

泉大湾市助松708 建築士長田 T E L  1  1  0  5  

大 阪 連 絡 所 T E L  ( 54)  9  1  9 長田

東邦商会

7  



L .S 型

パテ切リ不要ノ 。サッシュパ-

泊

四ぺ

倉

田

加
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h

、

西

2

4

H

t

F

江

8

U

L
野

@

u
'
n
q

区

制

配

V

東

4

A
，

策

医

ミ

城

城

山

司

詞

市

ふ

・ョ・

2

-

Z

笠
岡

鋼

ご

進
団

築

制 .  
・.

ポリエステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

寒 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスフ ァノレト防 水 工 事 選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアル トタイ ノレ工事警

護耐酸モノレタノレ工事 各 種 床 工 事 ミ

大 阪 耐 酸 Z 業 PK
， 

.  

大阪市北区浮 8- J 町82番地 電話豊 崎@1333番

、，

(  

一一一一_ _ ¥

I I . G. C 試

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M 38 番 責 任 施 工

米 国 パ プ ユ コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ァ ル 卜 販 売

内外玄業株式会私

N.G. イγν ュライト断熱材製造発売元
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"  

跡て初仰の年限仕様

⑪ ア叉 ｲｲｾ イド防水 ｼ

組
メに泊Z、

員 名 住 所 電 話

( 株) 久 保 商 后 大 阪市北区真砂町 5 :f t  ｾ ＲＰ ＷＭＸ ・ 必 ＳＶ Ｍ Ｗ

近
( 株 ) 木 下 謹 三 商 庖 大阪市西区江戸 掘南通 5 ノ35 土佐堀⑬5ω8・5必6

( 株) 1珂 正 社 大阪市北 区樋ノ上町45 :f t  @8157- 9  

• ( 株 ) 井 上 浄 夫 商 庖 大阪市西区江戸堀下通 1 ノ 7 土佐姻⑪お31

( 株 ) 大 和 商 会 大阪市南区高津 町 4 番丁73 王主 @1お8・1905・飴87
f 町、

)1慎 ( 株) 石 国
建 材 活 大阪市東淀川区元今里北通り 1 ノ31 堕 崎@3340・3505

不
石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒田町 1 了目

湊 川 邸1ω ・2697

同

タ テ パ ヤ ν 商 庖 京都 市 下京区四条大宮南入学校育iJ
、ーノ

壬 生@4468

田島応用化工岡大阪出張所 大阪市西区京町婿上通 1 ノ14 土佐姻0 1773- 5・809- 10

:.: 
( 資) 悶 田 建 材 庖 名古屋市西区西菊井町 2 ノ12 西 @2057・0121

( 株) 名 建 磁 会 名古屋市中 区宮出町4 1ノ 2 @1329・2817・2106

海
高 機 建 材 J苫 名 古屋市中 区村木町 l ノ12 本局 @3295 

ｾｴ＠
北 川 工 業 株 式 会 社 金沢市西側 PIJ 8  金 沢②4552- 3

北 川 工 業 (株) 宮 山 営 業 所 富山市奥 ｅｂｾｐ ｉ ｊ ＲＸ 富 山②12218 ③1014

小 島 工 務 庖 高岡市大坪旭 IIJJ 2 丁 同32ノ 3 I'Ii I凋 2463

隆

小 島 工 務 庖 富 山 営 業 所 富山市利Ij即 IJ 3 区1003 宮 山 8221

中

背 盛 建 材 株 式 会 社 広 島市鉄砲町10 8 中 ②2281- 4  

青 盛 建 材 (株) 岡 山 営 業 所 岡山市東田町 3 l喝 11. ②7911・8169

( 有 ) 小 野 甚 商 庖 岡山市内山下3 0ノ10 岡 山②4272

( 株 ) 浜 原 隻 商 底 尾道市若宮町 尾 道 27ω

園

( 株) 浜原虫商庖 防府支庖 防府 市大林寺 防 1(. 1 1037 

四 |古 市 断 熱 工 業 株 式 釧 | 高松閃 前220
4若 松@4239

国 正 和 商 事 妹 式 会 社 松 山 市 1 祷町2 1 松 山 525・1159・2159

九

州

青 盛 建 材 (株)福 岡 営 業 所 福岡市万行寺前町14 m ③1225- 6  

腕 建 材 工 業 株 式 会 社 福岡市楽院国iJ 65 中 @4326 

高 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大泉町4 5 長 崎②鉛28

建殻省阪建 22 号 箆 可 出資金 510 万

五 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 姻 上 通 ー の 一 四

東 京 連 絡 所 東 京都足立区小台町六三三 ( 田島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中 国 ・凶 国 ・九 州

T E L  @ 代表 1 7 7 3

T E L  @ 代 表 1 1 8 1

9  



押 出 聖 枚

⑮ 

ア ル ミニ ウムの ｾｱｊ 出型材は複雑な型状のものが 容 易

に作れ製品コス ト を下げ、軽〈、美しく、 ｪ ｾ ｩ びず 、

合金 によ って鉄鋼に匹敵する強度を持ちます 。 i U立近

極めて広範囲に使用されています 。

アル ミニウム 工 業に於て 伝 統を言寄る 当社 は 最 新 式押

出機により管、様、線、その他各種の型材を 生産 し

ています 。

昭 和 ア ル ミ ニ ウ ム 株 式 会 社

本 社 甥 市 海 山 町 6 の 2 2 4

T  E  L  ffl 3  - 1181 ( 大代 表 ) 大 阪 (67) 3522( 代 表)

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 場 留 町 1 の 1 2  

T  E  L  東 京 (66) 0  0  8  7  • 0  7  1  5  • 1  7  7  6  

円ｾ門ー口仁

特許サンワ印 竹 島 式 固 定 型

効力絶対ぷ任十J

向転式の三倍強

カタロ グ送呈

ベ ン チ レ ー タ

全国名地有名金物応 lζ 有り

22元三和金物株式会社

大阪Tli南区南綿屋町

電 話 ( 27) 4755- 7  

- リーフレ フトの同窓があ ります ご請求下 さい ・ 様遺品が一部市場 に出ていま すh、らご注意下さい

帯幸三宅e型fI- 干; ，ι ー，1-

A  - 1 0  

東 京 装 備 工 業 株 式 会 社 東京都中 央 区新川 1 - 6 T E L  5 5 1 0 7 7 1 - 5  

住宅や家具につく自アりや害虫を退治します、そのよ 「アリノン 」は

協議

くされ・かびにも特効があります 。

8 7

1

) ( ; :  ｬＧ ・ ｊｾｾ

回
山宗化学椋式会社 仏 1525F泊予五fYJ 三話FA純 綿 22・総: 総

10 
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.  
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， 

-電

|  ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 子 午 事 は

4 製 造 業 社

飽 和 建

k.k. 工

k.k. 工

大 恵

国 島 応 用

東 亜

日 蓮 化 学

日 新 工 業

4 販 売 業 社

材 エ. k. k.  

英 社

盛 社

工 難 k.k.

化工k . k . 大阪出E置所

工 事監 k.k.

工 業 k. k. 大阪営業所

k. k. 大 阪 支 庖

浅 野 物 産 k. k . 大 限 支 庖

i也 図 商 事 k.k.

内 田 商 会

徳 本 石 油 k. k.

筏 松 商 会

大 阪 朝 日 涯 育 k. k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k.k.

川 崎 物 産 k . k. 大 阪 支 広

中 西 澄 膏 産 業 k.k. 大阪営業所

k.k. 長 野 商 庖

日 本 建 段 興 業 k. k.

前 回 商 庖

村 井 工 業 所

山 女 商 事 k.k.

‘ 工 事 業 社

組 化 建 工 業 k. k.

k.k. 弁 上 j争 夫 商 庖

k.k. 石 田 建 材 . 広

大 阪 耐 厳 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

k.k. カ ナ ヱ 筒 1苫

共 栄 渥 膏 工 業 k .k.

k.k. 木 下 鐙 三 筒 庖

k.k. 久 保 衛 底

清 水 興 業 k. k.

k. k. 大 和 商 会

友 田 工 業 株 式 会 社

内 外 工 業 k.k.

日 本 涯 膏 工 業 k .k. 大阪営業所

k.k. 双 葉 商 会

松 本 渥 育 工 業 k.k. 大 阪 支 広

マ ル ヱ ス 工 業 k. k.

k . k . 明 正 社

米 国 工 業 所

石 井 建 材 有 限 会 社

k.k. 中 出 商 会

三 情 工 業 所

中 村 遷 膏 工 業 株 式 会 社

有 限 会 社 小 野 甚 荷 庖

k.k. 浜 原 豊 商 庖

膏 媛 建 材 k. k.

古 市 断 熱 工 業 k.k.

正 和 商 事 k.k.

k. k， 山 本 商 会

惨 賛 助 会 員

丸 善
石 泊 k.k.  

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 5 丁 目9 1

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 1 6 9 0

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁目 1 4

八 尾 市 大 字 太 子 堂 6 2 9

大 阪 市 東 淀 川 区 堀 上 通 3 丁 目3 9

大 阪 市 西 区 新 町 ;It; '通 1 丁 目 4 0

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 (三 和 ビ ル )

大阪市東区道修町 1丁 目11(加藤ピノレ)

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 5 2  

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 郷 江 一 番 町 1 4  

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 回 住 道 町 9 1 3

大 阪 市 北 区 絹 3豆町5 0 ( 堂ピル二階)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 北 区 中 之 島 6 丁 目 8

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 煽 北 通 5 丁目 3 5

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 町 94

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1丁 目 1 ｾ＠

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 廊 下 通 1 丁目 7

大阪市東淀川区元今里 北 通 1 丁目 31

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 空 心 町 1丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 町 2丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 婿 南 通 5 丁目 3 5

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4  

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 丁 7 3  

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁目 41

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 5 1

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0  

大阪市東淀川区木川西ノ町 2 丁目 6

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 7 丁目 4 5

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 南 通 1 丁目 152

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 4 5

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 4 3

神 戸 市 兵 庫 区 荒 凹 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 神織共栄 ピ/ レ

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 天 神 前 2 2 0

松 山 市 一 番 町

松 山 市 茅 町 2 丁 目 9 5  

大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 3 丁 目

( アイクエ ;;t ll領)

(37) 仮泊2 ・857

( 66)  8861- 2 

( 97)  4460 ・8288

( 47)  3131- 2 

(44)  809- 10・1773- 5

八尾 (029) 2308 ・3039

(39)  924- 5 ・2045

(53)  5281- 3 

( 23)  1731代 ・2931代

( 23)  1345 ・1346 ・3381

(36) 筑) ( ) ・2841 ・2966

( 54)  3785- 7 

(34)  8似3

( 53)  4520 ・8401

( 79)  4427 

(36)  774 

(34)  4305 

(44)  853 ・5196

(23)  2771- 2 

(44)  5223- 4 

( 73)  2514 

(44)  0255代 ・5392代

(37)  6555- 7 

(44)  3520 ・4564 ・1005

(37)  3340 ・3505

(37)  1333 

(33)  3679 ・ω8 1 ・8471

(35)  2922 

(94)  5561- 2 

(44)  5408 ・5486

(34)  207- 8 ・4836- 7

(37)  1383 ・2933 ・9377

( 64)  1588 ・1905

( 35)  4779 ・ω9 7

( 64)  3434- 6 

( 34)  1 ω4  

( 37)  3375 

(35)  9231 

(45)  23ω ・2030

( 34)  8157- 9 

(75)  7271 

漢川 ( 5 ) 2697

漫川 ( 5 ) 4630

元町 ( 4 ) 6930 

元町 ( 4) 5884 

( 2 )  4272 

尾道27ω

中 ( 2 ) 2881- 2 

高松 4239

松山525 ・1159 ・2159

松山 2717

(27)  1251(代)

|  …人 ア ス フ ア ル ト 同 業 会 関 西 安 部 たihrlil'yIA:1州 地 9 TI 124 '，;;:，;i; ( 66) 制 御 l  
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アルミサッシ・アルミドア・アルミスパンドレル・アルミサッシ・アルミドア・アルミスパンドレル

!  

営業品目

ア ル ミ サ ッ シ

ア ル ミ ド ア

アルミスパンドレル

ス チ ー ル サ y シ

ス チ ー ル ド ア

スチールシ守ッター

富

町

府

組

綱、

、t::IJ

‘  

'  

、

本 ニ サ ッ シ

""ニ本 社 . 川 崎 市 中 丸 干 1 3  5 番 地 電 話 72 - 4261 ( 代 }

東 京 事 務所・ 東 京 都 中 央 区 銀 座 西 6 - 5  電 信 57 - 5526 ( 代 )

大 阪 支 底 : 大阪 市 西淀 川 区 御 幣 島 町 中 3 - 4  電 話 47- 1 4 5 4

営 集 所・ 福 岡 ・名 古 屋 ・ 余 沢 ・仙 台 ・札 幌 工 相 : 川 崎 ・大 阪

億製練 武 書 枇
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ア アスフアルト同業会関西支部 11

青山鋼材kk ・H ・H ・...・ H ・.....・ H ・.14

浅海電気kk .. . . . … ... ..・H ・- … 4

kk 朝日工業社・…. .. .・ H ・....・ H ・. 3  

伊奈製陶kk ・H ・H ・.....・ H ・. . …中挟

泉石綿工業kk ……. ..・H ・. . …… 16

井岡商事kk ・H ・H ・... . .・ H ・.. . … ・5

kk 岩住鉄工所・ ... ................ .15

岩元工業kk ・・……一・・ H ・H ・.. ..14

kk 栄興商会. . . . ・ H ・......・ H ・- … 3

栄進鋼業kk ・H ・H ・. .… .. .・H ・..… 8

kk 荏原製作所… … . ..・ H ・表紙 4

オリエンタノレメタノレ製造kk 中挟

大阪建材工業kk ・H ・H ・-… H ・H ・.22

kk 大阪城口研究所・ H ・H ・.. …… 2

kk 大阪電気暖房商会…- ・…・・ 2

大阪耐酸工業所. . .・H ・. ... … … 8

大島応用化学工業kk ・・ H ・H ・- … 6

kk 奥村重兵衛商底・……・…・… 66

奥山化工業kk ・H ・H ・H ・H ・. .… … 20

絵本特殊構造研究所・・ H ・H ・-… 17

カ 樫野石灰工業kk ………. . . ・ H ・.. 3  

kk 川岸窯業… . ..・ H ・. .…...・ H ・.. 5  

川 口ゴム工業kk …...・ H ・. . …前付

河津装飾kk ・H ・H ・...・ H ・- …. . 前付

kk 関西機械建材社…. . . . . ・ H ・.. .18

関西ペイジト. . .・H ・.. 目次対抗面

関西三星タイノレ会・・ H ・H ・.. ..… 22

工藤電気kk ・・ H ・H ・.. ..・ H ・- …. . 4  

kk 久保商庖. .....・ H ・H ・H ・. .… … l

kk 建材社… -…・…・・ H ・H ・- … 2

kk 工英社. . . .・ H ・- … … .. . 表紙 2

江東電気kk ・・H ・H ・- … … … … 4

kk 小俣製作所. . ... ・H ・.. ...・ H ・... 62

kk 金剛商会. . . ・ H ・......・ H ・. . …. . 5  

サ サンエス石膏kk … … … … … 中挟

斎久工業kk ・・H ・H ・. ...・ H ・. .. … ・2

kk 斎藤省三商庖………. . . ・ H ・. 2

三機工業kk 、H ・H ・....・ H ・- ・・…… 2

kk 三幸商会. . . ・ H ・........ ・H ・- … 5

kk 三興社・… .. ..・ H ・... ・H ・...・ H ・. 4

kk 三晃商会… ・… … … … … … ・ 3

特 別 広 告 関 係 ( 順不同)

kk 竹中工務庖. . . ・ H ・-・…・.. .・ H ・2

三井建設kk ....・ H ・. .. …・・…. . 2  

kk 片山鉄工所…………. . . ・ H ・. 3  

大阪市大正区南恩加島田T l 電@393l ( 代)

栗原工業株式会社… … ....・ H ・. 4  

東洋キャリア工業株式会社

大阪支庖… 4

三機工業kk .…....・ H ・.. ...…・… 5

kk 大阪電気商会大阪暖房商会 5

東京鋼板工業kk … … ……・…. 6  

東洋 Yノリュ ームkk …...・ H ・" 7  

東洋オ ーチスエレベータkk … 7

大阪市北区中之島( 三井ピル〉

電08651 ( 代)

kk 矢橋大理石商底. ...・ H ・- 一… 7

kk 鈴木ν ヤタア商会・ H ・H ・. .… 8

次
(回音順〉

建 築 と 社 会 Vol . 40 No.  6  

三宝電機kk ・H ・H ・. .. ・H ・. ..・H ・... 4

kk 三和ν ヤ ッター製作所… 前付

三和金物kk ・H ・H ・....・ H ・...・ H ・..10

敷島金物kk .……・・目次対抗函裏

彩 国 社 ・ H ・H ・- …. . . . ・H ・...75

昭和アルミニクム kk…...・ H ・..10

新鋼建設工業kk .…. . ..・ H ・-…・・ 7

kk 新興建材工業所・… ・・ H ・H ・.. 19

須賀工業kk …....・ H ・.. .. ・H ・..… 2

鈴木ν ャタア商会・ H ・H ・H ・H ・.. 6

セメダ インkk ・H ・H ・..... ・H ・. . 前付

夕 田烏応用化工kk …. . . ・H ・. . 表紙 4

耐酸化学工業kk ・H ・H ・...・ H ・.... 15

田中工業kk ・H ・H ・H ・H ・..... ... . .. 1  

kk 田中風呂製作所・・ H ・H ・- …… 6

閏辺工業kk ・・H ・H ・.. ，. .・H ・-… … 76

田村商会建材部・ H ・H ・. ....・ H ・" 21

kk 谷山製作所・・H ・H ・.... .. ・H ・...76

第一工業kk. ... .. .. ・・ H ・H ・... ・H ・. 3

大嘉熱工業kk ・・ H ・H ・....・ H ・-… . 3

大建クォーノレボード工業kk … 前付

大日本硝子工業kk ・H ・H ・H ・H ・.. 8  

大日鋼業kk ・H ・H ・......・ H ・. ..・ H ・18

大 仏 組 … . ....・H ・-…....・ H ・... 5  

高砂熱学工業kk … … ... ・H ・..... 2  

kk 武智工務所........・ H ・....・ H ・.66

中央電気工業kk ・H ・H ・....・ H ・... 4  

朝陽篭気kk .…・・ H ・H ・....・ H ・-… 4

東邦商会・・ H ・H ・・・・・……・…・ 7

東京鋼板工業kk …・ ・....・ H ・.. .14

東京装備工業kk ・…....・ H ・- … 10

東洋キヤ 3 ア工業kk ・・ H ・H ・. ... 2  

東洋陶鵠kk … … H ・H ・. .. …・・前付

東洋 Dノリュームkk ・H ・H ・.. 前付

東洋レーヨ> ，kk ・…・・目次対抗面

ナ ナニワ瓦kk …・…. . . ・ H ・.....・ H ・5

内外工業kk ・H ・H ・-…・ H ・H ・...… 8

内外土木建材社……. . . ・ H ・. .… 15

中谷ν ヤ ッター製作所・ H ・H ・' .16

中本電気kk ・H ・H ・. . ……. .. ・H ・.. 4  

中之島製鋼kk . . . …………・・前付

浪速合板…. . . . ・ H ・...… H ・H ・.. .. 7  

三木塗装后・・ H ・H ・... .... ・H ・..… 8

大阪市酒区新町 3 - 16 電@2618- 8884

亀井kk … ・…. . . .・ H ・. .... ・H ・.. .… 8

kk 平田 タイ ル……・- ………・・ g

kk 不二製作所・・ … - …・…・…. 9  

小野田セメジト kk ……. . . ・ H ・.. 自

小野田レミ コシkk ・H ・H ・. . …… g

東芝商事kk 大阪支庖. ...・ H ・.. ..10

大阪市北区堂島浜通1- 15

¥t @1l 0l ( 大代)

日新工業kk 大阪支庖. . . . ・ H ・.. .10

kk 竹中工務庖. . .・H ・. . …. . .・ H ・.. 11

須賀工業kk …・… ・…...・ H ・- … .12

近畿電気工事kk ・・ H ・H ・. . . …… 13

鈴木ν ヤタア商会… … . ....・ H ・14

.  

浪速建材工業kk ・H ・H ・...... ・H ・.21

日本管工業kk …....・ H ・.... .・H ・. 3  

kk 日本金具製作所・ H ・H ・. . …中挟

日本サ ッν ュ協会賛助 会 員 前 付

kk日本シャッタ ー製作所 … … 表紙 3

日本ｾ［Ｑ >' ト防水剤製盗所 ・…・・表紙 3

日本ドアーチェック製造 ｾ ｋ ……中挟

kk 日本ドアーチ ェッタ製作所 ・・・・・・ 16

日本熱学工業kk. ..... ・H ・. ..・ H ・. 3  

日本ハードボー ド工業kk … … 18

日宝蛭石kk. . .. ・H ・. .. ・H ・. . . …… 15

日涯化学工業kk … .....・ H ・. . . 前付

商日 本アスフアルト事業悩同組合…・・・ 9

kk 西原衛生工業所・H ・H ・H ・H ・.. 2  

kk 野上工業所・・ H ・H ・... .... ・H ・.. 4  

ハ 八保鋳鉄工業kk … .....・ H ・-… .. 16

kk 林塗装庖・・H ・H ・.... ・H ・... .・ H ・5

kk 汎建製作所........・ H ・....・ H ・.17

kk 目立製作所・・ H ・H ・-… … 表 紙 2

kk 平川鉄工所… ..... ・H ・- …・・前付

フタパ黒板・ H ・H ・.. .…. . .・ H ・.... 5  

プラスチックス ・エージ … … 79

藤本鉄工kk ・・ H ・H ・. . …. . .・H ・... 3  

福屋工業kk .… ...・ H ・... ....・ H ・.. 5  

藤森建材kk ...・ H ・..... . .・ H ・. .. 前付

kk 不二製作所. . . .....・ H ・....・ H ・.12

kk 平 和ν ヤ ッター製作所… … 6

豊田セメ γ トkk ……. . .・H ・..... 14

マ 水谷ペイント kk ・・ H ・H ・- … … ..76

kk 美索工業所…・ -目次対抗面裏

kk 三高製作所・……・・…・ ...・H ・.17

kk 三谷製作所… … H ・H ・. .. …前付

kk 峰岸商庖…. . . ・ H ・-… H ・H ・...20

三舟建材商会 ・・・....・ H ・- …・… 6

kk 室谷商底・…・・・ ....・ H ・H ・H ・. 7  

ヤ 山田工業kk …...・ H ・. . . ………・ 3

山宗化学kk ....・ H ・- …. . . ...…・・ 10

kk 山本建材社… .. ..・H ・-… .. 中挟

kk ヤマト包気商会… . . .・ H ・..… 4

kk 油脂化工社…・ H ・H ・-… ・表紙 3

kk 吉田芳雄商庖… H ・H ・... ・H ・.. 5  

吉野石膏kk …・・・ H ・H ・-… H ・H ・.. 7  

ラ kk ライト製作所… . ..・ H ・... ・H ・. 1  

浅海電気kk ・・・ H ・H ・- ………・・・14

kk 大阪熊平金庫底・… … … … ー15

大阪 市南区順慶町通り Ｒ Ｍ ＴＹ 電 ｾＲＹＸ ＴＭ Ｖ

kk 川島織物…. . . . . ・ H ・.. .. … … 16

軟水工業kk ・…. .. .・ H ・- …. . .・ H ・.16

大阪市北区鳴尾町10 j (，@6349・305

kk 矢橋大理石商庖・… … ...・ H ・.16

日本建鉄kk 大阪営業所… … … 16

大阪市北区玉江町2丁目4- 1 ff i @代表4677

東京鋼板工業kk …・・・・ - … … 17

kk 荏原狼作所大阪営業所 H ・H ・18

荏原 イシフ ィルコkk ……・… .. 18

大阪市北区中之島{ 朝日ピ J レ〉電@6621

kk大阪電気商会大阪暖房商会 19

淡陶kk 大阪支庖. . . . . ... ..・ H ・.... 19

日本板硝子 kk ・H ・H ・.......・ H ・... 20
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東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0

慢 話 ⑧ 8 1 3 1 - 6

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番地( 型軽鴫ピノレ 3 階)

電 話 @ 0  6 2 1 ・o 6 2 8  

名古屋市中区大池町24 (丸菱ヒソレ) @3048・4593

広 島 ・ 福 岡 ・ 富 山 ・札 幌

本社及工場

大 阪 支 庖
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福本 社
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! スカイライト並開ベンチレ十|岩 元 式

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレーター、門廓鋲樋

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工
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社会
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四
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山
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附
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大
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岩

建 築 ・ 家 具 ・ 電 気 の デ ラ ッ ク ス デ ザ イ ン に

アラヤ特殊パイプは本邦唯一の製法による電縫管で( ステン レス ・

軽合金 ・引抜鋼管も製作可能) 下記の様な特長をも っております

1. : I l 尺にでも真直ぐな製品が出来ます

2. 表面地肌が非常に美しい ， _ '  

3. 従ってメッキ及び塗装が非常に楽に行われます

4. 製品価格が非常に安い

カタログ ・値段表送呈。見本御希望の方は ( 8本 l 組) ￥370一要

製 造 元 新 家 工 業 株 式 会 社

一一一一一旦一一_ _ f t  

君山澗府麻王ミ豆町エ " 行 課

大 阪 市 西 淀 川 区 野 里 町 1 2  3  9 ノ 8

電 話 大 阪 (47) 0012 ・0013 ・0014 ・3760

.. 

段河子ー H-

干ー1:- n  l' 7。

l  p w a 昏 製 品 !  

実 彩 持 株rnイ7・1

党売元
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耐火断熱 Ｑｾｾ［ 保［き防音

吸音結露 P月 止

Ii.ヨ

③ 白 書 提 眉 株 式 会 祉

ベ ン チ レ ー タ ー ( 筒型各種〉

パーチカルベン九レーター ( 電動式)

波 型 硝 子 屋 栂 完 全 葺

股 針 施 工

40年の伝統と経験を筒る

体育館ア ーケー ドに最道

株 式 会 社 内 外 土 木

大阪市西区土佐娼船町23 ( 大阪商工ピ ノレ)

建 材 社

鏡ぴむし 1

書 館 。

T E L  (刊 3鰍 ・ 4396

警 語 審 岱 鎌 Z 成

化学ユ鳴の建物乏

酸蝕から穿オt.'
ン化工部

ポリ エステノレレデ Y ライニシグ

ヒタフラシ エポキi / ライニソグ

各 租 合 成 樹 脂 及 目 地 材 料

耐酸タイノレ耐酸塗料

建 材 部

木毛セメジト似へキタイト

パ プ ヨ グ リ ッ プ デ ッ ク

耐酸アスフ ァノレ トフロ ーチγ

・見 本 型 録 呈 上 ・

(  耐酸化学; 手業烹式舎完ι」
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皿 ｅ 霊亙 ＮｾＹＭ

申谷シャツター製作所

、

・噌

ｩ 邸宅建築の花形Ｎライト Ｔｴｌ ジ建築 ｴｾ ＱＣ ｴ ｴＧｾ ひ ｙ
優 良 ラ ス と し て 日 本 建 築 協 会 が 証 明 す る I  "，.  

断 面 団

法。問中世些苛時間

222225特 八 保 鋳 鉄 五 業 株 式 会 結

m結 束 住 吉 ⑫ 9 0 7

石 綿 セ メ ン 製 品 の 最 高 水 準 を 行 く グ

アスベストパリヤ

泉

( 硬質石綿板)

建物内外壁、間仕切 、天井扉

電気室、発電所、配電室、製鋼

ガラス工場の壁、製糖、製油

製薬工場の床スカ ー ト壁など

に最適
呈 カタログ

社
ゐ

宮

川

河

式

一
一

引

株

日

付

島
民
同

心

@

j

・

同

川

己

北

郷

.

.

 

区

諾

綿

北

電

可

石

阪
大

営 業 品 目

ニ ュ ース ｾ ｮ ド ア ー チ ェ フ ク

タ フ ロ ア ー ヒ ンヲシ

ク ピ ポ ッ トヒ ン ヂ

ク ラ パ トリ ー ヒ ンヂ

カ 女 ロ グ 進 呈

釜 録 @E同 市 識 廠 緩

.  

‘  

‘  

芸霊目* ド? ーテz ・ック費削乍，J i

尼 崎 市金 楽 寺 2 丁目 24 署 地 ・電 話 大阪 ( 48 ) 5855・7273番

16 



L  

• 

r ‘  

‘V  

サッシ ｬＮｾ［ＭＮ 抑 ｉｾｉｊﾭ

注頃 臨I ｴｊｾ丞 ｊ 沼目白冒
本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 '1' 島 Ol J 7 - 6 9  

電 語 大 阪 37ー 1 7  5  4  ( 代表〉

ス チ J レ サ ツ ン ユ

伝 統 に ス チ )1" シャツタ

輝 く ス チ J レ ド ア

優 秀 な
新 規 製 品

製 品

完 全 密 閉 片 引 き 窓

株 式 会 社
汎 建

大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  

鉄材が少くてすみ施工簡易な格納J I I ! . 工場 ・体育館の建築には

“ ORI MOTO"  DI AMOND TRUSS 

設計・の御依頼1' 1: Jt;じ ます ( 廊エは御自由です〉

カタログ及び殴tt il 考資事専則昼

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

製 作 所

電話 此 花 @ ＲｾＰＳ ・ Ｔ 4  6  1  

官公庁御採用耐健樹風木材接合金具

住 宅、工場、学 校、集会場、体育館にまた 2 階梁に

附 ｏ 武ヂベ ｊｾ

PATQ 武クランプ

ゆ

望 号 猿 織 本 建 築 館 針 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 史 所

東 京 都 中 央・区 日 本 橋 鱗 殻 町 3 - 2 ( 水天宮交叉点角) T PL  (町) 例43 ・7閃7 ・7062
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内装，外装に広ぃ用途を持つ/
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天 井 か ら 床 ま で 優 れ た 特 性 を

持 ち 耐 久 性 が 大 で あ り ま す 。

• • 、
... 

しずかな住れも適溢、、つ • 
ゴ ー ル デ ン

インシュレーション

ド ボ ー ド

サンドウイッチボード

ｉ ｾ 温・ 断熱・防音にす「 れ た

＼￪＾日本 ＩｾＭｦ 米，ＮＮ ｦ ＮＺｴ業抹式宙枇
本 社 名 古 屋 甫 中 区 広 小 路 過 6 的 3

. 京 東 京 都 中 央 区 京 情 2 的.
大 阪 大 阪 市 西 区 南 喝 江 上 過 リ 1 的 お { 三友ビル)

工 場 包 吉 鷹 市 ， 害 問 汐 止 町

ｾ伊Ｎ忠商事鎌式会社Ｔ�安宅這Ｎ株式会社 ａ 三宮 ｅ 商事繰式会社Ｎ住友商Ｄ株式会社

，、
建物か b 家具 t で用 j主が広い

間 仕 切 り 用 1: 効 用 大

代理庖

ルドロール 1::' よる

I，-r 7

0  

特 姉 軽 量 形 鋼

コ

員

。

凹口
口

口

忠

口

:
"  ，、

ｾ｣ コ ｨ も
社

日 本 特 殊 形 鋼 株 式 会 社

大 目 鋼 業 株 式 会

大 阪 市 西 区 立 売 掲 北 通 七 丁 目 二 一

電 話 (54) 1  7  2  1 ・1 7 2 2 ・1 7 2 3  

ロ ム 0 ロ

発 売 元

， 

ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー

ラ イ ト シ ャ ツ タ

軽 便 シ ヤ ッ タ

特 殊 機 械

押 上 式

捲 上 式

横 引 式

株式会社鯛- 機械. ，丸沿

扉

/ ( / ( / (  

ｻ 均 タ ロ グｾ昆 乞師 一 報 ｽ
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強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

コ ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 粗 し !と 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙ロパート・ポッシュ会社製

日 本 総 代 理 庖

25 峰 岸 商

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸堀上通 1 丁目 8 番地

笛 話 土 佐 堀 @0 8 4 2 ・2 1 8 1

底

r  

-#1  

， 

r  

e  

、、・・， 
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r <t: 

浪建式

ス予 Ｍｊｾ サ Ｇｙ シュ・ドアー
シヤ' ツター・オペレーター

ｊＧｾ カライジンク ｡ 処理 ｉ 場完戚
一製造販売

d h  

建 骸

浪速建枚Z業株式会結

本社 ・工場 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 ー 丁 目 九 番 地 ' i ! ! ! . ' i 城東@1l 71- 3番

第 二 工 場 ・大 阪 市 城 東 区 茨 閥 横 堤 町 四 一 番 地 ' t K 結城東@喧153 ・6824番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木換館ピル六号館 007号室 包括東京 ｾ ＴＶＱＱ 番

楠岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 5 番 地 〈サ Y ピ ル 内) 電 話 網 岡 制462書

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 ー 七 番 地 電 短 大 分 13“ 番

Ｎｾ亨最高の晶 - 新じい建築資材

創 業 明 治 24 年

貿易・木材・建材 。

田村式〆タルシーリンノプ

田 村 式 金 属 タ イ ル

田 村 式 ジ ョ イ ナ ー

モリソン式; n- ドサーソシュ

ノンスリーップ・白地棒

コーナービード. } ¥0ンチンク.. 

固有商奮連羽部

本 底 神戸市生田区栄町通二丁目三九〈安田火災ピル〕 噌話神戸③0591-- 3・5() )2-- 3・0. 98

支 腐 東 京 都 中:央 区 八重洲一丁目ー丙河岸相官西詰 惜 活 東 京 @ 局 6181・6182
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パ ヤ シ 商 庖

京都 市上京区大宮通 四 条下 ル 電 話 "，，' 主 9 4 4  6  8  7  

コ「タ庖

市;;，r，I:H 姻 ⑪ 5 4  0  8  

底

m n品 北 @ 2 0 7 - 8  

岡 田 建 材 高

名古鹿市西区西菊井町 2 ノ 12 電 矧@ O 1  2  1 ・2 0  5  7  

7  

合資会 社

名 建 商 会

名古鹿市中区宮出町 4 1 ノ 2 電 話中⑫ 1329 ・2106 ・2817 -

日 東 物 産 、株 式 会 社

本 社・ 名 古 屋 市 中 区 東 瓦 町 3 9 m td @  6 1 7 6 - 9 )  

植 阜 出強 所 ・舷 車 市 竹 屋 町 2 7 電E宜; D2 2  0  1 ・2 3 6 0  

株式会社

市 部 ⑪ 1 2  7  8  

株式会章土 木 下 建 三 商

大阪市西灰江戸姻 開 通 5 ノ 3 5  

株 式 会 社 久 保 商

大 阪 市 北 灰 真 砂 町 5

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 間 網 干工 上 過 1 ノ 3 5  

合 名 会 祉 利 倉 孝 商 庖

大儒市南区長姻 儲筋 2 ノ20 ( 泊朝樋電停削 ) 電 話 醐 ⑮ 4 7  1  

東 郷 嘗蝿 所 京都 市 中京 区 河原 町 列川 下 J" 電 話 ⑤ 3. 2 9  9  

膏 ! i I 建 材 株 式 会 社

本 社 ・広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8 電 話 中 ② 2 2 8 1 - 4

岡 山 ・岡 山 市 東 岡 町 3 電 話 ②7 9 1  1 ・8 1  6 9  

補 岡 ・樋 岡 市 万 行 寺 附 町 1 4 電 話 東 ③ 1 2 2 5 - 6

関 西 三星 タ イ ル 会 員

産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 繍 筋 2 ノ 3 6  電 話戎ｾ 3 2 8 6  

建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 岡 町 1 電 話 清 川 ⑤ 2 6  9  7  

泉

井

手口

石

勾

l

j

'

鴻

ドアンツル サス チ • 

ア ル ミ ド ア ーサッシ・

- オペレータース チ ー ル シ ャ ッ タ ー

( 弊社堺工場事務所)

エ 業 株 式 舎 社達 材大 阪
グヘ

一

、J

電話 @836- 839務

電話 ⑮7127 ・7047蓄

電話堺②3323- 3327番

電 話 ⑮ 8 3 0 :;号

電話 @  2  2  3  i寄

大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 二 十 一 番 地

全 所

堺 市 松 屋 町 一 丁 目 六 番 地

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 PIJ 7 番 地

大 阪 市 大 正 区 泉 尾 浜 通 四 丁 目 六 番 地

名 古 屋 ・ 金 沢

営 業 所

工 事 部

本 社 工 場

経理部分室

泉 尾 工 渇

出 51 所
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栃ゆるシヤ") ターの

事門メーカー

株式会社 日 本 シ ャ ッ タ ー 製 作 所

本社 ・大阪工場 大阪市東淀川区田川辺 6 n  138  Ｈｾｴ［［ＺＩ代 Ｓ Ｗ Ｍ Ｘ 5  6  5  

名 古 屋 支 唐 名 市 屋 市 '1
1

区 7K 出 町 23 ( 屯) 24- 4811 

東 京 工 場 川 崎 市 新 j L r 東 3
l-

!l 1159  (H.D 047-53 5  0  

九 州 工 場 悩 間 市 榎 III mr 1  2  6  8  (;[1) 2  6  7  08 

営 業 所 刊 知 ・岡 山 ・ 高 位 ・姫 路

代 行 底 全 1'<1 - t : _ 安部市ニアリ

日本建築協会優良議明
セ 〆 ン ト 増 強 防 水 脅'1

ヲ方- yィ1- 0雪

株式会社日本セ〆ント防水剤製建所

本 ド1: Ｉｩ＼ ｉＧｾＧＺ 県 ｪＮＺ 塚市直 Ｚｪｦ￮ 1-_ の1也J I: 28 1  'di "，f; 
j  

， 

J涙 2 1  5  3  

大 阪 連 絡 所 大 | 坂 ，11*1メ船魅UIJ 2  31(船魁ビノレ)

;t 
a - r w

， 

ｬｩｬ 張所屯 ｉｾ ［ｴｩ 名市ほ｀ 133 1 ・I1同窓
6ml f J 1 2 2 (

ぷ日
ウォ ータイト脱水」ン，< ク ォ ー タ イ ト 工 業 点 以 @ 0  8  7  4 ・ 次 総 工 ・Ji ｾ， ｩ＠ 1判 '3) 5  7  6  5  

2  代 行 Vi
ＧＮ Ｎ ｾＧ￟＠

I
前 大 〈 仁業 ｲ［ｾ ｪ 松ＨＲＩ Ｘ ＶＹ Ｗ ・Ｇ［ｾＺ ;}: ｾ＠ H  Ｉｪｾ 山口 ｄ 3  5  6  7  

紫

褒

、緩

章

置宣言翠ヨ

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

1111111111111111111111111111
山 川111111川 川1111111

・
S

・
H ・.......

J I S
合 格 モ ) t . . タ ル コ ン ク リ ー ト 用

国ｾｾｴＧｨＺＧｭＢ湿回
E 塞彊" M. I ! ! 盟理署璽n 臨 書wgM' t J j 冨 霊 園

八幡メタルホームK K 推 奨 品

去を 油 腸 化 工 社本社

取 締 役 社 長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 営 雛 所

......."，. .1111111111111111111111111111111111111111111111111111111 . .  

東京都品川区二葉町 1- 441 電話荏原③17  1  5芸

大 阪 市 刺 区 西 今 里 町 2- 48 '. 日 @4765 ・ 附3:

. 圃 ・ ・ 阻 ・ 圃 圃 圃 園 田 園 - 一 一 - .  
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各製品毎のカタログ見本御請求下さい

*  

表 1 1 8 1  

表 1 7  7  3  

御 入 会 の 御 申 込 は ーー・

ｲ ｾ 霊祭と 社 会 」 発行 所社団 法人 日 本建築協会 大 阪 市東区北浜 Ｓ Ｍ ＳＷ
電 話北 浜 ⑮ 9648 ・9649 ・9640

振 替 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番

T E L 王 子 (91) 代

T E L 土佐婦 (44) 代

東京 ・東 京 総 足 立 区 小 台 町 6 3 3

大阪 ・大 阪 市 西 区 京 PIJ #iii上 illi 1  - 14  


